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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／ゆーげん







序章







　先日買い換えたばかりの大型有機ＥＬテレビには物々しい光景が映っていた。

「おー……」

　居間のソファに座り、最近凝り始めた自家製燻くん製せい肉にくをちびちびと囓かじりながら、俺は──すなわちライトノベル作家の端くれたる加か納のう省しよう吾ごは、感嘆の声を漏らした。

　画面には──不自然なほどに凹凸を欠いた平たい灰色の甲板と、その上で忙せわしげに駆け回る兵隊達、さらに彼らの頭上に浮かんで激しく空気をかき回しているヘリコプターの姿が映っていた。

　多少なりとも現代の軍事知識を持っている人間ならば、それが何なのかすぐに分かる。

　航空母艦だ。原子炉搭載の。

　ロナルド・レーガン──名を見れば分かる通りアメリカ海軍所属だが、神奈川県横須賀基地を母港とする原子力空母である。アメリカ太平洋艦隊──世界最強との呼び声も高い、第七艦隊の、第五空母打撃群に所属するニミッツ級航空母艦。確か九番艦だったか。

　もちろん、俺が見ている映像は映画の類たぐいではない。

　さすがに生放送ではないだろうが、これは現実に活動をしている原子力空母の、甲板上の風景である。ただし戦闘機だの攻撃機だのが蒸気カタパルトでぶん投げられて発進していく様子はない。飛び立つのは主にヘリコプターだ。

「そういえば『トモダチ作戦』のときも来てたんだっけか」

　背後に気配を感じて俺はそう言った。

「なんだかんだ言ってこういうときの行動は早いよな、アメリカ」

「自衛隊ももう現地入りしてるみたいだけどね」

　と──俺の後ろを歩きながら言うのは妻の咲さき子こである。

　彼女は日本酒の、大吟醸の小瓶と猪ちよ口こを二つ載っけた盆を手にしている。夫婦揃そろってニュース番組を見ながらの晩酌だ。実を言えば俺はあまり酒は強くないのだが、猪口に一杯か二杯程度なら気分良く眠れるので、最近は嫁の晩酌につきあうことも多い。

　ともあれ──

「今回は中国とかも支援を表明してるみたいだけど……」

　と咲子が俺の隣に腰を下ろしながら言う。

「アメリカの真似でもないだろうけど、例の新型空母で領海付近まで来てるらしい」

　俺は傍らに置いていたタブレット端末を手に取りながら言った。

　マスコミはあまり報道していないが……ネットでは大騒ぎだ。

「外交上は、難しいところだよな。人道支援を突っぱねるわけにはいかんのだけれど、災害派遣を名目に軍隊とか上陸させられて居座られたら、ややこしいし」

　大義名分というか、いわゆる世論に弱いアメリカと違って、共産党一党独裁の中国は、かなり牽けん強きよう付ふ会かいに事を進めることも、あり得る。

『Ａ国は、隣のＢ国が飢き饉きんになったから支援として食料を送った。翌年そのＡ国が飢饉になったら、隣のＢ国はこれを好機と攻めてきた』──なんてどこかの故事を聞いた覚えがあるが、仮想敵国の大災害なんてのは、好機以外の何物でもないだろう。

「でも一昨年おととしの地震じゃアメリカも中国もあんまり動かなかったのに」

「まあ確かにな。今年に入ってからもちょこちょこ地震災害は起きてるが、そのときはスルーだったわけだし……」

　なのに今回は、地震が起きた直後から、支援の表明をしつつ、空母まで動かしている。

　まるで『待ってました』と言わんばかりだ。

　最近になって急に人道支援の心に目覚めた？　まさか。

　今回の地震──いやここ一連の群発地震、その震源地が静岡付近であるとされているが、それと何か関係があるのだろうか。どうしてもラノベ作家という職業上、『いつもと違う』出来事には陰謀だの何だのの匂いを感じてしまうわけだが……

「──ねえ、お母さん」

　そんなことを考えていると、娘の紫し月づきが居間に入ってきた。

　すでに紫月も高校二年生──そろそろ進路を決めて受験勉強に本格的に取り組む時期である。最近はわりと遅くまで自分の部屋で勉強をしているようで、たまにこうして夜食を取りに降りてくる。

「買い置きのクッキー見当たらないんだけど」

「あ、それお父さんが昨日食べちゃった」

「最悪。何してくれてんの!?」

　と顔をしかめて娘が言う。

　ただいま絶賛『父親大嫌い期』なので、事あるごとに俺は『最悪』だの『キモい』だの言われ続けている。紫月の場合、先に『お兄ちゃん大嫌い期』が来ていたおかげで、やや遅めの『父親大嫌い期』である。

　なので父親としては年頃の娘との会話には、非常に気を遣う。

「娘がデブにならないようにとの親心だよ。分かれ」

「分かるか！　まず自分が適正体重に落としなさいよ！」

　へらへら笑って言う俺に、紫月は喚わめき──

「……ってそれ、今朝の？」

　それから、テレビの画面に気づいてそう尋ねてきた。

　ちょうど、米海軍の映像は終了し、地元の消防団や、警察、被災地入りして懸命に救助活動を行っている自衛隊の姿が映し出されていた。

「そうみたいね」

　と答えるのは咲さき子こである。

「大変そうだね」

　と紫月は若干ながら表情を強こわばらせて言った。

　画面の中では、震災で崩れた建物を、自衛隊員達が撤去し、瓦が礫れきの下敷きになった人々を助け出している。他の震災の際にも何度となく見てきた光景なのだが、以前の教訓が生きているのか、自衛隊の動きは非常に迅速で無駄がないように見えた。それが逆に紫月の目には『余裕がない』ように見えたのかもしれない。

「まあ大丈夫だろ。この手の災害救助の経験値は、ここんところずいぶん上がってる」

　自衛隊だけでなく国民全体がだ。

　何しろ前の地震の記憶が風化する前に次の地震が起こるのである。嫌でも経験値は積まれまくる。実際──ニュースでも、今回は地震の規模に比して死者の数が少ないと言われていた。地震そのもので家屋の倒壊に巻き込まれたり、その後の津波で流された人はいるようだが、二次災害としての火事はほとんど起きておらず、生きて救助される人間も多いのだとか。

　だが──

「こういうのに慣れるってのもどうなんだか」

　と咲さき子こが呟つぶやくように言う。

　確かにそれはその通りだ。慣れたからって被害がゼロになるわけではない。

「もともと地震の多い国ではあるわけだが、最近は特に多いよな」

「ネットじゃ某ぼう国こくの地震兵器だとか、某宗教団体の呪いだとかいろいろ好き勝手な説も飛び交ってるけどねえ。馬鹿馬鹿しいとは思うけど、こうも何度も大地震が続くとね」

　と咲子は溜ため息いきをついた。

「比較的被害が少ない地震も入れれば、もう毎年、どこかで起きてるわよね」

「大災害レベルでなければほとんど毎月だな。この家も大丈夫かねえ？」

　と俺は天井の方を見上げて言う。

　この家は俺の著作がたまたま一本、当たったヒツトしたときの勢いで建てた一軒家だが……築十年を超えるとどんな家であろうと多少は傷みが生じてくる。直撃しないまでも頻繁に地震の影響を受けていればなおさらである。

「大丈夫だとは思うけどね」

「あんまりひどいようなら、売り払って引っ越しとかも考えた方がいいかもな」

「はあ？」

　俺の言葉に紫し月づきが顔をしかめて声を上げる。

「引っ越しって、お父さん──」

「紫月の学校のこともあるから、なかなか難しいだろうけどな」

　文句を言われる前にひらひらと手を振って俺は言った。

　受験期に引っ越しなんぞすると、それだけで負担になるだろう。学校が変われば内申書やらなにやらの評価も変わってしまう可能性があるわけで。だから引っ越すとしても一年以内のことではない。早くても紫月の受験が終わってから──再来年の四月かそこらだ。

「いやまあ、考え方としてはありだけど？」

　と咲子は首を傾かしげる。

「引っ越すってどこに？　日本国内、まんべんなく地震起こってるけれど？　東海地方──っていうか静岡まわりがいちばん多いみたいだけど」

　先の会話にも出た通り、今回の地震も震源地は東海地方だと報じられていた。

　特に静岡では、駿河するが湾わんからかなり強引に──日本政府の了承もないままに、アメリカ軍が災害派遣の名目で数ヵ所に部隊を上陸させており、現地で自衛隊と『縄張り争い』的な感じでにらみ合うという馬鹿馬鹿しい話も生じているようだった。被災者としてはたまったもんではないだろう。

「何やってるんだか……」

　と──なにやらスマホを見ながら紫し月づきが言うのは、その辺りのごたごたを扱ったニュースがどこぞのサイトに載っていたからだろう。

「まあ、地震避けて引っ越すとなると、外国になるよな」

「外国ねえ」

「どこだっけ。あの──慎しん一いちがお世話になってる某ぼう国こくとか」

「ああ……某国」

　と咲さき子こは苦笑を浮かべて言った。

　俺と咲子の間には紫月の上に一人、息子がいる。

　俺と咲子の悪いところ──というより極端なところばかりをつまんで煮詰めたような性格で、紫月とは正反対、純粋培養オタクみたいな奴やつなのだが……ニートとして家に引きこもっているのを[image: ]りつけたところ、何をどうしたのか、驚いたことに、自宅警備員から某国との文化親善大使へとクラスチェンジしてしまった。

　以前に一度、その某国のお姫様や、女の子達、そして護衛の女性自衛官ＷＡＣまで引き連れて里帰りしてきたため、いろいろと大騒ぎになったりしたのだが──まあそれはさておき。

　お姫様、つまり王族ともわりと親しくしていたようなので、俺達が移住したい、といったらわりとすんなり受け入れてくれそうな気はする。
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　ちなみに俺達が『某ぼう国こく』とわざわざ言っているのは、女性自衛官ＷＡＣに『外交上の機密なので国名までは申せません』と言われたからだ。お姫様の容姿からしてヨーロッパのどこかではないかと思っているが、まあ、詮索はしていない。

　ともあれ……

「慎しん一いちはどうしてるかな。しばらく連絡もないけど」

「まあのらりくらりと上手くやってるでしょ、お父さんの子だし」

「まあなんだかんだで土壇場に強いしな、お母さんの子だから」

　そう言って笑い合う俺と妻、そしてそれを見て苦々しげに溜ため息いきをつく娘。

　画面ではやはり救助活動の場面が映し出されているが…………とりあえず、加か納のう家けはさしたる被害を受けることもなく、被災地の人々の安否を気遣ったり、放ほう蕩とう息子のことを思い出して笑い合う程度の余裕があった。

　そう。この時点では我々は、いや、誰もが事態を楽観視していたのだ。

　民間人も。政府の人間も。被災地の人々ですらも。

　この群発地震が──いわゆる『終わりの始まり』だということに気づいている人間は、誰一人としていなかったのだ。





第一章　長いお別れ？







　僕の名は加納慎一。

　元自宅警備員にして異世界初の総合エンタメ商社〈アミュテック〉の支配人だ。

　そう。異世界。異世界だ。

　本来ならば車に乗っても船に乗っても飛行機に乗っても辿たどり着つけない異境。最近はトラックにはねられるとわりと手軽に転生できたりするなんて噂うわさも聞くけど、それはさておき。

　とある事情から異世界と地続き的に日本の国土が繫つながっていると知った政府は、異世界といういろいろな意味で手つかずの異境を支配下に置き、そこから鉱物資源や生物資源、あるいはそれらに類するものを搾り取ろうと考えた。異世界なので国際法は適用されない──どころかその存在を他の国はまったく知らなかったからだ。

　要するに、未知の大地の独り占めを目もく論ろんだ……ということである。

　だが、そうそう簡単に事は進まなかった。

　日本と異世界を繫ぐ富士樹海の穴──通称『超空間通路』は小さく、大型兵器や大量の資材を一度に持ち込むことはできない。また異世界には日本とは大きく異なる文化と文明を持った人間達が国家を形成しており、彼らの戦力も分からないまま、軍事制圧をすることは危険すぎるという判断が下されることになる。

　結果──日本は武力的な侵略ではなく、文化的な侵略を開始した。

　物理が駄目なら精神で陥落させれば良いという考え方だ。

　さまざまなものを試した結果、エンターテインメント産業がひどく遅れていた異世界の国家には日本が誇るクールジャパン作品群、要するにオタク系の作品が効果的であると判明。

　で、これらを上手く使って文化侵略をするために選ばれた尖せん兵ぺい──オタク文化の伝道師がこの僕である。僕自身はそんなことはまったく知らなかったのだけれど。

　でまあ……

　いろいろあって政府の思惑を知った僕が反抗したり、日本政府が焦じれて僕に特殊部隊を差し向けてきたりもしたのだけれど、まあそれらのゴタゴタはなんとか無難に──というか何というか──片付けて、今も僕はオタク伝道師としてこの異世界にいる。

　日本政府の企たくらんだ文化侵略としてではなく、あくまで日本と、この異世界の友邦・神しん聖せいエルダント帝てい国こくとの相互理解を深め、交流を充実させるために、オタク作品を日本から輸入しては、適度な節制を以もつて流布に努める毎日だ。

　充実していた。とても。

　幼おさな馴な染じみとの失恋で、自宅警備員に身をやつしていた駄目オタクが、自分の趣味を生かして、国家間の外交に尽力する──これが面白いやら嬉うれしいやらで、僕は頑張った。少なくとも僕は頑張ったつもりだった。

　その結果として、僕はこの異世界で、たくさんの人と知り合い、たくさんの友人知人を得た。

　この神聖エルダント帝国こそ僕の第二の故郷、僕の居場所、そう思うようにもなった。

　だが──
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　吐く息が白い。

　見上げれば空には雪がちらついているのが見えた。

「……やっぱり……来ないか」

　僕は溜ため息いきをつくと未練たらしく窓の外を窺うかがうのをやめて座席に座り直した。

　廃線寸前の田舎路線。走っている車両も見るからに古く、車内には、まるで古書店や図書館のような──どこか黴かび臭くさいような、そんな匂いが漂っていた。長い長い歳月を走り続けてきたのだろう。あるいは今の僕のように、後ろ髪引かれてこの地を去る人々もたくさん、乗せてきたのかもしれない。

　発車のベルが鳴り響き、扉が一斉に閉まる。

　僕は、ゆっくりと窓の外の光景が流れ始めるのを溜ため息いき交じりに見ていた。

　そして──

「…………」

　誰かが僕の名を呼んだような気がした。

　気のせいだ。きっと。見送りに来る人などいない。いるはずがない。僕はここから逃げ出すのだから。別の見方をすれば僕はこの地を見捨てたとも言える。この地で暮らした思い出のすべてを裏切って──

「……ミュセル」

　ついその名が僕の口からこぼれる。

　まぼろしのように輝かしかったあの日々。僕の側そばにはいつも彼女がいた。彼女と一緒にいるだけで世界のすべてが輝いて見えた。けれどきっと彼女は──

「……チ……サ……マ……！」

「──え」

　僕は己の耳を疑った。

　後ろめたさからの幻聴かと思った。

　しかしそれは──冬の寒気に溶けて消えることなく、もう一度僕の耳に届いた。

「シンイチ様……！」

　間違いない。

　僕は、足下に置いていた自分のスーツケースに躓つまずきながらも、席から立ち上がって窓に身を寄せ、これを開く。とたん、肌を切りつけるような冷たい外気と粉雪が舞い込んでくるが、驚きに興奮する僕には、まるで気にならなかった。

　どこだ？　どこだ？　どこにいる？

　僕は必死に視線を左右に走らせて──そして。

「ミュセルッ！」

　見つけた。

　すでに列車は駅のホームから出て加速中。

　次第に流れ飛んでいく速度が速くなる景色の中に、彼女はいた。

　走りながら、必死に走りながら、僕の乗る列車を追って──

「シンイチ様！　シンイチ様！」

　だが徒歩で列車に長く追いすがれるはずがない。

　彼女の姿はみるみる小さくなっていく。轟ごう々ごうと列車の周囲を流れる風のせいで声も届きにくい。だが僕は構わず、喉が張り裂けるほどの声を絞り出して叫んだ。

「ミュセル──ッ！」

　可愛いミュセル。優しいミュセル。

　彼女は来てくれた。こんな僕を見送りに。あるいは引き留めるために──この奇跡のような出来事を前に、そう自うぬ惚ぼれるくらいは許されるのではないかと僕は思った。もちろん、それは間に合うことはなかったのだけれど。

　もう二度と会えない。それは死別とどう違うというのか。

　ならば僕はいっそ、この窓から飛び降りてでも──

「…………」

　いや。駄目だ。

　僕達はもう一緒にはいられない。あの輝かしい夏の日々はとうの昔に過ぎ去り、暖かく美しい秋も終わり、今は冬──別離の季節だ。時は決して戻ることなく、後悔は常に先に立たない。どれだけ悔やんでも僕達の距離は二度と縮まることはなく、ただ一方的に開いていくのみなのだ。

　けれど。ああ──けれど。

　それでも僕は……

「シンイチ様……！」

　ミュセルは何度も何度も転びそうになりながら、叫ぶ。

　奇跡的にその声ははっきりと僕のところにまで届いた。

「さようなら……お元気で……！」

　小さくなっていく彼女の目から光るものがこぼれたように思ったのも、僕の自惚れによる勘違いか。それとも──

「さようなら……さようなら……どうか……私のことを……忘れないで……」

「忘れるもんか！」

　僕は反射的にそう叫んでいた。

　忘れるなんてあるはずがない。

　絶対だ。僕がミュセルを忘れるなんてこと──断じて、あり得ない。

　しかし……

「いいや。忘れてもらわないと困るよ」

　唐突に背後から声がした。

　僕以外に誰も乗っていなかったはずの車両。

　今は一瞬でも長くミュセルの姿をこの目に焼き付けるために使うべきだというのに、僕が振り向いてしまったのは──あるいは嫌な予感がしたからか。

　そこには、くたびれた背広姿の男が一人立っていた。

　いつも笑っているかのような細い目だけれど、彼が笑ったことはたぶん、一度もない。笑顔の仮面を被かぶったまま彼は残酷なことを一瞬の躊ちゆう躇ちよもなくしてのけるのだ。

「的まと場ばさん──」

「君には忘れてもらわなければね。全部」

　そう言って的場さんは、手にしていたものを掲げる。

　それは──

「や、やめろ──」

「いいや、駄目だよ」

　そう言って的場さんは僕に向けてその凶器を振り下ろす。

　なぜかでっかい文字で『１００万トン』と書かれた──その、殴られれば記憶どころか命までどっかに落っことしてしまいそうな感じの、大槌ハンマーを。

　…………

　…………

「……あの……シンイチ様？」

　僕を呼ぶミュセルの声。

「はっ……!?」

　とても分かりやすい声など漏らしながら僕は我に返った。

　ああ。まあそうじゃないかと思っていたけど、毎度おなじみ、いつもの白日夢というか暴走する妄想というか……とにかくそういうやつだった。

　というか何なんだよあの情景。田舎駅とか、走り出す列車と併走しながらのお別れとか、テンプレにもほどがあるだろ。もうちょっとオリジナリティというものが必要なのではないだろうか。うん。最後はかなりシュールだったけども。

「大丈夫ですか？」

　不思議そうに目を瞬しばたたかせながら僕の顔をのぞき込んでいる少女が一人。

　ぱっちりと大きな紫の両目も、白さの中にほんのりと朱を帯びた柔らかそうな頰ほおも、そして長く艶やかな亜麻色の髪とエルフの血筋を示す尖とがり耳みみも、いつもと同じ──そして白日夢の中の彼女と同じだった。

　着ているのもこれまたいつもと同じメイド服。

　ミュセル・フォアラン。

　健けな気げで、美人で、ハーフエルフで、メイドで、ちょっと気弱で、しかもたまにドジっ子で、ヤンデレっぽい側面まであったりして──可愛い僕らのメイドさんは今日も萌もえ属ぞく性せい過剰積載って感じでたいへん結構だった。

「あ、ああ、まあ大丈夫。いつもの発作だから」

「発作ですか……？　あのお薬とかは」

「いいです」

　オタクの妄想癖に効く薬とかあるとも思えないし──というか効いたら効いたでそれはなんかかなり怖い薬のような気がする。

　僕は改めて妄想の残ざん滓しを振り払うように首を振って、周りを見回した。

　見慣れた〈アミュテック〉本社──僕らの住む屋敷の食堂である。

　朝の日差しが窓から差し込んでいて、爽やかな空気に満ちている。いつもなら僕らはここで、皆揃そろって和わ気き藹あい々あいとミュセルの作ってくれた朝食をいただいているはずなのだけれど。いや。ついさっきまでは実際にそういう朝食風景だったのだけれど。

　今は空気が違った。

　その原因は──

「大丈夫かね。慎しん一いち君」

　と問うてくる的まと場ばさんにあった。

　彼もまた白日夢の中と同様の姿だ。大槌ハンマーは持ってないけど。

　的場甚じん三ざぶ郎ろう。

　極東文化交流推進局の局長──というか、ぶっちゃけ、日本政府と異世界との交流においてもろもろの雑事を担当するお役人である。いうなれば僕達〈アミュテック〉勢の上司であり、日本政府とのパイプ役の存在だ。

　良くも悪くも、長いものには自分から積極的に巻かれに行く類たぐいの人で……いろいろと世話になっている反面、最後の一線で今ひとつ信用できない相手でもある。

　この人がわざわざ僕らの屋敷にやってくると、たいてい、ろくでもないことになるのだけれど……今回も例外ではなかったというか、ろくでもない、どころでは済まない話をいきなり彼は始めたのだ。

　すなわち──

「ええと確認ですが、的場さん」

「ふむ。確認。いいね。確認は大事だよ」

　僕の言葉に的場さんは頷うなずく。

　いつもは何を考えているかよく分からないというか、本心を覆い隠す愛想笑いが仮面のように張り付いている人なのだけれど……僕の気のせいか、今は少し憔しよう悴すいしているようにも見える。この人でもこういう顔するんだ、と僕は頭の片隅で驚いていた。

「撤収っていうのは、あれですか、鋼鉄でできた長くて太い棒で」

「それは鉄柱だね」

「永遠っていうのは、あれですか、ポルシェのスポーツユーティリティーな」

「それはカイエンだね」

「じゃあひょっとして太天位を持つ剣けん聖せい──」

「──慎しん一いち君」

　溜ため息いきを一つついて的まと場ばさんは言った。

「認めたくない気持ちは分かるが、現実と向き合ってくれないと困るよ。もう一度言うからよく聞いてくれ。日本政府はこの世界から、永遠に撤収することに決めた。我々はここを去って二度と戻らない。そういうことだよ」

　蕩とう々とうとした淀よどみのない口調で的場さんはそう言ってきた。

　やはり僕の聞き間違いなんかではない。

　永遠に撤収する。ここを去って二度と戻らない。

　それはつまり──

「いや、でも……」

　僕は救いを求めるように周囲を見回す。

「…………？」

　ミュセル達は──異世界側の住人達は、皆がきょとんとした表情を浮かべている。

　彼女らの様子を見て僕は、いまさらながら、的場さんが魔章指輪を外していることに気づいた。

　異世界の住人達は、ほとんど日本語の会話が分からない。ミュセルは例外的にかなり日本語の読み書きができるけれど……さすがに難しめの言葉や早口で喋しやべられた台詞せりふは聞き取れないことがあった。要するに──会話する人間が魔法の翻訳機たる魔章指輪を外していれば、ことさらに声を潜めずとも日本人の間だけで内緒話ができるという寸法だ。

「……それは決定事項なのですか？」

　と落ち着いた口調で問うのは、眼鏡の女性自衛官ＷＡＣだった。

　古こ賀が沼ぬま美み埜の里りさん。

　僕達、〈アミュテック〉所属の日本人を護衛する役割で同居している彼女は、普段はのんびりした癒いやし系の巨乳美女なのだが、その実、格闘技をはじめとした各種戦闘技能に通じた頼れるお姉さんなのである。

　精神的兵へい站たんであるＢＬ本さえ潤沢に供給されていれば、の話だけれども。

　とりあえず今は大丈夫っぽい。僕と違って動揺する様子は見えなかった。

「決定事項だ。閣議決定だよ。もちろん、異世界のことそのものが一般公開されていない機密事項だし、急を要する案件だから、持ち回り閣議だけれどね」

　と的場さんが肩を竦すくめて言った。

「持ち回り閣議……？」

「全員が集まって会議するのではなくて、内閣総務官が閣議書を持ち回って、閣僚達から直筆の署名を集める形式ですよ。緊急事態にされるそうですけど」

　と僕に説明してくれるのは──綾あや崎さき光流ヒカルさんである。

　ゴスロリ衣装に身を包んだクール系の黒髪の美少女──にしか見えないのだけれど、中身は男である。いわゆる『男おとこの娘こ』だ。ただし女装はあくまでそれが受けるからしているだけの『趣味』でしかなくて、同性愛方面には興味がないみたいだけど。

　彼女──もとい彼は、もともと、僕の後任として日本政府が送り込んできた存在なのだけれど、まあいろいろあって今は僕の仲間として働いてくれている。皮肉がきついというか口は悪いのだけれど、頭の回転も早いしオタク関連以外の知識も豊富で、とにかく実務面では『優秀』という言葉がよく似合う人なのだ。

「とにかく日本政府はそう決めたんだ。この決定は覆らない」

　改めて僕の顔を見ながら的まと場ばさんはそう告げてきた。

　それはすなわち──日本政府はこれまで進めてきた神しん聖せいエルダント帝てい国こくとの交流努力を中断し、人員も資材もその行き来を断絶して、すべてを回収、引き上げる、と言っているのだ。

「いや、えっと、あの、ちょっと──それって」

　頭では分かっていても僕は動転してまともに言葉が出てこない。

　代わりに──

「唐突な話ですね。何が原因なんです？」

　光流さんが優雅な手つきでお茶を一口飲んでから──横目で的場さんをにらむようにして問うた。うわ。ひょっとして動揺してるのって僕だけなのか？　格好悪い。

「政府の外交予算としてはそう大規模でもないのかもしれませんが、今まで異世界交流のために投入した費用も少なくないでしょう？　それをあきらめるにはそれなりの理由がなければ不自然です」

　まあそれはその通りだろう。

　単に漫画やアニメやゲームを買ってこっちの世界に持ち込んだだけじゃない。日本政府は僕や光流さんの護衛と、こちらの世界の調査を兼ねて、自衛隊員を何十人と送り込み、駐屯地を作ってそこに資材を持ち込んでいる。兵器だけでも89式小銃、軽装甲機動車、パンツァーファウスト３等々──全部合わせれば何億円にもなっているはずで。

　僕が〈アミュテック〉の総支配人としてこちらに来る以前から、試行錯誤的に人や物を投入していたことを考えると──この異世界交流に掛かった費用は少なく見積もっても何十億円の世界だ。

　ニュースでは一兆円とかいうとんでもない額面がさらっと出てくることもあるから、国家予算として見るとたいしたことないのかもしれないけれども。

「特に慎しん一いちさんが──」

　ちらりと僕の方を見て言った。

「馬鹿みたいに漫画からブルーレイディスクからゲームから際限なく買いまくってましたし、ゲームも税金を湯水のようにじゃぶじゃぶ使って買いまくりの積みまくり、挙げ句には限定フィギュアすら見る用、触る用、トレード用と一つにつき三個確保するという浪費ぶりで──」

「それは浪費じゃなくてオタクのたしなみだよ！」

　と思わず叫ぶ僕だったが、光流ヒカルさんと、そして的まと場ばさん、美み埜の里りさんの呆あきれをたっぷり乗せた視線を浴びて沈黙を強いられた。いやでも……ほら、万が一のこともあるから、予備って必要でしょ？　……って、そうじゃなくて。

　どう考えたって自衛隊の装備とか車両とか人件費の方がお金かかってるはずだから！

　僕の買い物なんてささやかなものだよ！　きっと！　計算したことないけど！

「ひょっとして予算が尽きたとか？」

　さらりと光流さんがそう問うた。

　え？　まさか!?

　僕が考えなしにいろいろ買いまくったから!?　二百万円超えの等身大フィギュアとかも三つずつ買ったから？

　思わず僕はぎょっとして的場さんの方を見るけれど──

「もちろん、そんなことが理由じゃないよ」

　的場さんは首を振った。

「単純に──『危険』だと判断されたからだ」

「…………危険？」

　と眉をひそめて問う美埜里さん。

　僕らの護衛という立場上、『危険』という言葉には敏感なのだろう。他にも、『男同士』とか『受け』とか『攻め』とか、『尊い』とか『鬼畜』とか『リバ』とか（以下略）、そういう言葉にも敏感過ぎるくらいに敏感だけど、それはさておき。

「それは何か……物理的な意味ですか？」

「物理的、まあ物理的なんだろうね」

　的場さんは困惑気味の表情を浮かべて頭上を振り仰ぐ。

　本当に今日の的場さんはいろいろ珍しい。この人がここまで弱った表情を見せるのを見るのは、たぶん、初めてのことだろう。彼はしばらく懊おう悩のうするかのように視線をさまよわせていたけれど、やがて僕や美埜里さんの方にそれを戻してこう告げてきた。

「このまま日本がこの世界と接触を続けていれば、世界が滅びる可能性も出てきたということなんだよ」

「はあ!?　な、なんですそれ!?」

　いきなり世界が滅びるとか。

　何の漫画だよ。もしくはラノベ？

　伝説の魔王でも復活したとか？　超兵器が暴走しているとか？　最終戦争でも勃発した？　あるいは宇宙人襲来？　もしくは某ぼう国こくの研究機関から細菌兵器が──

「それはつまり、あれですか」

　いろいろと妄想が頭の中で渦を巻く僕の隣で、光流ヒカルさんが目を細めて言った。

「この世界が、実は異世界ではなく、地球の未来の姿だったということを、日本政府も知ったということですか？」

「……！」

　恥ずかしながら僕は、その可能性をすっかり失念していた。

　いや。違う。

　たぶん僕は──……

「タイムパラドックス的な、因果関係の不全による時空の混乱とか、そういう危険性を日本政府は危惧していると？」

「……君らも知っていたのかい？」

　さすがに的まと場ばさんは驚いたように目を瞬しばたたかせて光流さんを見る。

　そういえば、この辺の話は的場さんは聞いてないんだよな。『禁忌の鎧よろい』という遺物が出てきたときから、なんとなく想像はついていたのだけれど、僕らは努めて考えないようにしていたのだ。考えても仕方ない──どうにもならないことだと思ったから。

　けれど……先日のバハイラムでの騒動で、僕らは駄目押しのように真実を知らされた。

「確証──というか証言を得たのはこの間の、バハイラムに行ったときですが」

　と美み埜の里りさんが説明する。

「バハイラムの遺跡に眠っていた人造人間というか、ロボットというか、とにかくそういうものから、この世界が私達の世界の遥はるかな未来にあたるという話を聞きました」

「そんなことが……報告書は？」

「今作成中です」

　的場さんに問われて美埜里さんは肩を竦すくめた。

　自衛官という立場上、美埜里さんは自分の行動を逐次書面にして的場さんに──というか日本政府に報告している。だが先日のバハイラムの一件は、正直いろいろと衝撃的に過ぎて、美埜里さんとしてもまとめるのに四苦八苦しているのだろう。

　ともあれ──

「ただ、聞いた限りではこの世界の過去にアメリカだの中国だのという国があったこと、かつて英語を使う文化圏が存在したことが分かったくらいで──私たちの世界とこの世界が直接的に繫つながっているという証拠はありませんでしたが」

　と美埜里さんは人差し指で眼鏡を押し上げながら言った。

「……うん？」

　と的まと場ばさんが首を傾かしげる。

「それはどういう意味かな？」

「つまり、つまりですね！」

　と僕はちょっと強引に会話に割り込んだ。

　このままだとなんだか話の流れにおいていかれそうな気がした、というか、どっかの漫画みたいに『なんだってー!?』とか『それは本当なのか●●!?』とか言ってひたすら驚いているだけの役割が振られそうな気がしたのだ。

「話は聞かせてもらった、人類は滅亡する！　──じゃなくて」

　Ｍ●Ｒごっこはおいといて。

「ええとですね。その人造人間というか何というか、の話を聞く限り、この世界の過去にアメリカとか中国とか英語とかが存在したのは確からしいんです。遺跡から出てきた遺物に英語としか思えない書き込みがあったりもしましたし」

　そう。くだんの人造人間──テレジアが噓うそをつく必要はない。たぶん彼女は本当のことを言っている。そして幾つもの事実が彼女の話を裏打ちしている。それら自体は決定的な証拠とは言いがたいにしても、すべてをまとめて見ると、矛盾がない。

　だからたぶん、テレジアの話は本当のことだ。

　ただ──

「だとしても、そういう世界がたった一つとは限らない。異世界があるのなら、平行世界パラレル・ワールドだってあってもよいわけで。僕達の世界とそっくりでありながら、微妙に異なる世界、なんてのもあり得るって考え方ですよ」

「ふむ？　平行世界？」

　少し興味をそそられたようで的場さんが食いついてくる。

「たとえば他の部分はまったく同じなんだけど、的場さんが女性の世界とか、的場さんの名前が甚じん三ざぶ郎ろうじゃなくて、真しん一いち郎ろうなんて名前の世界とか……」

「慎しん一いちくんが受けでガリウスさんが攻めの、逆リバ世界とか──」

「そうそう──ってそんな世界はないから!!　王道も逆もないから！」

　余計な台詞せりふを差し挟んでくる女性自衛官ＷＡＣ（腐敗中）にそう叫んでから僕は続けた。

「可能性の分岐、『あり得たかもしれない世界』が、実は隣り合って無数に存在している──っていう考え方ですね。ささいな部分だけが違っていて、大まかな世界情勢とか、文化はほぼ同じ、なんて世界があってもおかしくない──そういう世界を、ＳＦなんかでは、僕達の世界と『平行して存在する相似形の世界』って意味で平行世界と呼んだりするわけで……」

　厳密に言えば平行世界っていうのはあくまで『平行して存在する世界』ってだけの意味だから、必ずしも中身が似ている必要はないのだけれど。

　だから、この神しん聖せいエルダント帝てい国こくのある『異世界』も、日本のある世界と併存するという意味では、平行世界の範はん疇ちゆうに含まれる──いや、含まれるのだ、と単純に僕達は考えていたのだけれど。

「なるほどね」

　と的まと場ばさんは顎に手を添えて小さく頷うなずいている。

「つまり、君達が聞いた歴史が、我々の未来であると決まったわけではない、と？」

「そもそもアメリカだの中国だのという固有名詞も、あくまで『聞いただけ』ですから」

　と光流ヒカルさんが肩を竦すくめて言った。

「噓うそをつくこともできるし、聞き間違いだってある。この世界が私達の世界の直接の未来だっていう、はっきりした物的証拠はないんですよ。私達がそう聞いただけで──」

「ああ、いや……」

　と的場さんが若干、申し訳なさそうに光流さんの言葉を遮ってきた。

「平行世界云うん々ぬんはさておき、物的証拠は、あるんだ。実は」

「へっ……？」

「以前、君達が日本に来た際に、血液検査をしただろう？」

　そういえばそんなこともあったけど。

　それがどうしたと──

「実はミュセルくんやエルビアくんの血を、通常の検査とは別により細かい分析にかけたんだ。政府の各所から要望があってね」

「なんでまた？」

　と僕は名前の出たミュセル──そしてエルビアの方をちらりと見ながら言った。

「……なんすか？　あたしがどうかしたっすか？」

　とエルビアはきょとんと目を瞬しばたたかせて首を傾かしげている。

　日本語の会話はきちんと聞き取れないものの、自分の名前が話に出てきたというのは分かっているのだろう。

　エルビア・ハーナイマン。

　もともとは隣国バハイラムの密偵として僕らに──というか〈アミュテック〉の屋敷に近づいてきたウェアウルフの女の子だ。開けっぴろげで明るい、なんというか、人懐っこい大型犬みたいな印象の子で、今は〈アミュテック〉の専属絵師として召し抱えられている。

　ともあれ。

　的場さんの言うとおり、確かにミュセルやエルビアは『防疫のため』ということで、日本入りする際に血液検査を受けていた。伝染病だの何だのを持ち込まないようにする、という意味では至極当然の処置だろう。しかし採取した血液は、他の分析に回すことも可能だったりするわけで──

「以前──疲労回復の栄養ドリンクをもらっただろう？　ブルークくんの」

「へ？　あ、ああ、あれ。あれってシェリスさんの尻しつ尾ぽじゃなかったでしたっけ」

　と僕はこれまた屋敷の住人であるリザードマン夫婦の方に目を向ける。

　庭師のブルーク・ダーウェン。

　メイドのシェリス・ダーウェン。

　エルフやウェアウルフは、普通の人間にちょっと違う『部品』がついているだけ──尖とがり耳みみとか尻尾とか──に見えるのだけれど、リザードマンに関してはまったく別だ。

　一見すると彼らは直立歩行する蜥蜴とかげそのものなのである。

　特にブルークは背も高いし肩幅も広いので、暗い場所で会ったりすると威圧感半端ないというか、何も知らずにばったりすれば、おしっこちびりそうなくらいに怖い面相なのだけれど──そんな見た目に反して、ブルークは真面目で子煩悩ないいおっさんである。

　ちなみに──的まと場ばさんの言う栄養ドリンクってのも、彼らが自らの尻尾の先を切って、黒焼きにしたものを蜂蜜やら炭酸水に混ぜ込んだものだ。味はえらく不ま味ずい──というかやたら飲みにくいのだけれど、効果はすさまじいらしく、後になってかなりの抗老化アンチエイジング作用もあると分かったらしい。

　高齢化社会、それに伴う医療費の増大──そんな問題を抱えている日本としては、『若返り』効果のある薬剤の開発には大量の予算が割かれることだろう。

「ともあれ、リザードマンの身体にそんな効果があるのなら、他の人種も何か──と考えたんだろうね」

「何かって……まさかエルフやウェアウルフを薬とかにしようっていうんですか？」

　なんかすごく猟奇な感じなんですけど。

　僕が何を想像しているのか的場さんにも分かったみたいで──彼は若干、慌てた様子で首を振った。

「中世の薬や研げんでもあるまいし、とりあえず殺して乾かして粉にして飲む──ってわけではないだろうけどね。妊婦の胎盤が──確かプラセンタ療法だっけ？　慢性の肝疾患や更年期障害、果てはがんにも効果があるって話もあるくらいでね、後で合成するにしても何にしても、調べたいという人たちが出てきたんだよ」

「……はあ」

　まあもともと日本が異世界との交流を積極的に進める──文化侵略まで企たくらんでいた背景には、まだ見ぬ『生物資源』に対する期待があったのも確かだろう。生物資源というと、現代においては各種有用細菌とか、微生物とか、そういうミクロなレベルのものが多いのだけれど、大型の生物でも効果があると分かれば、利用はするだろう。

「とにかく。そうやって彼女らの血を調べたら──まあ細かい学術的なことは私も聞いても分からなかったけれど、彼女らの遺伝子は、人間のものを元にして遺伝子改造を加えられたもので……なおかつ、現代人の遺伝子と直じかに繫つながっている部分が何ヵ所か散見されたそうだ」

　直に繫がってる？　遺伝子情報が？

　それって──

「前に光流ヒカルさんが言ってた」

「ええ。たぶん、〈ミトコンドリア・イブ〉と同じ領域の話でしょうね」

　と光流さんが頷うなずいた。

　長くなるので細かいことは省くけれど──人間の細胞の中には、ミトコンドリアという小器官がある。でもってその中に含まれるＤＮＡやＹ染色体を調べていくと、『現生人類に最も近い共通の祖先』を遡って知ることができるのだそうだ。ここからミトコンドリア内の遺伝子を調べた結果、人類は十数万年前にアフリカで発生した、という『アフリカ単一起源説』の有力証拠が出てきたんだとかなんとか──

　要するに遺伝子に刻まれている情報を調べることで、人類がどう進化してきたか、ある程度まで把握できるということだ。そういえば確か人間も母親の子宮の内部で、単細胞から多細胞、魚類から両生類、獣から人と、『進化』の歴史をそのままなぞるかのように自らの身体を形成していくんだという話を聞いたことがある。

　要するに人間の遺伝子には進化の歴史が記されているのだ。

　で……同じ調査方法をミュセル達に施した結果、明らかに現生人類の、つまりは二十一世紀の人間の子孫であるとしか思えない、遺伝子の類似性が見つかったということだ。

　そこから『我々が異世界と呼んでいるあの世界は、本当に、我々と由来の異なる別の世界なのか？』と疑問を覚える人達が出てきたらしい。

「ですがそれだけじゃ平行世界パラレル・ワールドって可能性も」

「もちろんそれだけじゃない」

　と的まと場ばさんは溜ため息いきを一つ挟んで言った。

「遺伝子の話は議論のきっかけに過ぎないよ。ただ同時にいろいろとおかしなことが発覚してきてね……」

「おかしなこと？」

「ええと──」

　的場さんはしばらくそのまま何か考えていたようだったけれど。

「慎しん一いち君。君が好きなアニメ──なんだっけ」

「アニメ？　いろいろありますけど」

　それこそ片手で足りないどころか、全部列挙したら日が暮れそうなくらいに。

「レンタルビデオ、じゃなくてええと」

「『レンタル☆まどか』？　ですか？」

「ああ、そうそう、それ」

　と的まと場ばさんは指を一本立てて頷うなずく。

「あれが、もう三年前のアニメだって気づいてるかい？」

「……へ？」

　思わず僕は間の抜けた声を漏らしていた。

『レンタル☆まどか』は、僕がこの異世界に来る直前に放映されていたアニメで、確か──

「え？　三年？　でも一年かそこらしか──」

「こっちではね」

　と的場さんは意味深な口調で言った。

「確かに自衛隊の機材の時計もその程度しか進んでない。こちらの側にある時計は基本的にズレていない。でも──日本じゃ三年が経過しているんだよ」

「はあ!?　そんな馬鹿な──」

「改めて幾つかの記録を調べてみたら、この三ヵ月で──これはエルダント側での三ヵ月だけれど、とにかく、時間の流れが急激にずれ始めていてね。明らかに超空間通路のこっち側とあっち側で、時間の進み方が同期していない。それどころか……このことに気づいてから精密な計測を続けてきたのだけれど、ズレ方にも差がある。安定していないんだ」

「…………それって」

「ウラシマ効果──ってことでしょうか？」

　と光流ヒカルさんが首を傾かしげる。

　ちなみにウラシマ効果というのは、ＳＦでよく出てくる概念で──『光に近い速度で移動する宇宙船の中では、時間の流れが遅くなる』というものだ。

　どうしてそうなるかは相対性理論がどうとかいろいろあって説明しにくいんだけど。

　とにかくそういう変な現象が起こるのだ。理論上は。

　たとえば、光速、もしくは亜光速で移動する宇宙船に乗っている乗組員は、地上で待っている人間と比べて『老いない』のだ。双子がいたとして、片方が地上に残り、片方が光に近い速度の宇宙船に乗って帰ってきたとして……宇宙船に乗っていた方は若々しいまま、地上に残った方は双子なのによぼよぼの老人、なんてことが起こりうるんだとか。

　これを浦島太郎の物語にちなんで『ウラシマ効果』と呼んだり、双子なのに片方が若者で片方が老人になってしまう不自然さから『双子のパラドックス』と呼んだりする──のだけれども。

「どうだかね。学者先生達はいろいろと議論していたようだけど、正直私には分からない」

　的まと場ばさんはお手上げ、というふうに両手を開いて言った。

「そもそも何千、いや何万か、とにかくそんな時間と空間をぶち抜いている『穴』が存在しているのだからね。どんな不思議があっても驚かないよ、私は。どういう原理でそれが存在しているのかすら、我々には分かっていないのだし」

「…………」

　確かにそれはその通りだ。

　超空間通路、なんて名前を付けて僕らは分かった気になっていたけれど、それはただ名前がついたというだけで、本質的には何も分かっていないのだ。僕らがその構造や作動原理を知らずともパソコンを扱えるのと同じで、何も分からないままに、利用だけしてきたのだけれども──

「超空間通路内の物理的距離も不安定でね。ここしばらく近づいたり離れたりを繰り返しているんだ。最悪の場合──昇降機エレベーターで移動途中に、何万キロなんて距離が開いてしまって、超空間通路の中に閉じ込められたり、そもそも距離がゼロになって、二つの世界が衝突、なんてことにもなりかねないという意見が出てる」

「…………」

　僕らはただ啞あ然ぜんとするばかりで、何も言えない。

「この不安定さが、過去と未来の相互干渉から来ているとすると、これ以上の干渉は状況を悪化させる可能性が高い……というふうにお偉方は考えたわけさ」

　おそらく日本政府は、それなりに物理学だの何だのに詳しい学者さんなんかも連れてきて調べさせたうえで結論を出したのだろうし、前例なんて当然ない事態だから、対処法なんて誰にも分からない。

　指をくわえて見ているだけなのが嫌なら、たぶんこうだろう──という予測の範囲内で、いちばん無難、いちばん安全な策をとるしかない。超空間通路そのものをどうこうはできないだろうから、的場さんが言うように、できるだけ相互の干渉をしないようにするのが、理屈としてはいちばん簡単だ。

　それがおそらく……

「……異世界からの永久撤退……」

　自分の口から出た言葉だというのに、それは、ひどく空々しく、現実味のないものとして僕には聞こえた。





[image: ]






　永い永い眠りから覚めてみると……世界は呆あきれるほどに様変わりしていた。

　もちろん、それなりに驚きはしたが、そのことで絶望したり動揺したりするようなことはなかった。もともと俺は『死者』なのだから、時間の流れに取り残されるのは当然のことだ。

　かつてテレジア・ビグロウと呼ばれていた人間──女性兵士は確かにいた。

　だがその肉体はすでにない。少なくともその身体を構成していた物質は、すでに人間の肉体構造をとることをやめて久しいはずだ。

　それを以もつて『死』と呼ぶのなら、俺は確かに死んでいるのだろう。

　人間の生身の肉体は、多少の抗老化処置を施したとしても二百年は保もたない。

　汎用未分化細胞を基に培養した予備の身体へ脳を移し替えればさらに延命にはなるが、脳細胞そのものの寿命というか、物理的限界があるから、それも永遠を手に入れられる方法にはほど遠い。生き物の身体は良くも悪くも大きな自然環境の中で循環するものであり、死は生と一対で、必須の現象だからだ。

　生まれた以上は死なねばならない。

　それでもなお、肉体の限界を超えて存在を続けようとすれば、生き物としての摂理の外側に踏み出すしかない。端的に言えば生き物であることをやめるしかないのだ。

　そしてかつての俺はそれを選んだ。

　遺伝子改造や生物工学の発達で、新種の生き物が人工的な手法で次々と生み出され、それに伴って生命、人間、といった概念の定義が揺らぎ、価値観や倫理観の激しい変動が生じていた時代……俺個人に限って言えば、『生き物であることをやめる』のにあまり抵抗は感じなかった。

　生身の軍人時代に二度ばかり、テロで死にかけたことがあり……俺は、臨死体験というものをしている。だからこそ死の向こう側には何もないと俺は思うし、単純に『なくなりたくない』と思ったのだ。我コ思ギうト、・ゆエえルにゴ我・あスりム。自分自身が消滅してしまうことは途方もない恐怖だった。

　そして俺は、幾つかの書類にサインをして、自分の意識を──魂を人造の肉体に移し替えて『不老不死の兵士』になった。

　一応の人権は保持されるが、事実上、軍の所有物となり、退役というものはなくなり、生涯、軍人として働かなければならなくなったが、むしろそれは望むところだった。

　女の身に生まれてはいたものの、どういうわけかその辺の男ども以上に競争心や闘争心が強く、平穏な生活というものにとんと興味が持てなかった俺には、軍人以外の職に就くなどという選択肢はなかったし、それ以上に退役して平凡な暮らしを送る自分など想像もできなかった。

　だから自分は、何らかの理由から軍に棄すてられるまで──不要な『モノ』と判断され、廃棄処分ですべての回路から人格データを完全抹消されるまで、永遠に存在を続けるものだと思っていた。

　しかし──

「まさか、長めの昼寝から起きたら、軍そのものがなくなってるとはなぁ」

　それどころか俺が生きていた頃の国家体制そのものが、もうないらしい。

　アメリカもチャイナもロシアもニッポンもイギリスもフランスもイタリアもインドも。

　何もかもがもうないらしい。目覚めてから聞いたのは、初耳の国名ばかりだった。

「……さて」

　俺は立ち止まって辺りを見回した。

　ずいぶんと時間が掛かってしまった。

　途中までは飛行型ＢＯＵ──〈ドラグーン〉ユニットに乗ってきたが、さすがにそれで目的地に直接乗り付けるのは問題があると判断したので、国境を越えた辺りで徒歩に移動手段を切り替えたのだ。

　人造の身体とはいえ、身の丈は普通の人間と変わらず、当然、それは歩幅も同様だ。なので不眠不休で歩くことは可能でも、移動速度そのものが何十倍もに上がるわけではない。生身の数倍の速さで走ることも可能だが、熱処理の関係でそれを何十時間も維持するのはやはり難しいのである。

「あの男がいるのはこの辺りのはずなんだがな……？」

　今、俺がいるのは森の中だった。

　やたらに背の高い樹きが数えきれないほどに生えていて──どうにも視界が悪い。方向は間違っていないはずだが、どちらを向いても代わり映えのしない風景なので、迷っているのかどうかすらよく分からない状態だ。

　衛星からのＧＰＳ信号は途切れたままなのに加え、地形がデータからずいぶんと変わってしまっているので、大まかな方向性しか確認できないのだ。

　どうしたものかと考えていると──

「……おやおや。お嬢ちゃん？　こんなところで何を？　一人かい？」

「…………」

「お嬢ちゃん。おい、こら、無視すんなって」

「…………ん？」

　手を摑つかまれて初めて、俺はその『お嬢ちゃん』という言葉が自分を指すものだということに気づいた。

　自慢ではないが、俺がこの身体になったのは四十歳のときだ。どこからどう見てもお嬢ちゃんと呼ばれるような年齢ではなかったし、その後は眠りにつくまで約三十年間、軍務をこなしてきた。当然、名前以外なら階級で呼ばれる程度だ。その感覚を引きずっているので、『お嬢ちゃん』などと呼ばれても分からないのである。

「へへ……どうしたんだい、お嬢ちゃんみたいなのが、森の中を一人で？」

　見れば俺の腕を摑んでいるのは、ぼろぼろの軍装──というか革かわ鎧よろいらしきものを帯びた男だった。その後ろには三人ばかり同様の格好をした者もいる。

　衣装はともかく、男達の表情と目つきには覚えがあった。

　まあいわゆるゴロツキだ。この種の連中は、平和維持軍として派遣された某ぼう国こくで、それこそ飽きるほどに見た。国が滅んで軍が解体され、武器を持った無法者が野に溢あふれる──というのはよくある話である。

（まあ、今の俺も、こいつらと立場は変わらないわけだがな……）

　おそらくこの男達もどこぞの軍の敗残兵か、さもなくば脱走兵の類たぐいだろう。就職先がなくなった結果、そのまま山賊や夜盗に転職したというわけだ。

　手にはあまり手入れしているとは思えない原始的な武器を──剣や斧おのを携えている。無論、錆さびが浮いていようが、微妙に歪ゆがんでいようが、非武装の女子供には脅威になり得る代物だが。

「ちょっとこっちにおいで」

「おじさん達と遊ぼうか」

　と男達は口々にそんなことを言ってくる。

　ちなみに……連中の喋しやべっているのは英語でも日本語でも中国語でもないが、一応、これまで得られた言語資料を基に、翻訳アプリを組んであるので、問題なく理解できている。

「俺と遊んでくれるのか？」

　あえて俺はそう問うてみた。

「どんな遊びだ？」

「そりゃあ──なあ」

　と男達が下げ卑びた表情を浮かべて顔を見合わせる。

「一緒に身体を動かして一汗かこうって話さ」

「激しい感じにな、へへへ」

「なるほど。いいだろう」

　俺は満面の笑みを浮かべて頷うなずくと、先頭の男に歩み寄り、その腰に提さげている剣に触れる。男が何か言う前にこれを革製らしい鞘さやの上から摑つかむと──義体アバターを戦闘モードに移行。人工筋肉の出力制限を解除した。

　ぎぎぎぎぎと音を立てながら、鞘ごと折れ曲がっていく鋼鉄の凶器。

　男達は啞あ然ぜんとしてそれを見ている──

「おじさま達。それじゃあ、遊びましょうか、身体を使って──激しく？」

　と、剣を二つ折りの形に畳みながら、可愛らしく微ほほ笑えんでやると、彼らは表情を引きつらせて後じさる。

　だが──

「逃がさねえよ？」

　俺は先頭の男の襟首を摑つかむと、まずそいつを地面にぶん投げた。
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「この地を……去る？」

　エルダント城──謁見の間。

　怪け訝げんそうな表情でそう呟つぶやいたのは銀色の髪と緑色の瞳を持つ美少女だった。

　上品で可か憐れんなその顔の上には、燦さん然ぜんと女性用王冠テイアラが輝いている。仰々しいとも言えるそれが、しかしごく自然な感じで馴な染じんでいるのは、彼女が生粋の王族──もとい帝てい族ぞくだからだろう。

　神しん聖せいエルダント帝国における最高権力者。御年十七の可愛い絶対君主。

　ペトラルカ・アン・エルダント三世陛下である。

　僕らは学校に人を遣やって休校を告げると、彼女の御お座ざ所しよたる神聖エルダント城へとやってきた。急な謁見要請だったのだけど、特に問題もなく、僕らは幾つかある謁見の間のうち、ごく小さめの──内々の話を数名でするためだけの部屋に通された。

　ちなみに僕ら……すなわちこの部屋にいる〈アミュテック〉勢は、僕、美み埜の里りさん、光流ヒカルさん、そして的まと場ばさんだ。的場さんは僕が神聖エルダント帝国側に話をすると言ったら、あまりいい顔はしなかったけれど、『いつかはばれることですから』と言うと、渋々認めてくれた。僕が余計なことを口走らないようにと、監視する意味も込めて同行してきたようだけれど。

　で──

「それは……いつぞやのような、シンイチやミノリが一時帰郷するのではなく、この地を去って二度と戻らぬという意味か？」

　と若干、尖とがった口調でそう尋ねてくるのは、ペトラルカではなくて、玉座の脇に立つ美丈夫だった。

　ガリウス・エン・コルドバル。

　まだ二十代の若さだけれど、この神聖エルダント帝国の、近衛騎士団団長であると同時に、事実上、軍の総司令官をもつとめる偉いさんだ。そして皇帝陛下の親戚──というか従い兄と弟こでもある。

　綺き麗れいな銀髪に翡ひ翠すい色いろをした切れ長の両目、格好によっては女と見み紛まごうほどの整った顔立ち──と美形をテンプレ的に立体化した感じの御ご仁じんで、さぞかし女性にもてそうな印象なのだけど、皮肉なことに、本人はまあ、その、異性に性的な興味がないっぽい。要するに美埜里さんが大喜びする方面の人である。

　まあそれはともかく──

「ずいぶんと急なお話ですな。それに一方的かと」

　と、玉座の反対側の脇でそう言うのは、こちらもひどく分かりやすい感じに『宰相』然とした──というか『爺じいや』って感じの御老人だ。瘦せて、小柄で、白い髭ひげをたくわえていて。言動も全体的に柔らかい。僕らも話していてほっこりすることがよくある。

　ただ、その皺しわ深ぶかい顔にはまっている両目は、強い──老いによる緩みを感じさせない、鋭い輝きをたたえているのだけれど。さすがに大国の重臣、ただのお爺ちゃんじゃないということだろう。

　こちらの御老人の名はザハール──ザハール宰相である。

「我らとしてもそれなりにそちらとの交流には時間も金も手間もかけてきたわけで。いきなり『さようなら』と言われても承諾はしかねますなあ」

「それはごもっともなお話ですが」

　とハンカチで額の汗を拭きながら──拭く仕草をしてみせながら言うのは僕ではなくて、的まと場ばさんである。細かい理屈は僕には説明しにくかったので、彼に途中から話を丸投げした感じである。

「これは双方の世界──というか国体の危機でありまして」

「それはどういう意味か？　説明してもらえるのだろうな、マトバ殿」

　と眉をひそめるガリウス。

「はぁ……」

　ちらりと僕の方を見てくる的場さん。

　皇こう帝てい陛下やガリウス達と比較的親しい僕の口から説明してもらった方が、角が立たなくていい──くらいに考えているのだろう。けれど僕は首を横に振った。彼から説明してもらった方が早い。僕だって未だに混乱している部分があるわけだし。

「それはその──」

　やがて的場さんは額の汗を何度もハンカチで拭きつつ──恐縮するポーズを繰り返しつつも、僕達にしたのとおおよそ、同じ話をした。

　時空間だの何だの、はたしてこっちの人に分かるのだろうかという不安はあったのだけれど──意外にも、エルダント帝国側の面々は特に口を挟むことなく的場さんの話を聞いてくれていた。

　これは……あれか。前に光流ヒカルさんが言っていたけど、さんざん日本から持ち込まれた漫画とかアニメとかゲームとか小説のおかげで、『世界の滅亡』とか『時空間』とか『タイムパラドックス』みたいな、スペクタクルでおよそ非日常的な概念を、わりとこちらの人達も理解しているのかもしれない。まああくまで概念であって、厳密な物理学的知識とかではないのだろうけれど、それは僕も同じだし。

　やがて──

「……なるほど」

　とガリウスが顎に右手を当てながら頷うなずく。どうでもいいけど、こういう何げない仕草一つ一つが、まあ腹立たしいくらいによく似合うんだよなあ、この人は。

「大まかには理解した」

「チョウクウカンツウロの異常は我々も確認しておりますからな」

　とザハール老も頷く。

　どうやら超空間通路におけるこちらとあちら、双方の世界の『距離』が刻々と変化して安定しなくなっているという事実については、エルダント側でも報告されていたらしい。

　しかし──

「しかし国体滅亡の危機と言われても正直なところ、どこまで信じて良いのか判断がつかん。チョウクウカンツウロが不安定なことがそのまま、世界を滅ぼす事態に直結するのかどうか──話を聞く限り、そちらも確たる証拠があるわけでもないのだろう？」

「それは、確かにその通りなのです……が」

　とガリウスの言葉に的まと場ばさんが困ったように言葉を濁す。

　まあ『世界と世界が衝突するかも』とか言われてもぴんとこないのは仕方ない。僕も具体的にどんなふうになるのか、想像もつかないのだ。まだ星と星がぶつかると言われた方が想像しやすい。あ。でも惑星同士の場合にはガチンコで衝突する前に、互いの重力干渉で崩壊が始まるなんて話もあるんだっけ。確か『ロッシュの限界』とかなんとか。うろ覚えだけど。

「事が事だけに、その、手遅れにならぬうちにと……取り返しがつかないことでありましょうし……」

「……陛下」

　とザハール老は玉座に座る皇こう帝てい陛下の方を向いた。

「陛下は、どうお考えになられますか」

「どうもなにも……」

　大帝国の皇帝のための座に腰掛けるにしては、小柄にも華きや奢しやにも過ぎる、その少女に。

　ちなみにペトラルカはとても分かりやすいツルペタロリ系のツンデレさんだが、そのことを迂う闊かつに口にすると首をとばされかねない。というか僕は一度、ぶん殴られた後に処刑されかけたことがあるのだけど──今はそんなことどうでもいい。

「チョウクウカンツウロについては、どういう理屈であんなものが存在するのか、我らはろくに知らん。ゆえにマトバの話が真実か偽りであるかの判断もつかん」

　と足を組み、腕を組んで玉座に座りながらペトラルカはそう言った。

「日本政府の言葉をそのまま信じるのは何かと危険かもしれん。だが……もともと我が国との交流で利益を得ようと画策しておった連中が、掌てのひらを返して逃げようというのならば、それは確かに尋常ならざる危機が迫っていることの証あかしであろう」

「御ご賢けん察さつです、陛下」

　とガリウスが頷うなずく。

　ペトラルカはそれから目を閉じてこう言った。

「永久に断交するかどうかはさておき。まずは国に帰りたいというのであれば、我らに止め立てするだけの理ことわりはあるまいよ」

「へっ……？」

　思わず間の抜けた声を漏らしたのは、僕だ。

　正直──これはちょっと意外だった。

　ペトラルカとはわりと仲良くさせてもらっている──というか、まあ、自分で言うのも何だけれど、彼女は僕のことを好きでいてくれている、らしい。少なくともそれが原因で少し前に一ひと悶もん着ちやくあった。

　だから──僕を含めて日本勢がこの神しん聖せいエルダント帝てい国こくを去ると言えば、何かいろいろ理由をこねくり回して止めると思った。止めてくれると思っていた、のだけれど。

『帰りたいのなら帰れ。止めないから（意訳）』

　あっさりとそう言われてしまった。

「あの……ペトラルカ……？」

　僕は驚き焦って声を掛ける。けれど、ペトラルカは思慮深げに目を閉じ、腕や足を組んだまま、抑揚に乏しい淡々とした口調でこう言った。

「マトバの話が本当であれば、こちらとあちら、エルダントとニッポンの間では、時間の流れすら一致せぬようになってきているのであろう？　撤収についていつを予定しているのかは知らんが──迂う闊かつにこちらにとどまれば、帰り時を失うぞ」

「それは……」

　僕は続けるべき言葉を失って黙り込む。

　ペトラルカの言う通りだ。彼女の言葉は合理的で正しい。

　けれどこんなにもあっさりと『お別れ』を了承されるとは思っていなかった。さすがに取とり縋すがって『行かないで』なんて泣かれるのを期待していたわけではないけれど──

「ペトラルカ……」

　彼女は目を閉じたまま、腕と足を組んだまま──無言。

　その可愛らしい顔も無表情だ。怒っているようにも見える。

　まさか彼女は──

「皇こう帝てい陛下の御賢察と御ご寛かん恕じよ、誠に痛み入ります」

　と僕が何か言う前に的まと場ばさんが恭うやうやしく一礼して言った。

「何もかもお言葉通り。お許しが出たところで、我々も早々に退去の手続きを行いたいと思います。資材の運搬と処分に関しては明日からすぐに。人員に関しても順次──遅くとも五日後から、と」

「いや、あの的まと場ばさん──」

　五日後からなんてあまりに急だ。

　撤収作業が最終的にどれくらい掛かるのかは知らないけど、今神しん聖せいエルダント帝てい国こくに日本人は僕を含めて百人もいないから、人の移動に五日も六日もかかるとは考えにくい。つまり十日後には僕はもう異世界にいないことになる。

　もちろん、日本政府側としては一秒でも早くこの異世界と縁を切りたいのだろうし、これでも余裕を持たせてくれているのだろうけれど。

「では行こうか、慎しん一いち君」

　と的場さんが立ち上がり、跪ひざまずいたままの僕を見下ろして促してくる。視界の端で美み埜の里りさんや光流ヒカルさんも『引き上げだ』とばかりに立ち上がるのが見えた。

　誰もこの『お別れ』に異論を唱えない。僕は途方に暮れてもう一度、ペトラルカやガリウス、ザハール老の方を見るのだけれど──

「正式な別れの挨拶はまた、一両日中に時間を作ろう」

　これ以上、話す必要はない……とでも言うかのように、ガリウスはそう言った。
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　シンイチ達が立ち去って──すぐ。

　不自然なほどの静寂が凝こごる謁見の間で、私は改めて陛下のお顔を見やった。

　ザハール老はもろもろの手続きを進めるために、シンイチ達と同様にこの場を辞しており、今ここにいるのは、私と陛下だけだ。

　陛下は玉座の上で己の膝に目を向け、まるで人形のように身動き一つなさらない──さきほどからずっと、頑かたくななまでに。

　まるで何かを、堪こらえておられるかのように。

「……陛下」

　私は彼女の脇に膝をついてそっと囁ささやいた。

「もう他の者はおりませぬゆえ、ご無理をなさる必要はないかと」

「誰が無理をしておると？」

　と陛下は──私の方を横目で睨にらみながらおっしゃった。

「無理をしておいでではないと？」

「無論じゃ」

「これは失礼を。てっきり私は、陛下がシンイチ達を引き留めたくて仕方ないのに、やせ我慢しておられるのかと勘違いをしておりました」

「…………」

　陛下は視線を再び己の膝に落として、短く溜ため息いきをおつきになった。

「正直、私はいつ陛下が『嫌じゃ嫌じゃシンイチと別れとうない』と駄だ々だをこねられるかとひやひやしておりましたが？」

「駄々をこねれば、そのチョウクウカンツウロとやらが元通りになるのならこねるがの。ジタバタ、両手両足を振り回して、床に転がって、泣きわめくがの」

　言葉に倣うかのように、ぱたぱたと足を動かしながら陛下はそうおっしゃった。

　だがその動きは──ひどく弱々しい。

「あるいは……ニッポンにお忍びで向かわねば、駄々もこねられたのかもしれんが」

　確かに陛下は以前、ニッポンへ里帰りするシンイチ達に同行されたことがある。ずいぶんと楽しい経験であったようで、日本でのあれこれは、私やザハール老も何度か──いや何度も陛下から聞かされている。

「ショウゴや、サキコや、シヅキと会ってしまったからのう」

「それは、確か……」

「彼奴きやつの御ご尊そん父ぷ、御ご母ぼ堂どう、そして妹御じゃ」

　シンイチの実家に泊まり、彼の御家族にもいろいろと良くしてもらったのだとか……そのときの話をなさる陛下は、本当に楽しげだった。

　そうだ。シンイチにも家族がいる。

　そんなことは考えずとも分かる。だがもしそれがただの言葉であったなら──実際に会って、それが自分達と同じ生きた人間、泣き笑い怒り悲しむ人間であると、実感として知らぬのならば、まだ、『家族を捨ててもこちらを選べ』と言うことにも、さしたる抵抗を覚えずに済んだかもしれない。

　しかし──

「シンイチに彼らと……家族と二度と会わぬ選択をせよと、強いることはできん。ましてシンイチは阿あ呆ほうじゃから、我が駄々をこねればそれを理由にこちらに留とどまりかねん」

「陛下──」

　そうかもしれない。

　あのカノウシンイチという男は、妙なところで情け深いというか情に脆もろい。陛下がそのお気持ちを隠さず示して泣き、乞われれば、こちら側に留まるという選択をする可能性はあると私も思う。

　ただ──

「家族なのじゃ。一緒におれるのならばおれば良い」

　呟つぶやくように陛下はそうおっしゃった。

　私は──今の私は陛下のお気持ちがよく分かる。

　ご幼少の頃に両親を失われた陛下は、家族というものをことさらに重くお考えになる。自分が駄だ々だをこねればシンイチから家族を自分が奪いかねない、だがそれは嫌だ──そんなふうにお考えになったのだろう。

「陛下──いや、ペトラルカ」

　私は少し口調を改めて言った。

「……！」

　陛下が──はじかれたように顔を上げて私の顔をご覧になる。

　彼女が即位する以前は──いや、お互いの両親が権力闘争の結果、共倒れになってしまうまでは、私とペトラルカは単なる親戚同士、親こそ違うが兄妹のような関係であった。

　だから今よりはもっとくだけたやりとりをしていた。私は彼女を普通に名前で呼んでいたし、彼女からは『ガリウス兄様』などと呼ばれていたことすらある。

　だが、ペトラルカにとって私は親の仇かたきの子であるし、私にとってもペトラルカは親の仇の子なのだ。だからお互い、今の立場に収まってからは、意識してかつての関係を忘れたし、二人だけになっても、その態度を崩しはしなかった。

　そうするべきだと私もペトラルカも考えていたのだ。

　それが皇こう帝ていの──帝国の統治者の血族として生まれた者の正しいあり方だと。いや。今もその考えは変わらない。ペトラルカは主君で私は臣下だ。あくまでも。それ以外の関係は我らの間にはない。

　しかし……

「お前は立派になったよ。見違えるように大人になった。これもシンイチ達のおかげか」

　私は苦笑を浮かべて言う。

　なんだかんだ言って、シンイチ達との交流が、陛下の成長に多大な寄与をしていたのは間違いない。私自身、彼らから学ぶことは──単にオタク文化やニホン語だけでなく──たくさんあったように思う。

「だがそんなに急いで大人になりすぎる必要はない──それでは私が少し寂しい」

「ガリウス……」

「シンイチ達をニッポンへ帰すという判断は間違っていないだろう。しかし気持ちのうえで納得せぬまま別れては、後々まで尾を引く」

　かつての私が──ツェルベリクに留学していたときの私が、そうだったように。

「時にそれはお前の心やあり方を歪ゆがめかねない。彼らとお別れをするにしても、最低限、納得できるようにいろいろと考えるべきだ」

「…………そうだな」

　ペトラルカはうつむいて言う。

　何年ぶりのことであろうか──私は皇帝の証あかしたる王冠テイアラを付けた彼女の頭を、労いたわるように己の掌てのひらで撫なでた。
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　屋敷に帰る羽車の中には重苦しい空気が満ちていた。

　乗っているのは僕と、光流ヒカルさんと、美み埜の里りさん。的まと場ばさんとは城を出たところで別れた。

「…………」

　僕は──というと、ペトラルカの態度がやっぱり引っかかったままだ。

　これはやっぱり、愛想を尽かされたってことかなあ。

　まあ美少女ゲームの主人公じゃあるまいし、ハーレムプレイがそうそう都合良くいくなんて思ってなかったし、三人もの女の子に好意を寄せられていながら、どっちつかずの態度をとっていたわけだから、嫌われようが見捨てられようが自業自得なのだけれど。

　でもつい昨日まではそんな素振りまったくなかったし。

　昨日と今日で変わったことと言えば──
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（本当に日本政府が異世界から撤収を決めたってことだけなんだよな）

　ペトラルカの僕に対する気持ちが、その事実に影響を受けた？

　でも──………………と僕が、我ながら情けないくらいにうじうじと懊おう悩のうしていると。

「陛下に引き留めてもらえなかったのが堪こたえてるみたいね」

「つくづく情けない男ですねぇ」

　などと僕を挟んで美み埜の里りさんと光流ヒカルさんが会話している。

　いやあの。本人の前で、というか本人を間に挟んでそういう会話するのやめてもらえませんかね。情けないのは本人がいちばん分かってるんですから、駄目押ししないでください。っていうかこれはいじめか。いじめなのか。ああくそ──また引きこもっちゃうぞ!?（消極的恫どう喝かつ）

「というか慎しん一いち君」

　美埜里さんは若干、呆あきれた口調で僕に言ってきた。

「君はどうするつもり？」

「え？　どうするって──」

　何をどうするというのか。

　僕が何を問われているのか分からず目を白黒させていると、さらに光流さんが聞こえよがしに大きく溜ため息いきをついて言った。

「まあオタクの常ですけど、自主性に乏しいですよね」

「なに、え、なんの話!?」

「ですから──」

　光流さんは身体を傾けて僕の顔を覗のぞき込こみながら言った。

「こちらに残るのか、残らないのか、です」

「え？　そんなこと──」

「本人さえその気になれば、できると思いますよ」

　あっさりと光流さんはそんなことを言ってきた。

　僕が美埜里さんの方に目を向けると──僕らの護衛役たる女性自衛官ＷＡＣは、苦笑を浮かべながら黙っている。ただそれだけだ。頷うなずきもしなければ肩を竦すくめることもない。立場上は肯定できないけれど、光流さんの言葉を否定もしない……ということか。

「時空の因果関係に影響が……というのならば、もう本当にいまさらでしょう。さんざん、干渉しまくった後です。厳密な因果関係の断絶はもう不可能でしょうし、いまさら、慎一さんが一人残ったところで世界がどうにかなるとも思えません」

「それは──」

　その通りかもしれない。

　今回問題になっているのは、現に超空間通路が不安定になっていること、こっちとあっちで時間の同期がとれていないということであって──だからこれ以上の不安定の原因になりそうなものをすべてなくしてしまおう、という話であって、そもそも今までの相互の干渉を遡ってすべて『なかったことにできる』わけではない。

「結局、決めるのは慎しん一いちさんだということですよ」

　光流ヒカルさんは苦笑して言った。

「祖国である日本か、この神しん聖せいエルダント帝てい国こくか……どちらに永住するか、という話です。日本政府はおそらく、多少強引にでも慎一さんを連れ戻そうとはするでしょうけど、以前の話を聞く限り、無茶はできないと考えているでしょうから、慎一さんが『こっちに残る』とはっきり言えば、強制的に連れ戻すようなことはしないと思います」

　確かに光流さんがこちらに派遣されてくる以前、日本政府は自分達の思い通りに動かない僕を暗殺、もしくは強制的に拉致して連れ戻すことを考えていたし──実際にそれをやろうとして失敗している。

　その経験があるからこそ、できるだけ穏便に、迅速に、この世界から撤退したい日本政府としては、駄だ々だをこねる僕を無理矢理連れ戻すようなことは──少なくとも自衛隊の部隊を使って、エルダント側と事を構えて強行する、なんてことはないのかもしれない。

「万が一、もし慎一さんを強引な手段を使ってでも連れ戻すと日本政府が決めた場合でも、それこそ陛下やガリウスさんに頼んで匿かくまってもらえば良いんです。何も永遠に隠れている必要はありません。政府の撤収期限まで隠れていればそれで済みます」

「でもペトラルカ達は……」

　彼女が僕に愛想を尽かしたのなら、僕がこちらに残るといっても、守ってくれそうにない。でもって僕一人で、プロの軍人──もとい自衛官の人達相手に、上手く立ち回れるとはさすがに思えない。こちらで覚えた魔法はあるにしても、荒事に関してはやっぱり僕は素人のままなのである。

　しかし──

「どれだけ鈍いんですか、貴方あなたは」

　と眉をひそめて光流さんが言う。

　何やら彼が苛いら々いらしているのは僕にも分かったけれど──

「陛下が貴方を引き留めなかったのは、貴方のことを思ってでしょうに。あの慎一さんスキスキ大好きの陛下が、二度と会えなくなると言われて、平気なわけないでしょう？」

　いや、スキスキ大好きって。

　言われてる方もめっちゃ恥ずかしいんですけど。

「でもさっき普通に『帰りたいなら帰れ』って言われたじゃん。ガリウスさんも特に何も言ってこなかったし。だからペトラルカ達からは愛想を尽かされたかなって──」

「記憶力ってものがないんですか、貴方は!?」

　とますます声をささくれ立たせて言う光流ヒカルさん。

　いや。何のこと？　記憶力？

「陛下が家族とか親子とかそういう話に敏感だって言ったのは慎しん一いちさんでしょう？」

「……あ」

　言われてみれば。

　ということは彼女──まさか僕を家族と引き離してしまわないように？　僕が日ひ和よってこっちに残るとか言い出さないように、わざとあんなふうに、まるで突き放すみたいに？

　確かにそれなら納得がいく。

「本当に自分のことには鈍いというか、自己評価が変に低いですよね、貴方あなたは」

　光流さんはまた見せつけるように長い溜ため息いきをつく。

「まあそれが慎一君の面白いところだけどねえ」

　と美み埜の里りさん。

「でも慎一君？　実際に残れるかどうかはさておき、貴方は陛下に引き留めてほしかったんでしょ？」

「それは……まあ、その、はい」

　その通りです。

　身勝手と言われればそれまでだけど──もし男女の恋愛事情とかそういうのを脇に置いたとしても、やっぱり仲良しの友人と『二度と会えない』と言われれば、引き留めたくなると思わないだろうか。少なくとも僕はペトラルカのことを友達だとは思っていたし、彼女の方からも友達だと思ってもらえていると、考えていた。

「でもそれって、他人に頼ってるってことだよね。残る残らないを決めるのに」

「え？　あ、あー…………」

　ペトラルカが残ってくれと言うから。

　ペトラルカが二度と会えないなんて嫌だと言うから。

　だから僕は残らざるを得ない──そんな言い訳を求めていなかったかと言われれば、正直、返す言葉がない。そしてそれは、美埜里さんや光流さんの言うように、決断の責任を誰かに押しつけているに過ぎなくて。

　ペトラルカと二度と会えないっていうのは嫌だ。怖い。

　ミュセルと二度と会えないっていうのは嫌だ。怖い。

　エルビアと──（以下略）

　彼女らだけじゃない。たくさんの人と僕はこの世界で知り合って仲良くなった。

　ブルークとその家族、ロイクやロミルダ、エドアルドといった学校の生徒達、ガリウスやザハールさん、ドワーフのロロンや、アマテナ、クラーラ。幼なじみに振られたことから、他人と会うのが怖くなって、他人に笑われるのが怖くって、引きこもりになっていたような僕が……この異世界で得た友達。

　彼らとお別れして二度と会えない？

　それは──辛つらい。ものすごく辛い。

　そう考えると、こっちに残る以外の選択肢なんてないようにも思える。

　けれど──

（もしこっちに残ることになったら……）

　それは日本と永遠にお別れするということだ。

　たぶん、日本にいる家族とも──父さんや母さんや紫し月づきとも、二度と会えなくなる可能性が高い。

　そして同時に、日本で生み出されるであろうもろもろのコンテンツ──オタク作品とも永遠にお別れすることになる。漫画もゲームもアニメのディスクもフィギュアも買えなくなる。僕はあの豊かな物語の泉から隔絶され、まだ見ぬさまざまな物語や登場人物達に、触れる機会を失う。

　それは辛い。途方もなく辛い。

　これから死ぬまで飯抜きと言われるようなものだ。オタクとしての僕は早々に干ひ涸からびる。

　そして僕からオタク要素を抜いてしまったら本当に何も残らない。僕はただの抜け殻になってしまうだろう。

　ならばオタクを卒業し、この異世界で第二の人生を送るのか………………？

（だけどそれって、どうなんだ？）

　家族云うん々ぬんは話がややこしくなるからこの際、脇に置くとして。

　オタクの伝道師として──良くも悪くも純粋培養された濃いオタクであることを見込まれて僕はこの世界にやってきた。この世界で受け入れてもらえた。オタクであったればこそペトラルカは僕を認めてくれたし、ミュセルは僕を慕ってくれたし、エルビアも──

　けれどももし、オタク・コンテンツがすべて絶たれた地に一人残されたとしたら。

　僕に何ができる？　僕にどんな価値が残る？

〈アミュテック〉としての後ろ盾を失ったら、僕はただの──学力も体力も何もかもが平均以下の元自宅警備員でしかない。

　いや。実を言えば、そのことは以前、日本政府に反抗するときにも考えた。

　だから僕は一度その覚悟を済ませている。済ませていたはずだ。

　けれどあのときは…………

「僕は…………」

　今ひとつ形にならない悩みが僕の頭の中をぐるぐる回る。

　僕はどうしたいのか。僕はどうするべきなのか。

　話が急だったせいか、どうにも整理がついていない。

　そして──

「──っ!?」

　がくん、と唐突に羽車が止まった。

　いきなり、何の前触れもなくだ。思わず座席から転げ落ちそうになって──もちろん、羽車にはシートベルトなんてものはない──襟首を美み埜の里りさんに摑つかんでもらい、なんとか僕は事なきを得た。

「な、何です？」

「何かしらね」

　と美埜里さんは僕と光流ヒカルさんに座っているように手振りで指示し、自分は腰を浮かして御者台と客室の間をつなぐ窓を開く。

「どうかしたんですか？」

「あ、いや、突然、人が飛び出してきて──」

　と御者が困惑混じりで言うのが聞こえる。

　どうやら人を轢ひきそうになって、急停止したらしい。

　この様子だと、事故にはならなかったようなのだけど──

「すまねえが、そこのお前」

　突然、どこか聞き覚えのある声が聞こえてきた。

　その飛び出した人ってのが、御者に話しかけているらしい。

「この辺りにシンイチ・カノウって奴やつの家があると思うんだが、教えてくれねえか」

「これって──」

　僕は光流さんと顔を見合わせる。

「〈竜の巣〉の……？」

　僕は慌てて客室の扉を開くと、顔を出して外を見る。

　するとそこには──

「テレジアさん!?」

「お？　おお、シンイチ・カノウ！　お前が乗ってたのか！　こりゃ手間が省けたぜ！」

　とやたら野放図な感じで笑うのは──その言葉とは裏腹に、非常に綺き麗れいな少女だった。

　なにやら丈の長い、外がい套とうみたいなものに身を包んでいるけれど、よく見れば足下はタイツみたいな身体の線がぴったり浮き出る衣装に包まれているだけで、靴も履いていない。

　テレジア・ビグロウ。

　バハイラムの軍事施設──というか、バハイラムが発掘した遺跡に眠っていた人造人間だ。正確には生きた人間の人格を丸ごと精密な義体アバターへ複写コピーした存在で、どちらかといえば改造人間サイボーグに近いようなのだけれど。

　僕達にこの世界が実は、異世界ではなく未来世界なのだと教えてくれた人でもある。

　でも──

「なんでまた、こんなところに？」

　彼女は確か、旧文明遺跡の守り人として、バハイラムにいたはずなのだけれど。

「ああ。それなんだがな」

　テレジアはなぜか、少し決まり悪そうに頰ほおをかきながら言った。

「ちっと困ったことがあってよ。相談に乗ってほしいんだよ」
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　以前、何かの本で読んだのだけれど──

　言葉というのは生き物で、常に細かく変動を続けているものなのだそうだ。もともとは誤用で始まった言葉が、歳月を経て誤用でなくなるなんて話もよく聞くし、逆に死語として使われなくなっていく言葉というのもたくさんある。

　つまり、言葉というものは、日々変化を続けているため、昨日と今日では大差がなくても、十年二十年、あるいは百年二百年という単位で見てみると、まるで別物に変わってしまっている──なんてこともあるわけで。

　たとえば、僕らはテレビだの映画だので、当たり前のように時代劇を見ていたから、戦国時代や江戸時代でも、今とほとんど変わらない言葉をしゃべっていたように錯覚しがちなのだけれど……あれは、いわば洋画の吹き替えみたいなもので、一説には江戸時代の人間の言葉は、そのまま聞くと今の人間にはちんぷんかんぷんの外国語に等しいのだとか。

　浦島太郎はもちろんだけど、ＳＦでもファンタジーでも童話でも、主人公が百年、あるいは二百年後の未来に飛ばされて困惑するなんて話は珍しくないけれど──よく考えてみれば『困惑する』どころではなくて、実際にはその時代の人と言葉も通じないまま、『今現在が、何年何月何日なのか』すら分からず、右往左往しなくちゃならないのではないか。

　そう考えると……コールドスリープなのか、時間跳躍なのか、あるいは別の何かなのかはともかく、何百、何千といった単位の年数を飛び越えてきた人は、たぶん、尋常でない苦労をせねばならないことになる。

　で──テレジアが今まさに、そんな状態であるらしかった。

「今の世界がどうなってんのか、ある程度まではお前から聞いていたけどよ」

　場所は僕達の屋敷の居間。

　テレジアはミュセルの出してくれたお茶を飲みながら、わざわざバハイラムからここまでやってきた理由を語っていた。彼女の話を聞いているのは、僕、そして同席しているのは美み埜の里りさん、光流ヒカルさんだ。ミュセルはお茶を出してくれた後は、夕食の準備があるからと居間から出ていった。

　でもって──

「とりあえず施設を最低限の機能だけ残して封鎖してから、いざこれからどうするべきかって考えると──途方に暮れちまってなぁ」

「途方に暮れるって──」

「何しろ俺は軍人だからな。しかも事実上は、軍の所有物っていうか、備品っていうか、そういう扱いだ」

　もともと軍事施設の管理者に──管理機構の一部に任じられていたテレジアは、政治的駆け引きと頻発するテロの影響で、施設ごと『休眠スリープ』状態に置かれたらしい。当初は一時的な処置──数年で再起動をさせるつもりだと聞かされていたのだけれど、いざ、目が覚めてみると数年どころか数千年、あるいは数万年が経過していたわけで。

「もともと命令通り動いてなんぼの立場だからな。何をするにしても好き勝手に動き回るわけにもいかねえっていうか──もう軍はありません、好きにしてくださいなんて言われても、困っちまうわけだ」

「はあ……」

　なんだかまるで定年退職後にやることがなくて困る無趣味な仕事人間、みたいなことを言い出した。好きにすればいいと思うんだけどなあ。

　まあ……寝て起きたらとんでもなく寝過ごしてしまい、世界がまるっと変わってたわけで、困惑したり心細く思ったりするのは当然だろうけども。

「でまあ、俺はもちろん、あの施設のことも含め、身の振り方を決めるのに、世界がどうなってるのかも知りたいと思ったわけだが……どうにもいろいろと面倒でな」

　言語解析の結果、この時代の人間とも最低限の意思疎通はできるらしいのだけれど……どうも頼りない感じがするんだとか。同じ言葉でも微妙に受け取り方が違うとかそんな感じらしい。前述のように言葉は生き物だし、文化的な、慣習的な背景を理解して使わないと、同じ単語でもまったく逆の意味に使われたりするから、双方に『異言語の相手と会話する』という心構えがないと、ややこしいことになりかねない。

　しかも……せっかく〈竜の巣〉を封鎖してバハイラムに利用されないようにしたのだから、あの国の人達といまさら接触するわけにはいかない。そもそもテレジアは、バハイラムの人達から大切な第三王都の遺跡を奪った『敵』認定されているであろうから、意思疎通を図って情報収集するどころか、出会い頭に戦闘へ突入しかねないわけで。

　そこで彼女が思い出したのが、僕達──らしい。

　かつて自分が所属していた世界と、多少は時代がずれるものの、常識的な部分で共通する点が多い者達。

「そういうわけで、とりあえず施設の維持と防衛はＢＯＵどもに任せて、お前の後を追ってみたってわけだ」

「なるほど……でも」

　僕は美み埜の里りさんや光流ヒカルさんと目め配くばせしてから改めてテレジアに向き直った。

「わざわざ僕達を頼ってきてくれたところを悪いのだけど──あんまり力にはなれそうもないんだよね」

「うん？　なんだよそれ？」

　とテレジアは不満そうに顔をしかめる。

「か弱い美少女が頼ってきたってーのに、無視すんのか？」

「誰がか弱い美少女ですか」

　と呆あきれたように言う光流さん。

　テレジアの義体アバターが軍用で、丸腰でも普通の人間の何倍もの戦闘能力を持っているということは、同じ義体使いの光流さんはもちろん、僕や美埜里さんも知っている。

　というかそれ以前に確か、テレジアの人格データの元になった女性軍人って確か、けっこうな歳だったはずで、そういう意味でも『少女』とか言っちゃうのは無理がある気がするけど、迂う闊かつに指摘したら怒られそうなので黙っておく。

「いや、協力したいのはやまやまなんだけどね、僕ら、なんていうか、今、非常に微妙というか……ここから立ち去らないといけないんだよ」

　まあ僕は去るか残るかまだ決めかねているのだけれど、それはさておき。

「どういう意味だ？」

「……ええと。話しちゃってもいいよね？」

　と美埜里さんと光流さんに確認をとってみる。

　二人が頷うなずくのを見てから──僕は、大おお雑ざつ把ぱにではあるけれど、超空間通路のこと、それが不安定であること、もろもろの危険をできるだけ小さくするために、この『異世界』から撤退するよう求められていることなどを、話した。

　テレジアは、最初こそ少し驚いたみたいだけど……余計な口を挟むこともなく、むしろかなり神妙な様子で僕の話を聞いてくれた。

　そして──

「なるほど、そりゃ合点がいったな」

　彼女は納得の表情で頷いた。

「え？　合点がいったって──」

「いや、あの後──反応炉をいったんスリープモードにした後、周辺機器の記ロ録グを細かく調べてみたんだがな。どうにもエネルギーがよく分からん形で消えてたんだよ」

　とテレジアは言い出した。

　ここで彼女が言う反応炉とは、対つい消しよう滅めつ反応炉のことだ。反物質を使って膨大な熱量を作り出せる、究極のエネルギー発生装置。バハイラムの人達が迂う闊かつに弄いじっちゃった結果、暴走して大陸を丸ごと吹っ飛ばしかねない状態になっていたので、僕らが必死に止めた代物である。正確には停止させたのではなくて……そもそも完全停止は機構的にできないので、最低限のエネルギー発生量に抑え込んだだけらしいけど。

「消えてたって……余剰のエネルギーって地震で放出されてたんじゃないの？」

　バハイラムはもちろん、おかげでこのエルダントでも何度も地震が起こって大変なことになっていたようだ。地震なんて日常茶飯事──とまでは言わないけど、普通に生きてれば何度か経験するのが当然の日本人と違って、こっちでは『地面が動く』だけでも大騒ぎだったらしい。当然、建物も耐震性なんて考えていないだろうし。

　ともあれ……

「そうなんだが、改めて計算してみても地震じゃ消費しきれてないんだよ」

　とんでもないことをテレジアは言い出した。

　地震で消費しきれてない？　天変地異でも消費しきれないエネルギーって、どんだけだよ。

「バハイラムって国の奴やつらが反応炉の操作系を弄ったのはかなり前らしくてな。施設の記ロ録グを見る限り、五年以上前だ。その間、もし反応炉が稼働し続けていたとしたら、施設維持に消費されるだけじゃ、もっと早くに限界が来てたはずなんだよ」

「ああ……なるほど」

　もともとは軍事施設丸ごとを、フル稼働させるだけの出力を求められて作られた代物だろうし……僕らはＢＯＵの生産施設についてしか知らないけど、どうも、テレジアのいた施設は一緒に各種実験を行う施設も付随していたらしくて、かなりの量のエネルギーを当たり前のように消費してたんだとか。

　具体的には暴走すると大陸が吹っ飛ぶような反応炉でないと、とうてい、まかないきれないくらいに。というか──よくそんな代物、地上で運営しようと思ったよなあ。当時の人達は何を考えてたんだか。

　でも僕らの時代にも原子炉とかあるしなぁ。ああいうのも本来は宇宙空間で運営維持すりゃいいと思うんだよね。まあ──そもそも宇宙空間に原子力発電所を作ったり、そこから地上に送電する方法を確立できるだけの技術力が、二十一世紀の日本にはまだないのだけれど。

「偶然か何かで、どこかに蓄積でもされてたのかとも思ったんだが……どうも実験区画の方に流れ込んでたらしくてな。地殻変動で区画ごと潰れたかと思っていたんだが、送電路自体はまだ繫つながってたらしい。エネルギーが消費されてることを思えば、機材の幾つかはまだ動いているんだろう」

「実験区画？」

「いろいろやってたはずだがな。そういえば、次世代のステルス技術を……時空間操作を研究してた部署もあったはずなんだよな」

「……へ!?」

　時空間操作。

　それって──まさか。

「おそらくだが、お前達の言う超空間通路ってのは、うちの反応炉の暴走で出たエネルギーが休眠サスペンド状態だったその種の機材を稼働させて──あるいはろくに制御も調整もないまま暴走させて、時空間に穴を開けちまった結果じゃないかと思うんだよ」

「なんで、たかが透明化ステルス技術で時空間とか──って」

　そこで僕は思い出した。

『フィラデルフィア計画』もしくは『フィラデルフィア実験エクスペリメント』──アメリカのペンシルベニア州フィラデルフィア沖合で一九四三年に行われたという、海軍のステルス実験、正式名称『レインボー・プロジェクト』のことを。

　わりと有名な都市伝説だ。

　宇宙人の死体があるという噂うわさの『エリア51』とか、ナチスが円盤型飛行機を実用化してたとか、軍事機密に絡むこの種の噂話はわりと多い。

　で……この『フィラデルフィア計画』は、何がどう都市伝説かというと。

　本来この実験は、高周波・高電圧のテスラコイルを用い、『レーダーから軍艦を一隻見えなくする』だけのはずが、レーダーどころか、軍艦の存在そのものが消きえ失うせてしまい、一時的ながら、何千キロも離れた別の地域にまで瞬間移動してしまったと言われているからだ。

　この都市伝説を元ネタに、『フィラデルフィア・エクスペリメ●ト』なる映画も作られ、この映画の中では駆逐艦が時空の狭はざ間まに飛ばされ、乗員の二人が何十年もの時間を飛び越えて世紀末のアメリカに出現する描写があった。

　そもそも……究極のステルス技術、レーダーに発見されない技術を追求すれば、確かに『物理的存在を消す』『通常の空間とは異なる領域に潜む』ことになる。アニメなんかではお馴な染じみの『亜空間に潜る』とかそういう奴やつだ。でもってテレジアのいた軍ではそうした技術を大真面目に研究していたらしい。

「その超空間通路とやらが不安定なのも、当然だな。その穴を維持していたエネルギー供給を絶っちまったわけだから」

　と自分の首をかききるように掌てのひらを首の前で左右させるテレジア。

「物理学だの何だのは専門外だから、詳しいことは言えねえが、さすがにデスクライトのスイッチを切るみたいに、その超空間通路が、いきなり、ぱちんと消えちまうことはないだろう。ものが時間や空間に作用するだけに、ある種の緩衝性は働くだろうしな。だが──このままなら最終的に超空間通路が消滅するのは間違いねえよ」

「…………」

　僕達は顔を見合わせる。

　撤退云うん々ぬんはともかくとして、未来と過去がぶつかって双方が崩壊する──なんて最悪のパターンは回避されるらしい。それは喜ばしいのだろう。

　けれど──

「だがその前にどんな現象が起こるのかは、想像もつかねえな」

　天井を仰いでテレジアが嘆息する。

「単に超空間通路が萎しぼんで消えるだけならいいがよ……不安定になった結果、時空のブレというか痙けい攣れんというか、そういうのが起こる可能性はあるんだ。無作為ランダムに時空間をつなげちまうとかな。でもってそれが深海とか溶岩の中、宇宙空間とかに繫つながった場合──」

「──！」

　僕らは揃そろって息を吞のんだ。

　たとえばマリアナ海溝の底に繫がった場合。

　超空間通路からは千気圧を超える圧力で加圧された水が吹き出ることになる。たぶん、城壁も軽々ぶち抜くような勢いの、まさしく鉄砲水が。当然、そこに人間がいれば、洪水云々の前に、砲弾並みの威力を持った水流を食らってその地域ごと全滅しかねない。

　宇宙空間に繫がった場合はその逆だ。

　おそらく何もかもが真空である向こう側に吸い込まれる。当たり前だけど生身で宇宙空間に放り出されたら、五分と生きてはいられない。

　いや、完全な真空でないとしても、成層圏辺りに放り出されたら、人間なんて、すぐに凍死してしまう。確か急激に四度か五度、体温が下がるだけで人間は昏こん睡すい状態に陥るとか……

　そういえば前に日本とエルダントの間で魔力偏差が生じたときも、結構、大事になっていたけれど……

「深海か、成層圏か、あるいは溶岩が対流するマントル層か……いずれに超空間通路が繫がっても大惨事は間違いないですね。下手をすれば世界が滅びます」

　と──それまで黙って聞いていた光流ヒカルさんが表情を強こわばらせて言った。

　美み埜の里りさんもしかめ面で唸うなっている。

　いろいろと分からないこと尽くしで、曖昧に過ぎる話なのだけれど……だからといって笑って無視するには想定される事態があまりにも深刻すぎる。

「だよな。さて──どうしたもんか」

「…………」

　腕を組んで唸うなるテレジアを前に──僕らはただただ絶句しているしかなかった。
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　とりあえずテレジアには夕食の後、予備の客室に泊まってもらうことになった。

　あの人造人間の身体──義体アバターは、人間の肉体よりも強きよう靱じんなうえにナノマシンの集合体なので自己修復も利くとかで、野宿もへっちゃら、だそうだけどさすがに『はいそうですか、それじゃ』と屋敷の外に出てもらうわけにもいかない。

　そして──

「はー……」

　自分の執務室に戻った僕は、机に座りながら、深々と溜ため息いきをついた。

　本当──どうしたものやら。

　日本に帰るか否かの問題も悩ましいけれど、超空間通路がいきなり変な場所に繫つながって大災害を起こす可能性まであるって話まで出てきて、いても立ってもいられないというか、不安とか焦燥とか、そういう感情がとめどもなく湧いてくる。

　こんなのどうしろと……？

　なんだかんだ言っても僕は、ただの元自宅警備員だ。

　世界を救うヒーローでもないし、超能力なんぞも持っていない。精々、オタク知識が豊富なだけで物理的にはその辺の十代と大差ない──というか肉体能力に関しては平均以下だろうし。

　的まと場ばさんやペトラルカ達に報しらせるかどうかも迷った。

　美み埜の里りさんは立場上、僕の屋敷で起きた出来事には報告義務があるだろうから、的場さんにはおそらくすでに連絡が行っている可能性が高い。ただ日本政府はテレジアの話を真に受けたとしても、精々が撤収の期日を早めるくらいで、何もしないだろう。何もできないといった方が正しいかも。

　何しろ相手は時間と空間だ。

　つかみ所がまるでないというか……二十一世紀初頭の日本の技術ではろくに干渉もできない。かといってそもそもの原因である新型ステルス技術の実験装置を掘り出して破壊するわけにもいかないだろう。エルダント領内ならともかく、直接の国交のないバハイラムに日本の人間が直接出向いて発掘作業なんてやるわけにもいかないし。それにどうせエネルギーを絶たれて近々停止するのであれば、いまさらそんなややこしいことをしてもあんまり意味がない。

　ペトラルカ達に報せるにしても──大災害がいつ、どこで起きるか分からないのであれば、無意味に怖がらせるだけでやっぱり意味がない。事前に防ぐ方法があるならともかく、ないなら本当にどうしようもないわけで。

「うーん…………」

　もちろん、結局は何も起きなかった──単にひっそりと超空間通路が消えるだけ、なんてことも有り得るわけで、悩んだだけ無駄だった、って可能性もある。

「むしろそうあってほしいんだけど……」

　それなら単に僕が異世界側に永住をするか、日本に戻るか、その決断をするだけで済む。もちろんそれは大災害なんかに比べると規模の小さな話、というだけで……僕にとってはやっぱりすぐには結論の出せない問題なのだけれども。

　あっちの世界か。こっちの世界か。

　家族か。それともこちらの世界の友人達か。

　酷な二者択一である。

　なんとか優先順位をつけたとしても、同時に『オタクとしてさまざまな作品が溢あふれる日本という環境』をとるか『貴族に準じた立場を与えてくれる神しん聖せいエルダント帝てい国こくという環境』をとるかの二者択一でもあるわけで。

　日本に戻れば僕は本当にただのオタクで、元自宅警備員、ただの高校中退だ。

　エルダントにいれば僕は貴族のような扱いで悠々自適である。

　いや、しかしそれも──日本との繫つながりを失えばどうなるか。

　本当に難しい。

　光流ヒカルさん達曰いわく『絵に描いたような優柔不断』で『へたれ』な僕には、とてもすぐにどちらかを選ぶことはできないのだった。

「そういえば──」

　かくいう光流さんはどうするつもりなのだろう？

　彼は彼で、僕と同じかそれ以上にこっちの世界に馴な染じんでいたようだし、生徒達ともわりと仲良くやってくれているようだ。多少なりとも情は湧いているだろうし、離れがたく感じている部分があってもおかしくない。

　もっともそんな様子をおくびにも出さないのが、彼らしいといえばらしいのだけど。

「…………」

　本当に僕はどうするべきだろう？

　僕はどうしたいのだろう？

　そんなふうに僕が気け怠だるい無力感と懊おう悩のうを抱えて唸うなっていると──

「──旦那様」

　扉を叩たたく音と共に、ミュセルの声がした。

「あの、お茶をお持ちしました……」

「ああ、ありがとう、入って」

　と僕が言うと、いつも通りに茶器一式とお茶請けの焼き菓子を幾つか、手押しのワゴンに載せて彼女は執務室に入ってきた。

　これまたいつも通りの手慣れた仕草で、僕の執務机に茶器と、お茶請けの皿を置いていくミュセル。ちょっとドジっ子なところのあるミュセルだけれど、そういえばお茶や料理関連で彼女が失敗したのを見たことがない。飲食関係だと集中力が高まったりするのだろうか。

　ただ──

「……？」

　かちかちとポットとカップが触れあって音を立てている。

　どうやらミュセルの手が小さく──本当に小さくだけど震えているらしい。今までこんなことはほとんどなかったのだけれど。

「ミュセル？」

「あ、は、はい」

　と声を掛けると、僕の方を向いて──

「うわちゃっ!?」

「あ、も、申し訳ございません!?」

　お茶を注ぎながら身体ごと僕の方を向いたものだから、ポットに入っていた熱々の紅茶が執務机の上にこぼれ、それがさらにこぼれて、僕の膝にかかったのだ。

　膝というか太ももというかその内側というか。

　いろいろな意味で危険な領域で──

「シンイチ様……！」

　慌ててミュセルは机を回り込んで僕の脇に跪ひざまずくと、お茶のかかった太ももの辺りを拭こうとするのだけれど──まあその、彼女は動揺しているのでまったく気づいてないんだろうけど、こう、椅子に座る僕の膝の間に、膝立ちの彼女が上半身を屈かがみ込こませて割り込ませているこの体勢というのは、何というか、まあ、その、まるで──（以下自粛）

「いや、ちょっ……そ、そこは、あの、あのね？」

　とっても微妙なところだから。

　女の子の手が迂う闊かつに触れちゃうとこう、なんというか、その、とてもデンジャラスな状態になりかねないっていうか。いや、確かに熱い、熱いんだけどね？　こぼれたお茶で火傷やけどしそうなんだけどね？　今ズボンを脱がされるのはちょっと──

「申し訳ございません！　本当に申し訳ございません、シンイチ様……！」

　泣きそうな表情でそう言いながら僕のズボンを摑つかんで、躊ちゆう躇ちよなく脱がそうとするミュセル。でもって恥ずかしいやら熱いやらで混乱しつつも、ズボンをとられまいと押さえる僕。

　ああもう、何やってんだか。

　しばらく僕とミュセルは、そうやってズボンを摑つかんでお互いに引っ張りっこしていたのだけれど、どうにもらちがあかなくて。

「──だ、大丈夫だから！　大丈夫だから離して!?」

　僕は大声でそう叫んでいた。

「は、はいっ!?」

　びくりと身を震わせると、弾かれたように僕から身を離すミュセル。

　怒られたのかと思ったのか、彼女は床に跪ひざまずいたまま、俯うつむいて震え始めた。

　あー…………まずい。

「本当に……申し訳……ございません……こんな粗相を…………私……」

　深々と頭を下げてくるミュセル。そのまま身体を二つに折って土下座しそうな勢いだ。

　完全に萎縮しちゃってる。ここで僕が『怒ってない』と言っても真面目な彼女は自分を責めるだろう。良くも悪くもそういう子だ。

　何度も『怒ってない』『気にするな』と繰り返して諭すよりも、さっさと話を逸そらしてしまった方が手っ取り早い。

「いやまあ、粗相っちゃ粗相だけど」

　僕は軽い口調でそう言った。

「ミュセルが炊事や給仕で失敗するなんて、珍しいね。レアケースだ。ＳＲ、いやＳＳＲだ。ガチャを回しまくってもめったに出会えないお宝場面と言ってもいい。ドジっ子のバリエーションが充実したと、ここはむしろ喜ぶべきだね。フルコンプまで頑張るよ僕ぁ！」

「は……はぁ……？」

　目を瞬しばたたかせて首を傾かしげるミュセル。

　よし。僕は上手く誘導できそうなのに気を良くして言葉を続けた。

「本当に珍しいこともあるもんだ。何か心──」

　心配事でも？　と言いそうになって、僕は口をつぐんだ。

　だが遅い。しまった。とちった。

「…………」

　とたん、ミュセルの表情が曇る。

　僕の馬鹿。何が『何か心配事でも？』だよ。

　改めて問うまでもないだろう。僕の帰国問題だ。

　もちろん、ペトラルカのところに行ったり、テレジアがやってきたりで、今日一日はドタバタしていて、彼女に細かく話したわけではない──というかとても話せなかったのだけど。でも最初の、的まと場ばさんと僕らの会話を、断片的とはいえ彼女も聞いていた。

　だから大まかにでも事情は把握しているだろう。

　あるいは……仕事に絡んで、ペトラルカの方からも何か話があった可能性がある。もし僕らが撤収して〈アミュテック〉がなくなってしまえば、彼女はお役御免──解雇されることになるからだ。ミュセルは僕らの屋敷で働いてくれているメイドさんなのだけれど、彼女の雇い主は本来、神しん聖せいエルダント帝てい国こくであり、ペトラルカなのだ。

　とにかくミュセルは、僕らがもうすぐいなくなる、という話を知っている。

　でもって……

「シンイチ様…………」

　消え入りそうな声で僕の名を呼ぶミュセル。

　彼女は驚くべきことに、ペトラルカ同様、僕のことを慕ってくれているらしい。

　しかも美み埜の里りさんに言わせると、ヤンデレ風味になって無茶をしちゃうくらいに──僕のためなら死地に飛び込むことにすら、何の疑問も感じないくらいに僕のことを好いてくれているのだとか。

　もともとミュセルの容姿は、僕の好みドストライクで、性格も良いし、本当に可愛い。

　だから僕としては──とても、彼女の気持ちはとても嬉うれしい。こんな駄目オタクを好きになってくれるなんて、なんとありがたいのだろうと思う。自主的に三遍回ってワンと言ってから五体投地の状態で彼女を拝みたくなるくらいに嬉しい。

　だからこそ……こんなに動揺している彼女を見るのは辛つらい。

　本当に、僕の方こそ、申し訳なくてたまらないのだ。

　だから──

「あ、あの、ミュセル？」

「はい、シンイチ様」

　僕の前に跪ひざまずいたミュセルは、若干、潤んだような──今にも泣きだしそうな瞳でこちらを見つめてくる。うわ。そんな目で見られたら、僕としては、激げき萌もえ……じゃなくて、罪悪感に苛さいなまれて、その場で無意味に──三遍と言わず、わんわん言いながら延々とくるくる回転しそうになってしまう。

「えっと……その……」

　言葉が出てこずにそこで黙り込んでしまう僕。

　我ながら非常に情けない。

　でも何を言えばいいのか。何を言ってあげられるのか。もう全然わからない。

　そのまま僕とミュセルの間には、なんとも重苦しい沈黙がわだかまってしまう。迂う闊かつな一言がより空気を気まずいものに変えるとお互いに分かっているからだ。

　しかし……

「あ、あの、シンイチ様……」

「あ、はい、なんでしょう」

　思わず背筋を伸ばしてそう応じる僕。

「今朝のマトバ様のお話……シンイチ様はニッポンにお戻りになるんです……よね？」

「あ、う、うん」

　カクカクと出来損ないの人形みたいに頷うなずく僕。

「そうしろって的まと場ばさんが言ってるけ……ど……」

　ああ。駄目だ。この期に及んで僕は『的場さんのせい』にしようとしちゃってる。

　いや、それ以前に──

「お戻りになって……」

　ミュセルはそこで目を伏せた。

　まるで何かに耐えかねてうなだれるかのように。

「もう……戻っては……こられないのですか…………？」

「…………」

　うん。そうだね。

　あっさりそう言えたらあるいは楽になれたのかもしれないけれど。

「私……私は……私も……ニッポン……に……」

　そこでミュセルの言葉は途切れた。

　言いたくても言えない。そんな感じで。

　そういえば、ミュセルは以前、言っていた。

　もし僕が日本に戻るときが来たら、自分も一緒に連れていってほしい──と。

　実際、一度日本に帰ったときには、ミュセルも一緒に連れていった。エルビアもだ。ペトラルカもこっそりついてきた。あのときは──あのときもいろいろあって大変だったけど、すごく楽しかった。

　ミュセル達も楽しんでくれていたはずだ。

　そういえばうちの母がミュセルに『嫁に来る気はないか』なんて聞いていたけれど。

（ということは、そういう選択肢もあるのか？）

　日本に帰るけれどミュセル達も連れていくという第三の選択。

　さすがに皇こう帝てい陛下であるペトラルカを連れていくなんてのは無理だろうけれど……ミュセルやエルビアなら…………？

（いや、駄目だ）

　僕は慌てて首を振った。

　そんな選択肢はあり得ない。

　まず的場さん達はそれを許さない。

　日本政府の思惑は、あくまでこっちとあっちの関係をきれいさっぱり清算して、繫つながりを断つことだ。ミュセルに限らず、こっちの世界の人間を連れて戻ることなんて絶対に許さないだろう。

　仮に、万が一に、それが許されたとしても……その場合、今度はミュセルの身の安全を確保できない。エルビアも同様だ。

　ミュセルは──彼女に限らず、こっちの世界のいわゆる亜人種は、テレジアによれば、遺伝子操作の結果として作り上げられた存在だ。

　いまだ遺伝子工学は黎れい明めい期きともいうべき二十一世紀に連れて戻ったら、それこそ、人体実験のサンプルとして弄いじくり回されかねない。いや。間違いなくそうなる。もちろん──その結果として得られるもろもろを独占するために、秘密裏に。

　しかもミュセル達はあっちの世界において戸籍も住民登録もない。

　言ってみれば、書類上はもともと存在していない人間だ。

　ならば人道的配慮など期待する方がおかしい。死ぬまで人体実験の繰り返しだ。僕と一緒に暮らすどころの話じゃない。

　ミュセル達を僕が守る？

　いや。それも無理だ。

　以前──僕が日本政府に逆らってみせることができたのは、あくまでここが異世界で、なおかつ神しん聖せいエルダント帝てい国こくという国家の後ろ盾があってのことだ。単なる元自宅警備員の駄目オタクが、国家組織を相手にしてミュセルやエルビアを何年も、何十年も守りきれるかと言われれば──どう考えても無理ゲーだ。おそらく開始早々に詰む。

　そして何よりも……

「駄目……ですよね……」

　僕が黙ったまま悶もん々もんとしているのを、どう受け止めたのか──ミュセルは目を伏せたまま呟つぶやくように言った。

「私……ごめんなさい、恥ずかしいです……ずっとおそばに……一緒にニッポンに連れていってもらえるんじゃないかって……厚かましいことを……」

「いやそうじゃなくて！」

　僕は椅子から降りてミュセルの前に同じく膝立ちになる。

　驚いて顔を上げた彼女に僕は首を振りながら言った。

「そうじゃないんだ、そうじゃない、連れていけるものなら連れて帰りたいよ、本当だよ、厚かましいなんてことあるもんか！　本当は僕が『一緒に来てくださいお願いします』って言うべきなんだ」

「シンイチ様──」

　潤んだ目を瞬しばたたかせるミュセル。

　それで溢あふれ出でた滴が彼女の白い頰ほおを滑り落ちていく。彼女の顔を覆う戸惑いの色に、喜びのそれがゆっくりと混じっていくのも分かった。

　でも──僕は。

「でもミュセル、ファルメルさんはどうするの？」

「…………！」

　ミュセルが息を吞のむのが分かった。

　ミュセルにはこっちに母親がいる。何年も別れたまま……でもようやく再会できた実の母ファルメル・フォグロンさん。日本に彼女を連れ帰れば、ミュセルとファルメルさんを永遠に引き裂くことになる。エルビアにしてもアマテナやジジレアといった姉達や、ご両親とも離ればなれになってしまう。僕が彼女らと別れたくないからと、日本に連れ帰るのは──自分の不都合を他人に肩代わりさせているだけだ。

「せっかく、会えたお母さんでしょ？」

「それは……」

「ミュセルは子供の頃にお母さんと離ればなれになってるんでしょ？　だったらこれからじゃんか、親子の時間をとり戻すのは。ファルメルさんが迎えに来たとき、ミュセルは僕の側そばに残ってくれたけど──あれは、お互いに会いに行こうと思えば会いに行けると分かっていたからであって。今回とは違うよね？」

「シンイチ様──」

「家族と二度と会えなくなるけど、僕と一緒に来てほしい……なんて、そんなワガママ、言えないよ」

　ミュセルを日本に連れては行けない。

　ミュセルに母親を棄すてさせるわけにはいかない。

　だからやはり──僕が誰かを選んで誰かを選ばないという、決断をせねばならない。

「ミュセルとさよならしなくて済む方法はたぶん、一つしかなくて……」

「……シンイチ様」

　何度も何度も目を瞬しばたたかせ、頰ほおを伝う涙を手の甲で拭って、それからミュセルは言った。

「陛下も……同じお気持ちだったのですね……」

「──え？」

「わ……私…………私は──…………」

　おずおずと手が伸ばされ、僕の胸にそっと添えられる。

　本当は抱き付きたくても、遠慮が先に立ってしまって、できることと言えば精々がこれくらい──ミュセルはそういう子だ。本当は僕の方が手を伸ばして彼女を抱きしめてあげるべきなんだろうけれど、僕は僕で『彼女いない歴＝年齢』の駄目オタクなので、どうにも躊ちゆう躇ちよしてしまうのである。

「…………私は……馬鹿ですから…………」

　やがてミュセルは僕のズボンを摑つかんだまま、絞り出すような口調で言った。

「陛下のように……正しいことを……言えない馬鹿ですから……だから…………」

「ミュセル？」

　ペトラルカがどうしたって？

「つい……自分勝手なことを……シンイチ様に……言ってしまいそうで…………」

「それって」

　やはりミュセルは、ペトラルカから何らかの形で僕らの撤収を──神しん聖せいエルダント城でのやりとりについて報されていたのだろう。

　ミュセルは、ペトラルカが僕を引き留めなかったことを、知っている。あの可愛くてわがままな皇こう帝てい陛下が、僕に『こちらに残れ』と言わなかったことを、知っている。

　でもってペトラルカがどうして僕を引き留めなかったのか──何故、自分の気持ちを押し殺して慰留の言葉を口にしなかったのか、改めてミュセルにそれを気づかせたのは、僕だった。

「でも僕は──」

　光流ヒカルさんらに責任転嫁だと言われたけれど。

　それでも──なお、僕はミュセルには、ミュセルにだけは、『こちらに残ってくれ』と言ってほしかった。

　この異世界に来て初めて出会った人。僕にとって彼女は、こちらの世界を象徴する人物であり──駄目オタクで元引きこもりの僕を、彼女が受け入れてくれたからこそ、日本政府とゴタゴタしたときにも見栄を張って頑張れたのだ。

　だから彼女がそう言ってくれるなら。

　日本という後ろ盾を失って、ただのオタク、いや元オタクになってしまう僕を、それでも必要だと彼女が言ってくれるなら、僕は──

「……駄目です……言っては駄目なんです」

　ミュセルは首を振った。

「家族と二度と会えなくなるけど、私と一緒にいてほしい……なんて、そんなワガママ、言えません……」

　泣き笑いのような表情を浮かべるミュセルから、ほんの一分ばかり前に僕が口にしたのとほぼ同じ台詞せりふが返ってきた。

　そうだ。そうなってしまうのだ。

　ペトラルカだけじゃない。

　ミュセルもまた、幼い時分、親の愛情を十分に得られないまま成長せざるを得なかった。ペトラルカと違って彼女は親と死別したわけではないから、多少、これからその欠落を埋めることはできるとしても──いや、だからこそ、『二度と家族と会えなくなる』ことの怖さを彼女はよく理解しているのだ。

　会わないのではなく会えない。どれだけ会いたくなってもどうにもならない。

　それは死別と大差ないだろう。

　そうしたことを理解しているから、ミュセルも僕を引き留める言葉を口にできない。

　家族より私を選んでくれ、と言えない。喉まで出かかっていても、相手のことを思って最後に飲み込んでしまう。

　ミュセルはそういう子だ。そしてペトラルカも。

　本当に、僕なんかにはもったいないくらいの女の子達だ。

「ミュセル……」

　ええい、この期に及んで躊躇ためらうな──僕！

　自分自身を[image: ]しつ咤たしつつ、僕はミュセルの両肩に手を掛ける。一気に抱きしめるほどの勇気はなかったのだけれど──少し驚いたような表情で彼女は僕を見つめてきた。

「シンイチ様……」

　うああああ。すげえ可愛いッ……涙をためて戸惑うミュセルも、すんごく可愛い！

　駄目、死ぬ、助けて!?

　萌もえるどころかもう、見ているだけで苦しいくらいにドキドキしてくる。わざわざ測らずとも体温と脈拍がいきなり上がったのが分かった。

　でもええと、ここからどうしよう。どうしたらいい？

　美少女ゲームだとだいたい、こういう場面からキスシーンとかその後とかになだれ込んだりしちゃうわけだけど、実際にこういう空気の中でエロい気持ちになんかとうていなれなくて。

　なんだかそういうのって、場の勢いを利用して自分の性欲満たしてるだけのようにも見えて、それはどうにも──

「シンイチ様……！」

　などと僕がへたれていると──もう堪こらえきれない、といった様子でミュセルが僕の腕の中に飛び込んできた。祈るように胸元に手を揃そろえて、自分のすべてを投げ出すような感じで。

　床に膝をついて姿勢を低くしていたおかげで、非力な僕でも彼女を抱きとめることはできた。そのまま反射的に彼女の肩に──背中に腕を回して抱きしめてはみたけれど、あまりの重苦しい空気に、やっぱりそれ以上は何もできなくて。

　さすがの僕でもこの状況で『うへへへ、ミュセルの身体って柔らかーい、髪っていい匂ーい、ふんす、ふんす』とかやれる図太さはない。いやまあ、一瞬、そういうのは脳裏をよぎったけども。僕ってつくづくケダモノ。

　ともかく──

「…………」

　震えるミュセルを抱きとめながら、途方に暮れて僕は視線をさまよわせる。

　すると──

「──？」

　不意に、かちゃりと金具の音がした。

　音の方に目を向けると──ほんのわずか、壁から浮くような感じで開いていた部屋の扉が、閉じたところだった。閉じたように見えた。僕の目の錯覚かもしれないけど。

　ひょっとして、誰か扉の向こうにいた？

　美み埜の里りさん？　光流ヒカルさん？

　それとも──
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　扉を叩たたく音がしたので、とりあえず私は『どうぞ』と答えた。

　いつものようにミュセルがお茶を淹いれに来てくれたのだろう──と思っていたら、違ったようだ。時計を確認してみればいつもミュセルが来る時間よりも少し早い。

　扉を開いて部屋に入ってきたのは──

「…………」

　珍しく、何やら萎しおれた感じのエルビアだった。

　彼女の犬耳が垂れ下がっているのはもともとだが、たいてい、元気に振られている尻しつ尾ぽが今日は力なく垂れ下がったままである。エルビアは扉を閉めると、身体全体でこれを押さえ込むようにもたれかかって、溜ため息いきをついた。

　本当にこういう彼女は珍しい。

　いつも明るく天てん真しん爛らん漫まんを絵に描いたような女の子なのだ。

「どうしたの？」

　と声を掛けるとエルビアはその場にそのまま座り込んで言った。

「や、なんていうか……気まずいっす」

「気まずい？」

「声を掛けづらいっていうか」

「…………ああ」

　そこでようやく私は合点がいった。

　隣──といっても扉の距離は何メートルも離れているけれど──の部屋のことだろう。

　私の部屋は、慎しん一いちさんの部屋の隣にある。そしてたいていの場合に、ミュセルはまず慎一さんの部屋にお茶を淹れに行って、そこで少し歓談してから、こっちにお茶を淹れにやってくるのだ。

　以前は歓談を挟まなかったのだけれど、こっちの部屋に来てからもミュセルがやけに慎しん一いちさんの部屋の方を気にしていたので、そうするように私が勧めた。

　おそらく、エルビアは慎一さんの部屋を見に行って、彼とミュセルの会話を立ち聞きしてしまったのだろう。あるいは少しのぞき見もしたかもしれない。

「愁しゆう嘆たん場ばでしたか」

「シュータンバ？」

　きょとんとした表情を浮かべてエルビアが首を傾かしげる。

「日本語ですよ。エルダントにはこれに相当する言葉がないのかも。要するに悲劇の現場ってことですね。慎一さんかミュセルが泣いてたりとか」

「あー……」

　後頭部をかきながらエルビアはまた溜ため息いきをついた。

「まあ、そうっすね。声殺して泣いてたっていうか……」

「まあミュセルの場合はそんな感じでしょうね」

　良くも悪くもあの子は我慢強い性格なので、そうそう声を上げて泣いたり、喚わめいたりはしないだろう。まあだからこそ内にため込んでため込んで、爆発するときは極端な行動に出たりするわけだけど。

　その辺──慎一さんも察してはいるようだけど、どうも自分に絡むと彼は妙に判断力が鈍るところがあるから、おそらく、泣くミュセルにどう接して良いか分からず、持てあましていることだろう。その光景が目に浮かぶようだ。

　ああもう──苛いら立だたしい。

「で、あんまりにも悲愴な雰囲気なんで、乱入できずにこっちに来た、と？」

「あんなふうにされたら入っていけないっすよ」

　と目を伏せて、無意味に脇に視線を向けながらエルビアは言った。どうやら拗すねているらしい。開けっぴろげで思ったことはたいてい、すぐに口に出ちゃう子だけれど、さすがに愁嘆場に堂々と乱入するほどの傍若無人さはないようだ。

　この子も、変なところで他人に甘いというか優しい。

　そこが、それも、この子の魅──いや、まあそれはいいとして。

「エルビア」

　私は机の上のノートパソコンを閉じて言った。

「遠慮してたらミュセルに勝てませんよ」

「……へ？」

「もともと慎一さんとのことはミュセルの方が一いち日じつの長ちようがあるというか、つきあいが長い分だけ、有利なんですから。むしろ遠慮せずに彼女を押しのけるくらいでないと、勝ちを拾いに行くのは難しいと思います」

「うー……」

　ぱた、ぱた、と尻しつ尾ぽで床を打ちながらエルビアが呻うめく。

「これって……そもそも勝ち負けの話なんすかね？」

「慎しん一いちさんが開き直って『お前達が俺の翼だ！』的なハーレムエンドを追求できるなら、まあ勝ち負けは関係なくなるかもしれないですけどね」

　たぶん、慎一さん自らがそれを言い出すことはないだろう。

　オタクのくせに、その辺は妙に常識的なのだ、あの男は。

　まあそれ以前に翼も何も、慎一さんに好意を持っているのは二人で済まないのだが。

　ペトラルカ・アン・エルダント三世陛下はもちろんだけれど、どうも、エルビアの姉のアマテナや、その部下のクラーラも彼のことを憎からず思っているように見える。あの二人に関しては普段から同居しているわけではないから、慎一さん獲得レースで首位に立つことはまあないのだろうけれど。

　だとすると、煮え切らないあの朴ぼく念ねん仁じんを強制的にハーレムエンドに持ち込むには、既成事実か何かを積み上げるしかないわけで。

「なんで私がこんなことを……」

　考えねばならないのかと思うと、腹立たしくて仕方ない。

「正直、こんなギャルゲーみたいなことで頭を悩ましている場合ではないんですけどね……本当に慎一さんは……」

　私は私で苛いら立だちをはき出そうと溜ため息いきをついていると──

「……ヒカル様？」

　ふと何かに気づいた様子でエルビアが声を掛けてきた。

「ヒカル様もシンイチ様と一緒なんすよね？」

「一緒？」

「その……ニッポンに帰るとか帰らないとか」

　と上目遣いにエルビアが尋ねてくる。

　私達が日本に帰って二度と戻ってこない──そんな話はエルビアも聞いているようだ。

「シンイチ様がこっちに残ってくれたら、ヒカル様も──」

「私の判断は彼とは無関係ですよ。なんでまた？」

　エルビアは私と彼が常に一緒に行動すると思っているのだろうか。

　もともと私は彼を押しのけてこの〈アミュテック〉の長の座に就く者として、派遣されてきたのだけれども。

「だってヒカル様も、シンイチ様のこと好きなんすよね？」

「………………は？」

　一瞬、本気でエルビアが何を言っているのか分からなかった。

「えっ？　な、なんでそうなるんですか？」

　そもそも私が慎しん一いちさんに好意を抱いているような行動や仕草を皆の──特にエルビアの前でとった覚えはない。最初はどうあれ、なんだかんだあって彼のことを仲間だとは思っているけれど、エルビアの言う『好き』は『ヒカル様も』とついていたことを思えば、男女の情のことを指しているはずだし。

「あのね、エルビア。私が彼を好きだとか言ったことが一度でもありますか？」

「ツンデレというやつなんじゃないんすか？　えっと、あの、『貴方あなたのことなんて全然好きじゃないんだからね！』って感じの」

「誰がツンデレですか。というかそもそも私は男ですよ」

「だからオトコノコっすよね？」

　と目を瞬しばたたかせて不思議そうに言うエルビア。

　なんという誤解をしていたのだ、この犬いぬっ娘こは。

「私は確かにいわゆる『男の娘』をやってますけど、中身は普通に男です」

　オタク文化を広めるのが私達の仕事とはいえ、変な文化まで一緒に広めすぎだ。まあ最初にエロゲだの何だのを持ち込んだ私が言えた義理ではないのだけれど。

「前にも言ったような気がしますが、とにかく、女装趣味と、心の中まで女性になるのとは違うんです」

「そうなんすか？」

「私の場合はあくまで受け狙いが基本ですし……」

「受け……サソイウケ？」

「違います」

「ああ、ソウウケって奴やつっすか？」

「そうでもなくて！」

　慎一さんも慎一さんだが、あの腐女子自衛官もたいがいである。慎一さんや私がいなくても彼女一人でいろいろオタク文化を広められたような気がする。かなり偏っていただろうけれど。

「だから私は女の子の格好をして遊んでいるだけで、好きになるのは基本的に女の子なんですよ。別に男の方が好きってわけじゃありません」

「ははぁ。そうなんすね？」

　とエルビアは『新しいことを覚えた！』的な感じで頷うなずいている。

　ほんの少しだが、彼女の表情に漂っていた悲愴感が薄らいだ気がするのは、いいことだろう。単に話が逸それただけのことでも。

　そして──エルビアは。

「じゃあヒカル様、実は好きな女の子とかいるんすか？」

　などと聞いてきた。事もあろうに。

　しかも何やらぱっと表情なんか輝かせたりして……！

　まあ恋バナは世界の違いを問わず女の子の大好物なのは知っていたけれど──

「なんでそんなこと──」

「いや、ヒカル様にはよく相談に乗ってもらってたっすけど、考えてみればしゃべるのアタシばっかで、ヒカル様のこと、あんまり聞かせてもらってないっすよね？」

「それはまあそうですけど」

「聞いてみたいっす」

「…………あー……」

　私は長々と溜ため息いきをついた。

　どうしてくれようか、この犬いぬっ娘こは。

「…………そうですね。いますよ。好きな子」

　私は無意味に早くなる鼓動を意識しつつも、慎重に頭の中で言葉を選んで言った。

「明るくて、活発で……素直な良い子なんですけど、ちょっと抜けてるっていうか、鈍感なところがあって……」

「ふむふむ」
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「いろいろ大おお雑ざつ把ぱなんですが、性格も優しいし、本当に可愛い子なんですけどね、とにかく、脇目も振らず一直線って感じで、一いち途ずな分だけ視野が狭いっていうか……」

　言っていてだんだん腹が立ってきた。

「まあ、私の片思いですよ、現状は」

　なので多少強引に私はそうまとめてみた。

「はー……難しいっすね」

　腕を組んでそんなことを言ってくるエルビア。

　本当にこの子は──

「……犬は飼い主に似るって言いますけど……本当、この朴ぼく念ねん仁じん第弐に号は……」

「え？　なんすか？」

　やっぱりきょとんとした表情で聞いてくるエルビア。

「なんでもありません」

　この話はここで打ち切り──とでも告げるように、私はノートパソコンを再び開きながらそう言った。





第二章　超時空空母？







　艦内には警戒警報の音が鳴り響いていた。

　突然のことに、乗組員達は互いに顔を見合わせつつ、非常時の持ち場へと急ぐ。

　ここしばらくこの種の警報音が鳴り響くことはなかったし、国際情勢としてもあまり緊迫した情報が入ってこなかったため、私──カール・ダグラス海軍大尉を含め、誰もがその顔に怪け訝げんな表情を浮かべていた。

　いったい、何事なのか？　と。

　ニミッツ──合衆国艦船ＵＳＳ〈ニミッツ〉、艦籍番号ＣＶＮ‐68。

　アメリカ海軍、第十一空母打撃群に所属する原子力空母であり、ニミッツ級航空母艦のネームシップである。

　そのことからも分かる通り、原子力空母としてはかなりの旧型であり、進水からすでに四十五年以上──耐用年数を五十年程度と想定しているこの種の艦船としては、退役を間近に控えた老朽艦とも言える。実際、最初の原子力空母である〈ビッグＥ〉こと〈エンタープライズ〉号は二〇一二年に退役している。

　だが最新の艦船に比べると多少見劣りするとはいえ、合衆国海軍の象徴とも言うべきこの超巨大艦船は、今なお、他国に類を見ない高い戦闘力を誇っており、それが我々乗組員の誇りでもある。

　もちろん……ちょっとやそっとの嵐など、我が〈ニミッツ〉はびくともしない。

　我々が警戒警報にたたき起こされて右往左往せねばならない事態というのは、だから、緊急を装った抜き打ちの訓練か、そうでなければ──突発的に担当海域で何か戦争に相当する非常事態が起きた場合に限られるはずだった。

　なのに──

「なんだ!?」

　飛行甲板フライトデツキ上に出た私を待っていたのは、予想を覆す異常事態だった。

　空が──ない。

　いや。それどころか……

「なんだこれは!?」

「〈キッド〉はどこに行った!?」

「〈レイク・シャンプレイン〉は!?　〈ミリアス〉の姿も──」

　我が第十一空母打撃群のイージス艦やミサイル駆逐艦等、常に〈ニミッツ〉に随伴して脇を守っている艦船が一隻も周囲に見当たらない。そもそもそれらが浮かんでいるはずの『海』そのものが周囲に見当たらない。

　見えるのはただ闇色の空間のみだ。まるで突然この〈ニミッツ〉だけが宇宙空間にでも放り出されたかの如ごとくに──

「そりゃまあ、海がないんじゃ、イージス艦も駆逐艦も浮かんでいられるはずはないな！」

「そいつは道理だ！　ハ！　ハ！　ハ！」

「笑ってる場合か！　じゃあどうして俺たちの艦だけここにあるんだよ!?」

「というかどこなんだここ!?」

　よく見れば、〈ニミッツ〉の周囲にだけ、わずかに海水がある。どうもニミッツが浮かんでいた海──それを含む一定の空間だけ切り出したかのようにも見えた。

　切り出した。だが誰が？　どうやって？

　こんな巨大な艦船を？

「これじゃあまるで──」

　年配の士官の一人があえぐように言った。

「『ファイナル・カウント●ウン』みたいじゃないか！」

「え？　なに？　ファイナル……？」

「知らないのか、若造、我らが〈ニミッツ〉が主演した偉大なＳＦ映画を！」

「知らないであります！」

　そりゃまあ三十五年以上も前の映画なんぞ若い士官は知らないで当然だが。

　当時、〈ニミッツ〉と共に主役を張っていた可変翼戦闘機Ｆ‐14〈トムキャット〉も全機退役してもう十年以上になるわけで──

　いや、そんなことより。

「おい、なんだこれ!?」

「危ない──」

　誰かの叫びに振り返ると、飛行甲板フライトデツキ上に置かれていた戦闘機の一機、〈トムキャット〉に代わって主力戦闘機を務めている〈スーパーホーネット〉が──

「おい、なんなんだ!?」

　──逆立ちしていた。

　違う、そうじゃない、これは……たまたま着艦用の前輪が固定されていた結果、機首を下にして浮き上がっているのだ。燃料も弾薬も積まぬ乾燥重量でも十トンを超える代物が、まるで風船の如ごとくに……！

　だがなぜ!?

「うわああああ!?　助け──」

「全員、何かにつかまれ！」

　私は叫びつつ、手近にあったパイプにしがみつく。

　見れば、〈スーパーホーネット〉に限らず、甲板上にあるもろもろが、空中に浮かび上がっている。戦闘機、攻撃機、人間、その他──さまざまなものが、重力の存在を忘れ果てたかのように、高張力鋼の甲板からふわりと離れつつある。

　いや。これは明らかに重力異常だ。というより重力が消えているのか、これは!?

　視線を転じると、〈ニミッツ〉から少し離れた空間で、凍り付いたらしい海水が、幾重にも環わを描いているのが見えた。非常に美しい──まるで光と闇のアーチをくぐるかのような光景だが、それを堪能する余裕など、我々にあるはずもなく。

「本当に『ファイナル・カ●ントダウン』みたいな──」

　あの映画では我が〈ニミッツ〉は太平洋戦争直前の一九四一年十二月六日──すなわち真珠湾攻撃の前日に時空転移タイムスリツプした。どういう理屈と必然があるのかはもうまったくの謎だが、これがもしあの映画とまったく同じなのであれば──

「俺達は第二次世界大戦ＷＷ２に飛ばされるのか!?」

「そうだ、きっとそうだ！　そうでないと──」

「ゼロ戦二機だけ墜おとして帰ってくるんだ！」

「でもってなぜかそのゼロ戦の操縦士が変な発音のニホン語しゃべるんだ！」

「お前も観みてるんじゃねえかよ!?」

「艦内のレクリエーションルームのライブラリにあって──」

「それどころじゃねええええええ!?」

　とかなんとか。

　映画はともかく──現実として初めて遭遇する想定外の事態に、我々は激しく狼ろう狽ばいし、動揺し……好き勝手なことを叫びながら、なんとか周囲の何かにしがみつき、ただ、状況が変化していくのを、無様に見ているしかなかった。
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　先日の第三王都の大災害──というか騒動というか──から十日後。

　私、すなわちバハイラム王国軍兵士であるアマテナ・ハーナイマンは、未いまだ軍務で彼かの地に留とどまっていた。

「ハーナイマン銀尉。糧食を」

「──すまんな」

　階段を上って姿を見せた部下から、糧食の袋を受け取る。

「どうですか？」

「特に変化はないな」

　私は思わず出そうになる溜ため息いきを飲み込んでそう答えた。

　騒動の後の第三王都は奇妙な状態になっていた。

　問題の〈竜の巣〉は『本来の管理者』を名乗る者、すなわちテレジア・ビグロウという存在が封鎖し、その周囲は彼女の支配下にあるというウェアウルフやエルフ、ドワーフの兵士達と、ドラゴンが守っている。

　そしてテレジアとその配下は〈竜の巣〉を出て第三王都の街区を攻略するつもりは、ないようだった。少なくともこの十日間、偵察と思おぼしきドラゴンやウェアウルフ兵の姿は見かけるものの、それ以上の動きをテレジア側は見せていない。

　こちらから手を出さねば何もしない──というわけだ。

　おかげで我がバハイラム王国軍は、事実上、第三王都の中心部──〈竜の巣〉のあった丘の支配権を失い、一定の距離を置いてその周囲を取り囲みつつ、壊滅状態の街を復興するという形になった。

　父王様や、軍の上層部は当然、幾いく許ばくかの時間をおいて奪還を考えておられるようだが──何しろ我が王国の新兵器である傀く儡ぐつ竜りゆうの生産地であり、他に代替のない重要な戦略資源なのだ──無策ではとてもテレジア・ビグロウとその配下には敵かなわないということは分かっているので、現状はその存在を無視する形で復興作業を進めている。

　だが、だからといって本当に〈竜の巣〉を単純放置するわけにもいかない。

　ゆえに──私が〈竜の巣〉の動静を監視するという役目に任じられて、ここにいるのだ。

　もっとも監視と言っても外から見ても地下の遺跡の何が分かるでもなし、とりあえずたまに姿を見せる兵士やドラゴンの配置状況を逐一記録するだけのことである。

　そのためだけに〈竜の巣〉から少し離れた街区に改めて監視塔が建てられ、私とクラーラ、それに今回の任務に際して改めて配された部下十名余りと共に、私は〈竜の巣〉の常時監視任務を実行していた。

「重要な任務だとは分かっているが……」

　塔の最上階で望遠鏡を使い、〈竜の巣〉の状況を逐次記録する。

　何か変化があれば、ささいなことでも紙に書き付けて報告に出す。

　実に退屈な仕事である。軍務に貴き賤せんはないと私は考えているし、部下にも常にそう説いているが──〈竜の巣〉側にはたいした変化もないため、三日も監視を続けていれば、新たに書き留めることもなくなっていく。

　クラーラや部下達の間にも早々に倦けん怠たい感かんが広まりつつあるのを私は感じていた。

　もともと我々ウェアウルフやウェアタイガーは、『あの日』があるので、一定年齢に達すると定期的に発情するというか……体内からわき出る性欲や狩猟欲、戦闘欲といった各種欲求を持て余す傾向が強い。

　多くの者は軍務で身体を動かしたり、趣味に没頭したりすることで、これを逸そらし発散しているわけだが……この種の監視任務となると、それも難しい。

　結果として、任務交代後に、第三王都郊外に出て延々と走り回って帰ってくるという部下が多かった。ちなみに私の部下は全員がウェアウルフかウェアタイガー、もしくはウェアベアだ。全員、エルフやドワーフ、人間に比べて身体能力が高い──というより単純に走るのが速いので、何か突発的事態が発生した際、連絡係として重宝されるのである。

　ともあれ──

「……そういえば、奴やつはどうしているのか」

　と私はふと、神しん聖せいエルダント帝てい国こくにいるであろうあの男のことを思い出す。

　もちろん、これは退屈な仕事の最中、ただ、たまたま、偶然に、思い出しただけで、それ以上の意味はない。まったくない。ないのだ。

　任務中は身体を動かすわけにもいかないので、せめていろいろと考えを巡らせることで発散するというか、別に『あの日』だからといって、ことさらにあの男のことなど考えることに意味があるわけではないというか、その──

「お姉様！」

「──!?」

　不意に名を呼ばれて、私は驚き身を震わせる。

　見れば、つきあいの長い部下──ウェアタイガーのクラーラが、塔の階段を駆け上がってくるところだった。

「いや、別に違うのだこれは」

　何故か妙な焦りを覚えて私はそんな言い訳をした。

「あの男のことを考えていたのは、たまたまで」

「……お姉様？」

　私の前に辿たどり着ついたクラーラは、首を傾かしげて私の方を見てくる。さきほど、糧食を渡してくれた部下も、不思議そうにこっちを見ていた。

「あの男……？　シンイチ様のことですか？」

「ち、違──違うのだ。別に、奴やつのことなど、なんとも」

「お姉様、その話はいずれ。それよりもお耳に入れねばならないことが」

　とクラーラは詰め寄ってきた。

　もともと表情はあまり表に出さないクラーラだが、なにやら息が荒く、落ち着きを欠いた目つきに、焦りのようなものが感じられる。

「……なんだ？　何かあったのか？」

　そういえばクラーラは、今は非番──というか先の話通り、いろいろを発散させるために、他の部下数名と、監視任務交代後に、第三王都郊外の荒野に走りに出ていたはずなのだが。

「北東の荒野に……何か変なものが」

「変なもの？」

「昨日までは確かに何もなかったはずの場所に……その……城のようなものが」

「城だと？」

　そんなものが、荒野に一夜にして出現するなどあり得ないだろう。

　だがクラーラがわざわざ噓うそや冗談を言いに来たとも思えない。そういうものとはついぞ無縁の娘なのだ。

「城のようなもの、です。見たことがない変な形で」

「…………変な形」

　私が眉をひそめていると、クラーラは一枚の羊皮紙を差し出してきた。

　その『変な形』を急いで描き記してきたのだろう。見れば確かにそれは異様な形だった。

　たいていの建物は、上に行くに従って細く、狭くなっていく。土台の方が大きいのは当たり前のことだ。少なくとも『上に行くに従って大きくなる』建物など、私は見たことがない。

　だがそれは──羊皮紙に記されたそれは、明らかにそういう異常な形をしていた。

　上はおおむね平たくて、端に塔のような突起が一つ。

　平たい部分から下は、急激に細くなっているのだが、土台はいったい、どうなっているのだろうか。いや。そもそもこれはいったい、どれだけの大きさがあるのか。

　クラーラによると、荒野に元からあった亀裂──谷に挟まるようにしてそれは存在していたとのことであるが。

「大きさは？」

「距離があったので正確には……ただ、屋根の上で動いていた人間の姿から考えれば、エルダントの帝てい城じようにも匹敵するかと」

「なんだと!?」

　エルダントの帝城は、もともと岩山の山頂部分をドワーフの魔法で改造して造られたもので、建築物としてはおそらく、エルダント内でも最大で──建築技術ではエルダントの後こう塵じんを拝している我がバハイラムには、残念ながらこれに匹敵する大きさの建物はない。というか他の国にもあるかどうか疑問だ。ドワーフの魔法と、頑強無比な巨大な岩山、双方が揃そろわなければそもそも造れない代物である。強いて言えば〈竜の巣〉はエルダントの帝城よりも巨大なようだが、あれは地下に存在するため、建物とは言いがたい。

　とにかく……クラーラの言葉が正しければ、一夜にして、この世界屈指の巨大さを誇る建物が、荒野に出現したということになる。

　何にしても場所が場所だけに、放置しておくわけにもいくまい。

　調査隊を編制して派遣すべきだろう。

「まさか〈竜の巣〉関連の何かか？」

「分かりません。ですが──」

　そこまでクラーラが言ったとき。

　突如──遠雷の如ごとき音が我々の頭上から降り注いだ。

「──なんだ!?」

　この晴天に落雷でもあるまい。

　私は咄とつ嗟さに監視塔の窓から頭上を振り仰いで──そして、それを見た。

「──ドラゴン!?」

　いや。違う。

　咄嗟に口をついてその一語が出てしまったのは、私の知識の中で最もそれに近い存在がドラゴンだったというだけだ。

　空を飛ぶ灰色の巨体。

　鳥ではなく、しかしよく見れば竜でもなく、羽ばたく様子がまったく見られず、まるで巨大な刃物がそのまま空を飛んでいるかのような──あれは、いったい？

「…………」

　我々はただ呆ぼう然ぜんと、その異形を見送るしかない。

　それは我々をあざ笑うかのように、長い長い雲の尾を引いて──遥はるかな空で大きく弧を描くと、元来た方へと飛び去っていった。

　すなわち、クラーラ達が『変な形の巨大な城』を見たという、北東の方角へと。
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「──まあそういうわけで」

　僕は教室にいつものように居並ぶ生徒達を見回して言った。

「ライトノベルという分野は、二極化の果てに、ＷＥＢ小説という『黒船』の襲来によって激変を余儀なくされるわけで。これはラノベの内容というよりも、売り方、つまり販売戦略の変化に近いわけだけどもね……と」

　僕は視界の端で教壇の上に置いていたスマホの時計表示を見る。

　ちょうど、時間になったようだ。

「じゃあ今日はここまで。お疲れ」

「起立！　礼！　ありがとうございました！」

　学級委員のロミルダ──ドワーフの少女の号令と共に僕達はお辞儀を交わすと、そのまま授業は終了。ざわめきが教室の中にゆっくりと広がっていった。

　ぼんやり聞いていると本当に『がやがや』という擬音オノマトペそのまんまなのだけれど、よくよく注意して耳を澄ませてみれば、彼らの会話を細かく聞き取ることができる。

　たとえば──

「『魔人ちゃんはハグしたい』の新刊まだかな」

「そろそろ次が出るんじゃね？」

「あれ、ニッポンじゃアニメ化したらしいわよ」

「え、うそ、本当？」

　とか。

「『シン・ゴヅラ』見た？」

「見た見た。資料室から借りるのに一週間待ったけど」

「びっくりだよね」

「まさか尻しつ尾ぽからもプラズマ火球ぶっ放すとは思わなかったよな」

「いちばん驚いたの、そこかよ」

　とか。

　アニメとか、ゲームとか、漫画とか、特撮とか、ラノベとか……とにかく彼らは相変わらず貪欲にさまざまな作品を見ては吸収して、意見を交わしている。これぞ正しいオタクのあり方だろう。

　僕の、僕達の蒔まいた『オタク』の種は、この異世界で芽吹き、根を張り、葉を広げて定着しつつある。喜ばしいことだ。

　そう──素直に思っていた。数日前までの僕は。

　だけど、今はひどく不安だ。

　僕がこちらに残るか、あちらに帰るかはさておき、日本政府が異世界と縁を切るのは間違いない。それはつまり、この世界に日本のオタク作品群がまったく入ってこなくなることを意味している。それはつまり、芽吹き、今まさに成長途中の若苗が、水を絶たれてしまうということに他ならない。

　最悪の場合、この地に根付いたはずの『オタク』という概念は、十年、二十年の時を経て、枯れ果て、消え去り、一過性のものとして忘れられていくことになるかもしれないのだ。

　僕達のしてきたことは、まったくの無駄だったのか。

　そんな忸じく怩じたる思いを抱いたりもする。

　もちろん、日本が異世界から永久撤退するという話は、まだこの教室の生徒達にまで伝わっていない。あくまで根回しが必要な帝国の重臣、それも一部にのみ伝えられており、生徒達は特に危機感を抱くこともなく、いつも通りに僕の授業を受けてくれている。

　そんな彼らの様子を見るのが、今の僕にはとても辛つらい。

「──それじゃね」

　僕は出席簿と資料を手に、教壇から降りて、教室を出る。

　背中で生徒達の笑い声を聞きながら歩いていると──

「──先生！　シンイチ先生！」

　そう言って追いかけてくる生徒がいた。それも二人。

　振り返ると、学級委員のロミルダと、そしてその喧けん嘩か友達──というか何というか──でエルフのロイクが連れだって僕に駆け寄ってくるところだった。

　ドワーフのロミルダとエルフのロイク。

　当初、二人はエルフとドワーフの種族間の関係をそのまま表すかのような関係で、非常に仲が悪く、喧嘩ばかりしていた。いや。今でもしょっちゅう喧嘩はしているようなのだが、その割にはよく一緒に行動しているみたいだし、喧嘩もどこか息の合ったやりとりみたいな感じで、見ていて微ほほ笑えましいものになっている。

　この二人の関係を変えたのも、僕達だと思う。正確には僕達が持ち込んだオタク作品の影響で、この二人の考え方が少しずつ変わっていったのだ。

　だからロイクとロミルダが二人揃そろって仲良くドタバタしているのを見るのは、僕も嬉うれしかったのだ。

　けれど──

「えっと。何かな。質問？」

「──シンイチ先生」

　僕の側そばまで来ると、ロミルダが声を潜めて言った。

「シンイチ先生達がニッポンに帰っちゃうって──本当ですか？」

「誰から聞──あ、お父さんからか」

　ロミルダの父親と、ロイクの父親は、共にエルダント帝国の重臣で、亜人種としては珍しく帝国の要職に就いている。ロミルダのお父さんの方はガルド工房という組織の経営者でもある、兼業みたいだけれど。

「まだ、皆には内緒だよ」

「それは分かってますけど──」

　ロミルダは眉根を寄せて悲しそうな表情を浮かべた。

「二度と戻ってこないって……」

「うん。少なくとも日本政府はそのつもりみたい。自衛隊も撤収準備してるし」

　駐屯地からの資材の運び出しはもうとっくに始まっている。

　今日か明日には屋敷の方の機材──警備用の機材なんかも解体を始めるそうだ。そういえば学校に置かれている各種電化製品や設備はどうするんだろうか。生徒達の私物になっている携帯ゲーム機とかも。

「それってミノリ先生もですか!?」

　ロイクはロイクで悲愴な──というか絶望の表情で問うてくる。

「ジエータイが帰っちゃうなら……ミノリ先生も帰ってしまうってことですか？」

「まあ……そうだろうね」

　ロイクは美み埜の里りさんに命を助けてもらってから、彼女にずっと懸け想そうしている。美埜里さんも気づいてはいるはずだけど、彼女はしかしロイクの気持ちには気づかないふりをし続けていた。

　もちろん、それは先生と生徒という立場、あるいは人間とエルフという種族の違いを考慮したうえでの態度なのかもしれない。

　だけど…………あるいは美埜里さんはこんな日が来ることを、何となく予見していたのかもしれなかった。

　自分達は所詮、仮かり初そめの客でしかなく、いつかはこの地を去らねばならないのだ、だから過剰に気持ちを移しては、自分も、そして相手も傷つくことになる──と。

　そういえば彼女は公式書類上は中東だかどこだったかに平和維持活動で派遣された後、その地で死んだことになってるんだっけか。あるいは今回と似たような何かが、派遣先であったのかもしれない。派遣先で兵士が地元の人間と親しくなるっていうのは、珍しくないのだろうし。

　そう。美み埜の里りさんは自衛官だ。上官に命じられれば戦地にも行くし、戻れと言われれば何もかもを投げ捨てて戻らざるを得ない。

「そんな……」

　ロイクはよろめいて廊下の壁にもたれかかった。よほど、美埜里さんがいなくなるのがショックだったらしい。その場で立ってもいられないほどに。

「ミノリ先生……！　ああ、ミノリ先生……!!　僕は──」

「帰らないでください、先生──ずっとここにいてください」

　と入れ替わるように前に出ながらロミルダが言う。

「お願いです、もう会えないとか、そんなの私、嫌です」

「ロミルダ……」

　ペトラルカもミュセルも、僕のことを慮おもんぱかるがゆえに、言ってくれなかった一言を……このドワーフの女の子はあっさりと言ってくれた。

　それは嬉うれしい。単純に嬉しいと思える。

　もちろん、彼女は僕がこちら側に残るということは、日本にいる家族を棄すてるということになるのだと気づいてはいないだろう。いや。気づいていたとしても、ロミルダにとって僕の家族は顔も見たこともない『どこかの誰か』であって、感情移入の対象じゃない。実際に日本に行って父や母や紫し月づきと顔を合わせて、一緒にご飯も食べたミュセルやペトラルカ、エルビアとは違うのだ。

　だからロミルダがひどいとは僕は思わない。思えない。本当にこの子が僕に言ってくれた言葉は涙が出そうなくらいに嬉しかったのだ。

　でも今の僕には『分かった。じゃあ僕は帰らない』とは即答できない。

「先生がいなくなったら、寂しいです」

　ともロミルダは言ってくれた。

「それに先生がいないと……私達……これからどうやってオタク道を修めていけば良いのか、分からなくなります……」

「僕がもしこっちに残れたとしても、それは難しいだろうけどね」

　と自嘲気味の笑顔を浮かべて僕は言った。

「えっ……？」

「日本政府がこの世界との繫つながりを絶つってことは、今後、日本で作られるオタク作品はまったく入ってこなくなるってことだ。そうなれば、僕がこっちにいたところで、どうにもならない。新作はまったく見ることができなくなる。いや、それどころか──」

　日本と神しん聖せいエルダント帝てい国こく。

　遥はるかな過去の国と遥かな未来の国。

　互いの世界の因果関係を破綻させないために、できるだけ双方への影響は小さくとどめるべきである──そんなことを日本政府から意見を求められた有識者達は主張しているらしい。

　となると、下手をすればこの世界に持ち込まれた大量のオタク作品、これもすべて捨てていくどころか……全部、破壊、というか焼却していくよう、自衛隊に命令を下す可能性がある。

　要するに焚ふん書しよだ。

　そうなれば本当に──僕がこっちに残っても何の意味もない。

「伝道すべきものが何一つない伝道師なんて、何の役にも立たない。僕だけがこっちに残ったって、何の価値もないよ」

「そんなこと──」

「僕は創作者クリエイターではないからね」

　と僕は肩を竦すくめる。

　あくまで僕はオタク文化の消費者であって、百歩譲っても所詮、評論家や研究家でしかない。だから僕がいても新たなオタク作品を作り出すことはできない。僕にいわゆる創作者としての才能はない。それは創作者の──ラノベ作家の父を持ち、間近に彼を見てきたからこそ、嫌というくらいに分かっている。

　だから……

「でも先生──でも、あの」

　と……ロミルダは言うべき言葉が見つからないのか、言葉にならない断片をおろおろしながらこぼすばかりである。

「もし僕がいなくなったとしても、ロイクとあんまり喧けん嘩かしないようにね」

　君ら、わりとお似合いなんだから。

　美み埜の里りさんがいなくなればロイクはすごく落ち込むだろうし、そんな彼を慰めることができるのはたぶん、ロミルダだけだろうから。

「ってなんですか先生それ!?　まるでそれって遺言──」

　とロミルダが悲鳴じみた声で言いかけた、そのとき。

「あ、シンイチ先生──」

「いた！　先生、ちょっといいですか？」

　幸か不幸か、僕達の間に横たわるどんよりとした空気をまったく読まない感じで二人──生徒が駆け寄ってきた。というか正しくは一人がもう一人を引っ張るようにして、僕達のところにやってきた。

　片方はよく顔も名前も覚えている。

　エドアルド・テオドロ・ペルティーニ。人間の男子生徒だ。

　日本語の読み書きに関しては生徒の中でも一、二を争う好成績で、しかも自分でラノベっぽいものまで──というか、ラノベそのものを書いちゃうくらいにオタク文化そのものの吸収も早い。すでに吸収したものを応用できるレベルなのだ。

　以前、自主制作映画を撮ったときには、脚本を彼に頼んだのだけれど、相当に高いレベルのものが上がってきた記憶がある。

「これ新作なんですけど、読んで感想聞かせてもらえませんか？」

「え？　これが？」

　とエドアルドが差し出してきた紙束を見て僕は驚いた。

　分厚い。それこそ本当に標準的なラノベ一冊分かそれ以上はありそうだ。

　一発のアイデア勝負でも書ききっちゃえる短編と異なり、長編を仕上げるのには単純な発想力や文章力とは別の、持久力とでも言うべきものが必要になってくる──そうだ。ラノベ作家の父によると。なので、どっちが難しいとか易やさしいとかではなく、短編を書く能力と長編を書く能力は別物で、短編が書けるからと言って、長編が書けるとは限らない、逆も同じ、という話を聞いたことがある。

　エドアルドは少なくとも長編を書き上げる能力はあったということだろう。

　この自信満々っぷりを見ると、中身もそれなりにいいものになっているに違いない。

　そして──

「こいつのも」

　と言ってエドアルドが背中を押すようにして僕の前に立たせたのは、ウェアタイガーの女の子だった。

　黒髪の中に何ヵ所か金髪がメッシュを入れるみたいな感じで混じっていて、実に派手な髪の色なのだけれど、本人はというと地味な性格が顔に出ているというか、うつむき加減で少しおどおどしている印象である。

　ええと確か……この子は第二次だか第三次だかの生徒募集で入ってきた──

「あの、えと、キャナル・マルデミアです」

　とその少女は言った。

　そうそう。キャナルだったか。ウェアタイガーの生徒は彼女だけなので、少し目立っていた。厳密に学年分けしているわけではないけれど、第一次生徒募集で入ってきたエドアルドやロイク、ロミルダ達からすれば、後輩にあたる子だ。

「こいつ、すごいんですよ！　すごく絵が上手いんです」

「絵が？　それって漫画絵やアニメ絵って意味で？」

　普通の水彩画や油絵といった方面の絵なら、わざわざ僕のところに報告しに来る意味はないだろう。

「そうです！　だから僕が原作で、こいつに漫画描かせたらって思ったんです」

　とやはり、ドヤ顔で言うエドアルド。

　どうもこのキャナルの絵を見いだしたのが──僕や他の教師よりも先に彼女の『才能』に気づいたのが、誇らしいのだろう。気持ちは分かる。

「……へえ。漫画を？　見せてもらっていい？」

「あ、はい、その、へ、下手ですから、笑わないでもらえると、その、嬉うれしい、です」

　と赤面しながらキャナルは手にした紙束を差し出してくる。

「大丈夫だって！　下手とかとんでもないです、すごく上手い──」

「そ、そんなことないです！」

　エドアルドに向かって悲鳴じみた声で言うキャナル。

　僕は彼女から渡された紙束──原稿を見る。さすがに興味を引かれたのか、ロイクとロミルダも横からそれを覗のぞき込こんできた。

「これって……」

　驚いた。どうもロイクとロミルダも同じ気持ちであったようだ。

　ちゃんと漫画になっている。漫画している。

　コマも割られているし、擬音オノマトペも過不足ない感じに書き込まれている。背景もよく描き込まれていて、それでいて、人物がその背景の情報量の中に埋もれたりはしていない。ちゃんと『奥行き』の概念が絵の上で──線の強弱や構図で描き出されている。

　所々につたない部分はもちろん見え隠れしているのだけれど、十分に漫画として読める代物だった。いや。読めるどころか、読みやすいし、面白い。

　三ページばかり読んだだけでそれが分かった。

　そういえばウェアウルフのエルビアも絵が上手かったけれど、ひょっとして半獣人ライカンスロープ達は種族的にこういうのが向いているのだろうか。もともと狩猟本能とでも言うべきものを備えている彼らは、対象物を視認し観察することにたけているのかも。

　ともあれ──

「すごいね。これ立派な漫画だよ。しかも面白い」

「でしょう？　ですよね!?」

「あ、ありがとうございます……」

　ますます得意顔になるエドアルドと、恐縮するキャナル。

「先輩も……あの、ありがとう、ございます……」

　そう言ってエドアルドの方を見るキャナルの頰ほおが少し紅あかい。

　あ。これって、あれか。ひょっとしてあれだな。

　もともと中性的な感じだったエドアルドが、今は妙に『男の子』っぽい言動になっているのも、たぶん、キャナルの前では無意識に自分が男であることを強調しようと…………って、うわあ、もんげー甘酸っぱい!?　甘酸っぱいずら!!

　などと、あまりのことに思わず岡山弁で叫びながらその場でのたうち回りたくなった僕だったが、まあそれはさておき。

「……そうか」

　僕はほんの少し気分が和らぐのを感じた。

　無駄だったわけじゃない。

　ちゃんと定着してる。エドアルドだけじゃなく、他にも、自分から一消費者の領域を超えて、創作者クリエイターの領域に踏み込む者が出てきた。

　別に創作者の方が偉いとかそういう話ではなく、文化として定着し、多くの人間がそれに親しめば『自分にもできるんじゃね？』と考えて創作に手を出す者が一定の割合で出てくるのは、必然なのだ。今回はエドアルドとキャナルだけだけれど、そのうち、他にも『自分で作ってみよう』と考えて行動に移す者が出てくるだろう。

　エドアルドだけじゃない。一人だけじゃない。

　一過性じゃないのだ。

　後に続くまだ見ぬ創作者達と、まだ見ぬ消費者達がいる。

　エドアルドとキャナルが、ある意味でこの世界のオタク文化の、アダムとイブだ。

　ならば──

「何年か後には、本当に、コミケとか開けるかもね」

　以前に日本政府と揉もめたときに勢いで『コミケだっていつか開ける』みたいなことを言ったけれど、半ばハッタリだったあのときと違い、今回は確信めいたものがあった。

　もうエルダントは、日本と繫つながりが絶たれても、オタク文化が枯死することはないだろう。

　僕はそのことを、誇らしく思うと同時に、少し寂しくも感じていた。
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　学校を辞した僕らは、いつものように羽車に乗って屋敷に帰ってきた。

「…………」

　羽車の客室の中は静まりかえっている。ごろごろと車輪の音が足下から這はい上あがってくるばかりで、乗っている僕らの間には会話らしい会話がほとんどないのだ。

　学校では光流ヒカルさんも美み埜の里りさんも普段通りに振る舞っていたはずなのだけど、羽車に乗ってからはどちらもほとんど喋しやべらない。

　まあ無理もないだろう。

　なんだかんだと僕に言っていた二人だけれど、美埜里さんも光流さんもそれなりにこっちの人達とは仲良くしていたわけで、『もう二度と会えない』と言われれば辛つらく思って気鬱になるのも当然だ。

　美み埜の里りさんはたぶん、日本に戻らざるを得ないだろうけど──ＢＬ供給が絶たれたらそれこそ生きる屍しかばねになりかねない──光流ヒカルさんはどう考えているのだろうか。

　もう猶予はあんまりない。

　撤退作業はすでに始まっている。僕や光流さんが真っ先にいなくなると学校関係者を中心に混乱が起きるかもしれないということで、先に、自衛隊の機材や資材を運び出し、次に屋敷のもろもろを運び出すという手はずになっている。屋敷の方にも今朝、『基本的に機材は持ち帰ること』として搬送用のコンテナが幾つも届けられていた。最終的には自衛隊員の皆さんが作業をしてくれるはずだけど、ある程度までは自分でも荷造りしておけ、ということらしい。

　そういえば……本やＤＶＤ、ブルーレイのディスク、ゲームのディスク、といったものは後回しにするようにとも言われていた。やはりその手のものは後で一括して焼却処分にするのかもしれない。

　着々と『最後の日』は近づいている。

　僕はどうするべきか。光流さんはどうするのか。

　ついつい溜ため息いきが漏れてしまう。

　そして──

「……？」

　最初──それは僕の溜め息が、消えずにいつまでもわだかまっているように思えた。

　溜め息の音が消えない。

　いや。違う。僕の溜め息に被かぶるようにしてどこからか音がしているのだ。低くざらついた感じの音がどこからか伝わってくるのだ。

　それはゆっくりと大きくなって──

「えっ……」

　まさかと思った。

　僕はその音に聞き覚えがある。聞き覚えがあったのだけれど──この世界に来てからはついぞ聞いたことのない音でもあった。遠雷のような、遥はるか遠くから伝わってくる轟ごう音おん。ただ雷鳴と決定的に違うのは、それが一瞬のものではなく、ずっと続くということだ。

　ごおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──って感じに。

　これって──

「……！」

　さすがに美埜里さんも気づいたらしい。

　客室の窓を開けて、外を見る。

　僕も彼女の横から顔を出して空を見上げた。

「あれは……！」

「〈スーパーホーネット〉!?」

　見るからにスマートな輪郭を見上げて美み埜の里りさんが呟つぶやく。

〈スーパーホーネット〉──Ｆ／Ａ‐18Ｅ／Ｆ。

　確かアメリカ海軍が空母に搭載したりして運用している戦闘機で──ある程度の多用途マルチロール性能も備えた機体なんだっけか。

　対航空機戦以外に、対地攻撃機として使えるのはもちろんだけど……ええと、ブロックⅡと呼ばれる機体からは、アクティブ電子走査アレイ式レーダーを搭載してて、電波の反射を元に写真みたいな画像を合成することも可能だとかなんとか……要するに地上施設の写真を撮る程度ならば、偵察機としても十分使える機体だったはず。うろ覚えだけど。

　いや、まあ、そんなことより──

「どうしてあんなものが……!?」

　と美埜里さんが叫ぶ通り、この異世界にあんなものが──あんなデカブツがどうして存在するのか。自衛隊ですら超空間通路が小さい関係で、分解したＬＡＶラブを持ち込んでこっちで組み立てるのが精々だっていうのに。
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　特にジェット戦闘機なんて代物、単体で持ち込んでもどうにもならない。整備だの何だのに大量の機材が必要になるし、燃料だって──というか本当になんであんなものが僕らの頭上を飛んでるんだ!?

「どうにかして自衛隊が持ち込んだ？」

「あり得ないわよ！　全部機材片付けて撤退準備している最中に。たとえ事情が変わって持ち込むにしても──自衛隊ならＦ‐２とかＦ‐４になるはず」

　まあそりゃそうか。

　自衛隊も、戦闘機を積むような空母こそ持っていないものの──ちょっと前に話題になったアレはあくまで『ヘリコプター搭載護衛艦』だしね──戦闘攻撃機の類たぐいは持っている。Ｆ‐２〈バイパーゼロ〉や、退役間近のＦ‐４〈ファントム〉なんかは、比較的多用途マルチロール性を持っていたはずで……とにかく、異世界に持ち込むなら、こっちが先であって、わざわざアメリカ軍からスパホなんか借りてこないだろう。

　確かオーストラリアかどこかも運用していたはずだけど、もちろん、最も数多く配備しているのは生産国であるアメリカだ。

　ということは──まさか。

「アメリカが異世界の存在に気づいた？　でも……」

　そんな兆候はなかったはずだ。

　だとしたら──

「…………！」

　僕達は顔を見合わせた。

　誰もが同じことを考えていただろう。

　テレジアの言っていた──『あちこちにその超空間通路ができたり、消えたり、なんてことも起こるかもしれない』という話。もしあれが、たとえば、洋上飛行中の戦闘機に対して起こったら？

　いや、それならまだしも……

「──古こ賀が沼ぬまです！　ご覧になりましたか？」

　僕達が呆ぼう然ぜんとしている間に、美み埜の里りさんは足下に置いていたブリーフケースから、無線機を取り出して駐屯地の方と連絡をとっていた。

「ええ、あれは間違いなく米軍機です。いったい何がどうなって……」

　ものすごい勢いで彼女は問うているけれど、どうやら、駐屯地の方でも事態を把握していないらしい。ということはやはり事故の類いなのか。

　このタイミングでこの事故。

　溶岩噴き出し中の火口や、深海に、あるいは原子炉の内部などに繫つながらなかっただけでも良かったと思うべきなのかもしれない。

　しかし──僕はどうにも悪い予感がして仕方なかった。
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「……つまり」

　腕を組んでテレジアさんがおっしゃいました。

「ニッポン人がやってくるまで、こっち側でも『穴』の存在には気づいてなかったわけか」

「そのように伺っております」

　私は彼女の前の卓にお茶のカップを差し出しながら言いました。

　お屋敷の居間で、私とテレジアさんはシンイチ様達のお帰りを待っています。

　テレジアさんへのさまざまな事情説明──というより、現在の神しん聖せいエルダント帝てい国こくやその周辺状況に関しては、まだ全部が終わったわけではないのですが、とりあえず学校での授業があるからと、シンイチ様達はお出かけになったのです。

　で──私はといえば、シンイチ様達がお留守の間、テレジアさんのお相手をするように仰おおせつかっていました。テレジアさんは魔章指輪がなくてもすでに私達の言葉を理解できるようで、私と直接話をするのにも特に支障はありません。

　ただ──テレジアさんは私やエルビアさん、それにブルークさん達の家族を少し苦手に感じておられるようでしたが。シンイチ様達と話しておられるときに比べると、若干、不機嫌というか苦しそうというか……そんな感じです。

　もともとテレジアさんは、私達亜人種を『びいおうゆうＢＯＵ』と呼んだりされますし、〈竜の巣〉では何百人もの亜人種を兵隊として使っていたそうですから……彼女が言うところの『野良のびいおうゆう』の私達に対して、どう接して良いのか分からないのかもしれません。

「となると、そのバハイラムの連中がうちのハンノウロを弄いじりだした頃から、チョウクウカンツウロが形成されていた可能性もあるんだよな、やっぱ」

「はぁ……」

　なにやら納得のご様子で頷うなずいておられるテレジアさんですが、私には彼女の言う言葉の半分も分かりません。彼女も私に理解を求めているというより、ご自分の頭の中を整理するために喋しやべっている、という感じでした。

「いろいろネットワークが断線してて処理能力が落ちてるが……一度、うちのコンピュータにエンザンさせてみるか？」

　そう言ってテレジアさんは目をつぶられます。

　なんでも、彼女はこうしていても、頭の片隅で〈竜の巣〉と──あの遠く離れたバハイラムの地下遺跡のからくりと繫つながっているらしく、その周囲を警備している亜人種兵士とも定期的に連絡がとれるとのこと。

　きっと、心の中で〈竜の巣〉の『こんぴゅうた』とやりとりをしておられるのでしょう。どうも、シンイチ様達がお仕事でお使いになられている計算機……『のーぱそ』などとは、規模というか格というか、そういうものが違う代物であるようですが。

「……まあいずれにせよ」

　テレジアさんは片目を開くと、私が彼女の前に置いた紅茶のカップに手を伸ばして、それを一口飲まれました。

「未来と過去が地続き、なんてのは明らかに無理がある。因果関係云うん々ぬん以前に、エネルギー保存のホウソクとかな。下手すりゃウチュウのネッテキシを早めかねない」

「……はぁ」

　ウチュウ。ネッテキシ。エネルギーというのは、力のことでしたか。

　何をおっしゃっているのかさっぱり分かりませんけれど、何か大変なことであるようです。

「安全のためにはやっぱり、ハンノウロの制御ログを解析して、ギャクイソウでエネルギーをぶつけるなり何なりして、一度、こっちとあっちの繫つながりを解消せにゃならんだろうなあ」

「それは──」

　思わず私は問うていました。

「やはり、この神しん聖せいエルダント帝てい国こくと、ニッポンが、二度と行き来できなくなるということなのでしょうか……？」

「……あ？」

　じろりとテレジアさんが私の方を睨にらまれます。

　問われも促されもしないのに私が口を挟んだことに怒っておられるのでしょうか。ですが私としてもその話はぼんやりと聞き流すことはできないのです。

「シンイチ様がもしニッポンに戻られた場合……私はもう二度とあの方にお会いできないのですか……？」

　情けない話ですが私の声は震えていました。

「お前──」

　テレジアさんはつかの間、驚いたご様子で、じっと私の顔をご覧になりました。

「そうか。そうだな。お前達は酔狂な奴やつらの作り出した実験種の末まつ裔えい、繁殖能力を与えられた『野良』だ……そりゃ恋をしても当然だな」

「え？　こ、恋とか、そんな──でも」

　私がシンイチ様をお慕いしているのは本当のことで。

　身分の違う者同士のその感情を『恋』と呼んで良いのかどうか……私には分からないのですが。

「……まあとりあえずチョウクウカンツウロは消滅するだろうな。そうなればニッポンとこちらを行き来する手段はなくなる。当然、会うことはできなくなる。ツウシンも無理だろう。意思疎通が──一切のジョウホウのやりとりができなくなる。つまり事実上、お前にとってシンイチは、死んだも同然になる」

　頭を搔かきながらテレジアさんはそうおっしゃいました。

「死……」

　その言葉の重さに私は目め眩まいを感じます。

「まあチョウクウカンツウロの消滅は変わらないが、問題はこれまでの過去と未来の接触によるエネルギーのヘンサで……これを解消するには……」

　などとまたテレジアさんは私には分からない言葉をたくさん呟つぶやかれていますが。

「シンイチ様……」

　やはりシンイチ様が、こちらの世界か、あちらの世界か、どちらかを選び、どちらかを捨てるという決断をせねばならないということは分かりました。

　シンイチ様はニッポンにお戻りになるのでしょうか。

　それとも──ニッポンの政府のご意向に背いてでも、こっちに残ってくださるのでしょうか。でもその場合、シンイチ様の御家族は……

「…………」

　考えれば考えるだけ困惑してしまいます。

　私はひどく悲しくなって、うつむいてしまい……

「──ん？」

　反対に、テレジアさんが何かに気づいたご様子で天井を見つめ、声を上げられました。

「なんだと？」

　叫ぶような驚きの声。

　顔を上げて彼女を見ると、自分の額に右手の人差し指を当てて首を傾かしげながら、誰かと話をしているようにしゃべっておられます。おそらく〈竜の巣〉にいる亜人種の兵達と連絡をとっておられるのでしょう。

「クウカンキドウ兵器？　コウクウキの類たぐいか？　データベースを照合しろ。俺のコードで許可を出す。過去のものから検索しろ──ニジュッセイキ末辺りからだ。あ？　なに？　──陸上にハンノウロ搭載の大型カンテイ？　ザショウ？」

　なにやら、テレジアさんの口調がものすごく尖とがってきたというか、緊迫したような感じになっているのですが、何かバハイラムの方であったのでしょうか。

　テレジアさんのこのご様子からして、かなり大変なことが起こっているようです。

　ひょっとしてまた、第三王都が火の海になったりしているのでしょうか。

　私が固かた唾ずを吞のんで様子を見守っていると──

「テレジア！」

　玄関の方からシンイチ様のお声が響いてきました。

　お帰りの予定時間よりほんの少し早いようですが──シンイチ様の方でも何かあったのでしょうか？　テレジアさんのお相手と、シンイチ様のお出迎え、どちらをどうするべきか、私が腰を浮かして躊ちゆう躇ちよしている間に、シンイチ様は居間まで走り込んでこられました。

「大変だ、テレジア、二十一世紀からジェットセントウキが時空転移タイムスリツプしてきて──」

「……ああ、シンイチ」

　テレジアさんは額に当てていた手を下ろしておっしゃいます。

「分かってる。こっちでも確認した」

「……え？」

　とシンイチ様が驚きのお顔で立たち竦すくまれました。

「バハイラム王国の第三王都の近くに、ゲンシリョククウボと思おぼしき大型カンテイがザショウしているという報告があった。〈ドラグーン〉を偵察に一体飛ばしてあるが、今のところ、得られたデータから察するに──シンイチ、お前達の時代の戦略兵器、甲板上のカンセキ番号から察するに、ニミッツ級ゲンシリョククウボ一番カン、〈ニミッツ〉だ」

「えっ……」

　シンイチ様が表情を強こわばらせて固まってしまわれました。

　ゲンシリョククウボとは何なのでしょうか。お二人のお話を聞いている限りでは、戦闘とか戦略という言葉が混じっていますし、何か、武器や兵器の名前であるようですが。

　シンイチ様はつかの間、目を丸くして固まっておられました。

　そして──

「ええええええええええええええ!?」

　シンイチ様の悲鳴みたいな叫びが、屋敷中に響き渡ったのは、次の瞬間でした。
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『バハイラムの方角から謎の空飛ぶ短剣が来た』

　という報は、早々に我が城にももたらされていた。

　目撃者のほとんどは、それが何なのかは分からず、しかしバハイラムの方角から来たことから、かの国の新兵器による侵攻なのではと考え、早々に官吏へ、そして我々へと報告が伝わってきたのである。もしバハイラムの侵攻なのだとしたら、一刻も早く対抗措置をとらねばならないからだ。

　だが……

「どう思う、ガリウス？」

　我がそう問うと重臣達の視線がガリウスに集まる。

「……バハイラムかどうかは正直、怪しいですな」

　我とガリウス、ザハール、そして魔法まで使って急ぎ招集された重臣達は、城の奥の会議所にて報告の検分を行っていた。円卓の上には城のお抱え絵師が、目撃者の話を──伝聞だが──元に描いたという『空飛ぶ短剣』の絵が広げられている。

　左右対称の、確かにそれは短剣にも似た形状だ。

　だが──

「例の第三王都の〈竜の巣〉を失ったばかりで、おそらくバハイラム内部、特に軍ではまだ混乱が収まってはおりますまい。まして傀く儡ぐつ竜りゆうならともかく、このような新兵器を造り、投入する余裕があるとはとても……」

「ガリウスもそう思うか」

　我も同意見だった。

　重臣達の間からも特に異論は出ない。

「それにこれは……」

　と眉をひそめてガリウスが続ける。

「シンイチ達が持ち込んだオタク作品の中にあった、アレに似ています。この形状、轟ごう音おんと共に飛ぶこと、どちらも非常に──」

「ヒコウキ、いや、セントウキだったか」

　我が言うと、ガリウス、そして重臣の一部も頷うなずいた。

　重臣達の中には我やガリウスと同様に、積極的にオタク作品を鑑賞しておった者が何人かいる。そしてセントウキ──戦闘機と呼ばれる空飛ぶ兵器がその中に出てくるのだ。

　漫画やアニメによると、その兵器は速きこと音の如ごとし、強きこと破は城じよう槌ついの如し、高きこと雲の如し、とすさまじい威力を誇るという。我が国にも魔法で飛ぶ兵器は幾つかあるが、飛ぶ際の速さや高さはまるで比較にならないようだ。

「言われてみれば『エ●ア88』の空飛ぶ兵器に似ておりますなあ」

　とザハールも言った。

「他のアニメにもいろいろとこの手の兵器が出てきておったように思います」

「たいていはやられ役でしたが……」

　と重臣達もそう言い添えてくる。

　確かに『ヒコウキ』が主役の漫画やアニメはともかく、他の作品では主人公や敵役の強さを強調するために、わらわら出てきてはあっさりやられる印象が強かったが。しかしそれはあくまで主人公の乗る超兵器や、怪獣と比較してのことであって、我が国の現状からすればそれは脅威以外の何物でもない。

「……間違いなく、チョウクウカンツウロの向こうの兵器じゃろうな」

「しかし陛下──」

　重臣の一人が首を傾かしげて異を唱えてくる。

「ジエータイは我が帝国より去るつもりで準備を進めているというではありませんか。そもそも今まで持ち込んでいなかったものを、改めて持ち込む意味がどこに？」

「そもそもジエータイのものなのか？　チョウクウカンツウロは我が方でも管理しているのだから、あんな大きなものが持ち込まれれば、分かりそうなものだが」

　そう。それが最大の疑問と言える。

　チョウクウカンツウロはたった一つで、広げることも縮めることも人の手ではできない。

　そしてそのこちら側の出口は我が国が、向こう側の出口はニッポンが押さえている。

　小さな部品にばらしてこちらに持ち込み、こちらで組み立てる──という方法もあるだろうが、それならそれで組み立てるのに時間と場所が必要になる。我が国から撤退するとして練兵場も駐屯地も縮小中のジエータイが、そんな真似をするとは思えなかった。

　だが……

「どうせ去るなら、奪い取れるものは奪い取って行く、と考えたのやも？」

「友邦ニッポンがそのようなことを？」

「忘れるな、当初、連中はシンイチ殿を介して我が国を侵略するつもりだったのだぞ」

「ですが最近は非常に協力的と──」

「強奪目的ならば、まず兵士や荷車を大量に持ち込むべきでありましょう」

「それは──」

「そもそも──」

　重臣達の間で意見が割れてまとまらない。

　だがそれも当然だろう。大まかな想像をすることはできても、我々が何か結論を下すには圧倒的に情報が足りない。

　となると──

「こちら側に我が帝国があり、隣にバハイラム、あるいは近隣にツェルベリクやその他の国々があるように、向こう側にもニッポン以外に他の国があると聞く。あるいは他の国の兵器であるやもしれん」

　我がそう告げると、重臣達のざわめきがやんだ。

「そして我らが知らぬだけで、他国にもチョウクウカンツウロがあったか、あるいは、できたか──そういうことも考えられよう」

「そ……それは……」

　重臣達は一様に言葉を失う。

　無論、彼らとてまったく考えなかったわけではなかろう。

　だがそれは──あまりに恐ろしく、できれば考えたくないと思っていたに違いない。

　我が国とニッポンは、シンイチという良くも悪くも破天荒な戯たわけ者もののおかげで──彼が侵略の初期にこちら側に付いてくれたおかげで、今は何とか、形だけでも良好な関係を築けている。

　だが他の国にチョウクウカンツウロが存在し、送り込まれてきたのが、文化侵略の大使ではなく、軍隊だったとしたら？　誰も彼もがシンイチのように、母国よりも侵略先の異国を守ろうとしてくれるわけではなかろう。

　チョウクウカンツウロについては、我々は何も知らない。

　それがどうやってできたのかも。

　つまりそれが、唯一であるという確証もなければ、必ず我らが知る場所に繫つながるという確証もない。遥はるか地の果てでチョウクウカンツウロが開き、そこから大量に異国の──それも強力無比な武器兵器を携えた軍隊がやってきたとしたら？

　考えるだに恐ろしい。

　我は、今までそのことに考えを巡らせなかった重臣達を、愚か者と[image: ]る気にはなれなかった。

「ここで我らが顔をつきあわせて議論を重ねてもおそらく答えは出まい。マトバはともかく、シンイチは信用できるであろう。まずは奴やつを呼べ。この手のことは奴に聞いてみるのがいちばん早い」

「──御意」

　我の言葉に、ガリウスが一礼して席を立った。
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　限界まで高められたエンジンの音が、飛行甲板フライトデツキの上に響き渡った。

　すでに前輪に牽引器シヤトルも装着され、ジェット・エンジンの噴射を遮るデフレクも起きている。いつでも発艦可能な状態だ。

「──ＧＯ！」

　轟ごう音おんに抗あらがうかの如ごとく、黄のジャケットを着たカタパルト・オフィサーが手を振る。

　次の瞬間、〈スーパーホーネット〉を牽けん引いんする蒸気カタパルトが猛烈な速度で作動し、機体を飛行甲板の外へと投射した。

　飛行甲板を離れると同時に機首を引き起こし、未開の空に舞い上がる〈スーパーホーネット〉。

〈ニミッツ〉の乗組員たる私達にとっては、何度も見慣れた光景なのだが、それでも機が艦を離れるその瞬間は緊張する。

　なんと言ってもここは我々の知らない世界、我々の常識が通用するかどうかも怪しい世界だ。物理法則が我々の知っているものと同じであるとも限らず、戦闘機がいきなり墜落してしまう可能性もあったのだから。

　これが四機目の発艦ということもあり、最初の一機の発艦よりは、多少安心して見ていられるのだが──

「あんなものが空を飛ぶ世界だからな」

　と──私は艦橋の窓から色や雲の存在だけは、我々の元いた世界と同様の空を見上げる。

　そこには、我らが艦載機の他に、異形の何かが飛んでいるのが視認できた。

　いや。私の記憶と視力が確かならそれは、かつて何度もＴＶアニメカートウーンやＳＦＸ映画で見た覚えのある代物だった。

　ドラゴン。本来、神話や伝説の領域に棲すまうはずの、幻想生物。

　それが我々の頭上を舞っている。我々の知る物理法則を嘲笑するかの如くに。

　最初にそれが目撃されてからすでに丸一日が経過しているが、その怪物は消えないし、乗組員の多くがそれを肉眼で確認している。撮影もされた。

　間違いなくアレはそこにいるのだ。

　しかも今、空を飛んでいる影は三つ……明らかに増えている。

「でたらめもいいところだ……」

　かつて地球上には、確かに巨大な、それこそ何メートルもの翼長を備えた爬は虫ちゆう類るいが存在していたという。確かプテラノドンといっただろうか。白亜紀に存在していたとされるその翼竜は、全開にした翼の端から端までで数メートルにも達したとか。

　だが、この翼竜は、化石から類推するに、筋肉量が小さく、実際の飛ひ翔しようではほとんど羽ばたかず、空気の流れに乗ってグライダーのように滑空して飛んでいたのだとされる。

　また筋肉が少なく、骨格もやたら細いのは、身を軽くするためで──実際には骨と皮のような姿だったのではないかと推測されているそうだ。

　つまり、ＴＶアニメやＳＦＸ映画に出てくるドラゴンのような、飛べば無敵、地上においても暴君竜テイラノサウルスの如く最強、などという生き物ではない。そんな生き物は存在し得ないのだ。生物学的に考えて。

　なのに、アレは、厳然と今、私達の頭上に存在している。

　遠くから見る限りでも分かる、相当な筋肉量を備え、威圧的な形状をしていることに加え……明らかに気流とは関係のない機動を何度も示している。

　そう。あの生き物は、ジェット戦闘機とまでは言わずとも、動力を備えたレシプロ機並みの飛び方ができるのだ。あの、図ずう体たいで。プロペラもジェット・エンジンも持たずに。

　いや、その身体の柔軟性から考えれば、航空機には不可能な、特異トリツキーな空戦機動ドツグフアイトも可能かもしれない。全身が生きたＦＢＷシステムのようなものだからだ。

「自分から近づいてこないのが幸いだが……」

　見るからに狩猟性肉食獣と思おぼしきその姿は、我々のような、非力で地を這はうしかできない猿の子孫からすれば脅威──というより天敵そのものだ。

　だが何を考えているのか、あるいは〈スーパーホーネット〉の出す轟ごう音おんに怯おびえているのか、あのドラゴンは我が〈ニミッツ〉の上を延々と旋回しているだけで、一定距離以上は近づいてこない。

　このため、我々もドラゴンは放置して、周辺の状況を探るために、〈スーパーホーネット〉を飛ばし情報収集に努めているのだ。

　結果として──分かってきたことが幾つかある。今、追加で〈スーパーホーネット〉を飛ばしているのは、それらの情報の確認をするためだった。

　すなわち──

「ダグラス大尉、これを」

　部下の一人が近づいてきて、クリップボードに束ねられた紙束を渡してくる。

　そこに記されているのは、急きゆう遽きよ作成された地図、それにこの異世界において、確認された人類と思しき知的生命体と、その文明の産物と思しき街や村の空撮写真だった。

　これを見る限り、どうやら我々の周囲には、いくつかの共同体が……街や村、あるいは国家と思しきものが存在しており、中世から近世に近い文明が確立されているのが分かる。

　石畳の街路を整えた都市の中を、馬や牛のように大型の鳥や、蜥蜴とかげに引かせた荷車が移動している写真もあった。

　人間らしき者はいるようだが、同時に、直立歩行する爬は虫ちゆう類るいのような存在も確認されている。

　これもまるでＴＶアニメカートウーンやＳＦＸ映画の世界のようだ。新作映画の宣伝資料だと言われたら信じてしまったかもしれない。その方がこれを自分達が直面すべき現実と認めるより、数万倍マシだからだ。

　これでさらに、光る剣だの、四足歩行する戦車だのが出てくれば、ほとんど『スター・ウォ●ズ』の世界である。そういえば、次の休暇には七歳の息子と一緒に『最後のジェダイ』を観みに行く約束をしていたのだが……許してくれ愛いとしい息子よ、パパはしばらく家に帰れそうにない。

「一四〇〇より、艦長が例の作戦について最終の打ち合わせブリーフイングをするので、偵察任務遂行中の〈ブラックナイツ〉をのぞき、士官は全員、メインデッキに集合するように──と」

「了解した、ありがとう」

　私は部下に頷うなずくと、メインデッキに向かって歩き出した。

　どうやら艦長は決断を下したらしい。この状況下で士官を全員招集するということは、そういうことだろう。

　我が〈ニミッツ〉が本来の戦闘能力を発揮できる時間は、そう長くない。

　そして我々には現状、元の世界に帰るための方策がない。

　今後、帰還の道を探るにせよ、この世界で生きていくための道を探るせよ、我々は身の安全を確保するために、この世界の連中に知らしめておく必要がある──我々を敵に回せばどれだけ洒しや落れにならないかということを。

　すでに──我々は〈ニミッツ〉に向けて、行軍中と思おぼしき集団を多数確認している。まさか彼らは親善をはかるために、槍やりやら剣やらを携えてやってくるわけでもあるまい。

　ならば──

「しかし本当、なぜいつも〈ニミッツ〉ばかりが、こんな非常識な目に遭うのやら」

「『ファイナ●・カウントダウン』は映画です、大尉」

　脇を歩く部下が苦笑してそう提言してくる。

「……そうだったな」

　私も苦笑を返すと、歩きながら改めて、できたばかりの地図を眺めた。
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　エルダント城に幾つかある謁見の間──その一つ。

　重臣達を全員揃そろえ、時には近衛騎士達をずらりと勢揃いさせて皇こう帝てい陛下が下々の者達と顔を合わせる大広間。

　そこは多くの場合に公的な式典やら、外国の特使なんかを迎える場所でもあるわけで、どこかの大聖堂のように、非常に広く、天井も高く……当然、壁なんかもやたらに大きい。

　今、その謁見の間を成す壁の一面に──とんでもないものが映し出されていた。

　灰色の巨大な構造物。

　左右非対称でかなり歪いびつな輪郭をしているけれど……それを踏まえたうえでも、それはおおむねテーブルに似ていると言えた。平たい『天板』の上に幾つものモノを載せるという使い方も同様だ。機能が形状に現れるとでも言おうか。ただし僕らが家の中で使うテーブルに比べて何百、いや何千、何万倍もでかい代物だけれど。

「……ゲンシリョククウボ…………？」

　玉座に座るペトラルカが首を傾かしげてそう呟つぶやくのも当然だった。

　それはこっちの世界では存在しないはずの、概念すらないはずの、戦略兵器だったからだ。

　けれども──

「そういえば、『沈黙●艦隊』で見たような」

「あー…………」

　そういえばこっちに持ち込んだ漫画の中にそれもあった。

　でもって、原子力潜水艦対原子力空母、みたいな話がその漫画の中で描かれた回もあったような気がする。もちろん、そこではどっちも海の上での話で、今回の〈ニミッツ〉のように、いきなり荒野の渓谷部に原子力空母がどでんと存在しているような、無茶苦茶な場面ではなかったのだけれど。

「確か水の上に浮かべて使う、城のような船だったはずだが？」

「御ご賢けん察さつ。その通りだよ」

　と僕は言った。

　ちなみに……くだんの、バハイラム領内に座ざ礁しよう──というか何というか──している原子力空母〈ニミッツ〉の映像は、僕達に同行してくれたテレジアが映し出しているものだ。彼女は通信回線経由で、第三王都に残してきたＢＯＵ達と情報のやりとりができるそうで、偵察用に放ったドラゴンの見た映像を、そのまま記録して転送したらしい。

　これを魔法で──一般には魔力だの精霊などと呼ばれている超ナ微ノ細マ機シ械ン群に命じて、擬似的な映像投射機プロジエクタを形成させ、謁見の間の壁に映し出しているのだ。

「こういう映像も捉えた」

　と言って、テレジアが壁の映像を切り替える。

　すると猛烈な速度で空間を切り裂いて飛び去るジェット戦闘機──〈スーパーホーネット〉の姿がそこに映し出された。

　居並ぶ重臣達が、その姿を見てどよめく。

　座礁したままその場を動かない原子力空母は彼らにとって『変な形の城』に見えるだけだろうが、実際に大空を飛んでいくジェット戦闘機の存在は、彼らをかなり驚かせたようだった。比較的、低空飛行をしているせいで、映像の中に地面が映っており……ジェット戦闘機がどれほどの速度で飛んでいるのか、よく分かるのだ。

「……エルダントで目撃された『空飛ぶ短剣』というのはこれであろうの」

　とどよめきが収まるのを待ってペトラルカが言った。

「僕らも見たよ。確かにこれだった」

「で──シンイチよ」

　玉座からわずかに身を乗り出しながらペトラルカが問うてくる。

「これはいったいどうしたことだ？　ニッポンは我が帝国から撤退するのではなかったのか？　なのにこんなものを持ち込んで、何をする気じゃ？」

　彼女の翡ひ翠すい色いろの瞳が僕の顔をじっと覗のぞき込こむ。

　噓うそは許さないぞ、包み隠さずこの場ですべてを話せ──ということだろう。

「違う違う、これそもそも日本の兵器じゃないよ。こんなの日本は持ってない」

　僕は慌ててそう釈明した。

「ペトラルカ達も知ってるだろうけど、あっちの世界には日本の他にも幾つもの国があるんだ。その中の一つ、アメリカが持ってる兵器だよこれ。ほら、ええと──ペトラルカ達が日本に行ったときに、アキバから、僕らをさらおうとしていた……」

「ああ、あ奴やつらか……」

　と納得の表情でペトラルカは頷うなずいた。

「しかしシンイチ──」

　とペトラルカの脇でガリウスが発言する。

「あちらとこちらは、例のチョウクウカンツウロを介してしか、行き来できないのではなかったか？」

　他の重臣達の視線が僕に集中する。

　ガリウスと彼らの表情を見て僕は察した。彼らは別に日本の持ち込んだ兵器だとは思っていなかったのだ。ペトラルカの問いは念のための確認で──本当に彼らが気にしているのはこちらの問いだ。

　すなわち超空間通路は唯一無二ではなかったのか、と。

「そのはず、だったんだけど……ね」

　僕は顔をしかめて言った。

「この間も言ったでしょ、超空間通路が不安定になってるって。おかげである日突然、思ってもみなかった場所と場所が繫つながったりすることがあるみたいで……今回のこれは、そういう事故みたいなんだよ」

「事故……」

　と重臣達が顔を見合わせる。

　まあ、いきなり事故だ、偶然の結果だ、とか言われてもそうそう納得はしにくいだろうけども……

「そもそも、こちらとあちらが繫がったことそのものが、事故のようなものでな」

　と割り込んで言うのは、テレジアである。

　彼女のことは一応、〈竜の巣〉の一件で報告済みだし、ガリウスは直じかに会っているのだけれど、明らかに場違いというか、衣装はもちろん、胸に光る『部品』も含めて、重臣達には奇異に映るのだろう。さきほどから彼らは胡う乱ろんなものを見る目で彼女を見ている。

　もっともテレジアはまるで気にした様子がないけれど。

「現在、こちらのコンピュータを使って分析させているが、ほぼ間違いねえな。バハイラムとかいう国の連中が好き勝手にうちの反応炉を弄いじった結果、過剰に放出されたエネルギーが、偶然、放棄されていた新型ステルスの実験機材に流れ込み、これを制御もしないまま起動させちまったと──そういうこったよ」

「細かい部分は今ひとつ理解しがたいが……つまり、もともと神しん聖せいエルダント帝てい国こくがニッポンと繫つながったことそのものが、バハイラムの暴挙が生み出した偶然の結果だと？」

「そうなるな」

　ガリウスの問いにテレジアは頷うなずいた。

「ということは、例の〈竜の巣〉のそのハンノウロとやらを止めたから……？」

「いや、そりゃ直接の原因ではねえだろな。幸か不幸か、今までは日本、エルダント間の超空間通路を形成するという形で安定していたわけだが、バハイラムの連中がさらに弄くった結果、暴走が激化し、反応炉の放出するエネルギーが増えて、実験機材が不安定化……超空間通路として消費しきれなくなってきたんだろうぜ」

「ふうむ……？」

　と顔をしかめるガリウス達。

　まあさすがに、ここまでややこしいＳＦめいた話になってくると、ガリウス達には理解するのは難しいだろう。正直、僕もちょっと怪しい。

　ともあれ……

「周辺を〈ドラグーン〉を飛ばして調べさせたが……今回も、この原子力空母をこっちの世界に引っ張り込んだ超空間通路はもう消滅している。というか消滅していなければ、他の艦船も引きずり込まれていただろうし、延々と海水が流れ込んできて、辺り一面水浸しだったろうな」

　空母……航空母艦という軍艦は、単体で行動しない。

　もともと巨大であるがゆえに、軍艦としては航行速度が遅い部類で──航空機や、潜水艦、駆逐艦といった機動性の高い兵器に目をつけられて、袋だたきに遭ってしまう可能性が高いのだ。だから空母は自分を守ってくれるイージス艦だのミサイル駆逐艦だのと一緒に、『空母打撃群』と呼ばれる艦隊を作って行動していることがほとんどだ。

　つまり今回の超空間通路は……ごく狭い範囲、短い時間だけ発生したということになる。

『次』があるのかないのかは分からないけれど、まずは大災害に至らず幸いだった──という他ない。

　ただし──

「何にしてもこれはまずいよ。すごくまずい」

　と僕は言った。

「まずいのか？　事故なのであろう？」

　とペトラルカは首を傾かしげる。

　まあ確かに、この〈ニミッツ〉は、別に神しん聖せいエルダント帝てい国こくを侵略するために二十一世紀から時空転移タイムスリツプしてきた──わけではない。全然ない。単に、突発的に発生した超空間通路に飲み込まれてこっちに漂着しただけのことであるが。

「それがお約束なんだよ！」

　僕は拳を握りしめて力説した。

「あの、ちょっと、慎しん一いち君？」

　とさすがに美み埜の里りさんがびっくりしたように声を掛けてくるけれど、構わず僕は続けた。

「現代兵器がファンタジーな異世界に転移──もしくは時間転移すると、そこで無双するのがお約束なの！　『ファイナル・カウントダ●ン』とか！　『戦国●衛隊』とか！　『ＧＡＴ●』とか！　『ドラゴ●・ハリアー』とか！」

　正直、くだんの〈ニミッツ〉の乗組員達が何を考えているのか僕には分からない。

　けれど彼らは事故でこちらに来てしまい──帰る手段がない。ないと思っているだろう。神聖エルダント帝国の領土内に、実は二十一世紀の日本と繫つながっている通路があるんですよ、などという話を彼らは知らないはずだ。

　で──彼らは状況を把握するために、偵察に搭載機を飛ばして周囲を確認、ここが自分達の元いた世界でないと知った。

　では次に彼らは、何を考えるだろうか。

　原子力空母といっても、無限の戦闘能力を持っているわけじゃない。

　原子炉はともかく、補給を受けられない以上、航空機の燃料は早々に底をつくだろうし、弾薬の類たぐいも同様だ。ならば自分達に戦う力が残ってるうちに──といろいろ危なっかしいことを考えてもおかしくはないのだ。

　実際、僕が挙げたその手の作品は皆、そーゆー結果になってるわけで。エンタメ作品だから面白く派手にするために作者がそうしているだけとも言えるけど……

　とにかく。

　僕達が日本に帰るとか帰らないとかいう次元の話ではない。

　こんなものがこの異世界で、地球の八割を焼き払えるというその戦闘能力を解放してドンパチでもやらかした日には──それこそ、時空の因果関係が修復不能なくらいに破綻しかねないだろう。

「ならばどう対処せよと？」

　困惑するエルダント勢を代表してペトラルカが尋ねてきた。

　まあそうなるよね。

　僕は僕で焦りつつも灰色の脳細胞を[image: ]しつ咤たして案を組み立てていく。

　ええと。ええと。戦闘というものはたいていの場合に、最後の解決手段だ。戦争も『起こす』なんていう表現を使うことが多いけど、実際にはそれ以前の外交手段が一通り出尽くして、それらが上手くいかなかった場合に、仕方なく『起きる』ものだ。

　殺し合いなんて本来、誰だってしたくない。

　ならば──

「とりあえず、彼らがやけになって暴れ出す前に、誰かが行って事情というか状況を説明してあげないと……！」

　まずは話し合いからだ。

　何とか彼らと意思の疎通ができれば、それで無用の戦闘は避けられるはず。

「誰かというのは？」

　と今度はガリウスが問うてくる。

「僕達〈アミュテック〉の人間か、あるいは自衛隊の人達か……」

　あ、でも今、自衛隊の人達って撤収作業でこっちとあっちを行ったり来たりしてて、何人こっちに残っているのか分からない。

「とにかく、同じ二十一世紀から来た人間が行って無茶をしないように説得しないと」

「バハイラム領に行ってか？」

「……あ」

　そこでようやく僕は気づいた。

　そうだ。バハイラム。〈ニミッツ〉がいるのはエルダントじゃないのだ。

　非公式にはわりと何度も出入りしているわけだけど、神しん聖せいエルダント帝てい国こくの客分という立場にある僕達からすれば、バハイラムは敵国にあたる。そしてそれはバハイラムの側から見ても同様だろう。

　つまり敵勢力である僕らは、正規の方法でバハイラムに入るわけにはいかないし、強引に侵入したら侵入したで、〈ニミッツ〉の乗員と接触する前に、バハイラム軍に襲われる可能性が高いわけで。そうなれば事情の説明どころの話じゃない。

　まして先の〈竜の巣〉の一件で、バハイラム軍は神経を尖とがらせているはずだ。

　エルダントの側から侵入しようものなら、それこそ、全力で叩たたきに来るだろう。

「うあー……」

　どうするべきか。

　どうすれば最悪の事態を避けられるか。

　この期に及んで生じたこの難題に──僕は頭を抱えた。





[image: ]






　たいていの場合──異世界からの緊急連絡というのは悪い報しらせだ。

　あの加か納のう慎しん一いち君という問題児が〈アミュテック〉の支配人に据えられている時点で、ある程度の覚悟はしているのだけれど、いつもその覚悟を斜め上で上回る問題が発生してくる。このため、日本政府のお偉方にこれを報告せねばならない私としては、毎度毎度、胃が痛いわけだが──

「このややこしいときに……！」

　と首相は肘掛け椅子に深々と身を沈めながら、天井を仰いで嘆息した。

　報告を受ける側も、やはり胃が痛いらしい。

　まあ当然と言えば当然だ。ただでさえ群発地震のせいで国内はゴタゴタしているうえに、中国だのアメリカだのロシアだのが、災害支援を名目に軍を日本に上陸させたがってうずうずしているのだ。

　地震はかつてない頻度と規模であるため、災害救助に関して自衛隊では手が足りていないのは明白で、これを断ると国内から──特に野党から突き上げを食らう。

　その一方で中国籍民間船舶が『好機！』とばかりにあちこちに出没し、漁場を荒らすわ、現地の巡視船や日本の漁師と衝突するわ……

　首相ともなれば、地下鉄の初乗り料金の金額を知らないとか、ホテルでお値段高めのカツカレーを食べるだけで野党やマスコミに『庶民感覚がない』と叩たたかれる立場であるわけで、災害支援に関しての判断を誤れば、どんな首相叩きが発生するか、分かったものではない。

　しかも──

「時空の因果律だったか？　その危険性を指摘されて、断腸の思いでエルダントからの撤収を命じてみれば──よりにもよってアメリカ軍の原子力空母!?」

　椅子に座ったまま、首相は天井に向かって吠ほえるように言った。

　すでに異世界が我々の世界の遥はるか未来である可能性については、首相にも報告され、識者からの意見で超空間通路を通じての干渉は可能な限り控えるべき、できれば何らかの方法で超空間通路を完全閉鎖してしまうのが望ましい──という意見が提出されていた。

　最悪の場合、世界が滅びかねないということで、安全のため、自衛隊や〈アミュテック〉の人員と資材をすべて引き上げる──という閣議決定がなされ、自衛隊の機材資材と人員を順次撤収させている最中に、この報告である。

　首相でなくとも天を仰いで吠えたくもなろう。

　さらに言えば……そもそも、異世界の存在を、アメリカは知らない。

　知らなかったのだ。我が国が秘密にしてきたから。

　だが富士の樹海に何かある──という程度にはアメリカも気がついていたようで、何度もちょっかいを出されていた。慎しん一いち君が日本に里帰りしたときには、彼が秘密の鍵を握る人物だと判断して、これを連れ去ろうとまでしてきた。

　さらに言えば、程度の差こそあれ中国やロシアも気づいているだろう。

　だからこそ、災害支援にかこつけて、軍隊を送り込む機を窺うかがっているのだ。

　そして……現在、格差と不況にあえぐ『世界の巨人』アメリカは、儲もうけ話ばなしに血眼になっている。異世界の存在を知れば、是が非でもそこから得られる利益をなんだかんだと理由を付けてかっさらおうとしてくるはずだ。

　この状況で、日本側からアメリカへ異世界を含めた事情説明ができるかどうか、そして、できたとしても、それをアメリカが信用するかどうか。

　悩ましいところだ。

　しかし──

「事は外交問題だけに留とどまりません」

　より首相を悩ませるのは分かっていたが、私としては言わざるを得ない。

「今回は海の上の空母が転移したというだけで済みましたが──」

「『空母だけ』？　『だけ』といったか、的まと場ばくん？」

「はい、首相。空母だけ、です。今後、時空転移タイムスリツプがどんな規模で、どんな範囲で、どんな頻度で、どこに生じるかも、分からないのです。最悪の場合、都市が丸ごと異世界に転移するとか、原子炉の中に異世界への通路が生じるとか、某ぼう国こくのミサイル基地が丸ごと異世界に転移するという可能性も──ゼロではありません」

「～～～～～ッ！」

　首相は頭をかいて呻うめく。

「学者の先生達も、超空間通路の封鎖方法をいろいろと検討しておられますが、なにぶん、前例のないことなので確実と言える方法はこちらにはなく、方法を確立するまでに時間が足りません。しかし異世界に転移した者達が、万が一にも軍事行動などに出てしまえば──時空の因果の破綻はそれだけ早まり、あるいは、規模が拡大する可能性も」

「難しいことはさておき、まずはくだんの空母をどうするかだろう」

　首相はいらだたしげに私の言葉を遮って言った。

「おっしゃるとおりで」

「報告を見る限り、空母を異世界に運んだ超空間通路はもう閉じている可能性が高いのだな。とすると、空母そのものはこちらに戻すのは不可能か」

「時空転移を制御する方法でも見つからない限りは」

「ならば現実的には、アメリカ兵に空母を放棄させて、我々の押さえている超空間通路から撤収させるしかないわけだな」

「はい。そうなります」

　異世界側に放棄されたままの空母の存在が、時空間にどう影響を与えるかは分からないが──さすがにそれは今の日本にはどうにもできない。

「アメリカ兵はそれを吞のむかな」

「分かりません。しかしいかに原子力空母といえど、無限に稼働できるものではありませんし、何より、今は陸の上──陸おかに上がった魚同然です。自力移動はできませんし、何より、海水がないと──」

「海水がないと？」

　眉をひそめて首相が先を促してくる。

「原子炉の冷却ができないですから」

「──！」

　そう。たいていの原子炉が、海沿いや、川沿いにあるのは冷却水を確保しやすいからだ。

　その意味で原子炉を大型艦船に積むのは理にかなっている。少なくとも冷却水の調達に困ることだけはないからだ。

　しかし──今、〈ニミッツ〉は荒野に陸揚げされた状態である。

　原子炉がいつまで保もつか。さすがに軍艦である以上、安全停止させるための機構は幾つも存在しているはずだが──〈ニミッツ〉の戦闘能力は、わりと早い段階で、原子炉の停止と共に消滅する可能性が高い。電力が得られなければ、航空管制はもちろん、蒸気カタパルトや各種機材の制御もままならないだろう。その主戦力たる戦闘機の離発着もできなくなってしまう。精々、搭載しているヘリコプターが動かせる程度か。

　もちろん、異世界にとっては、それだけでも十分な脅威だろうが──

「寄よる辺べなき異世界に放り出された、と考えた〈ニミッツ〉の乗員達が、暴挙に出ないことを祈るばかりですが──」

　もし私が彼らの立場なら……自分達がまだ戦えるうちに可能な限り広い範囲を制圧し、生きていくための物資や土地を確保しようと考えるだろう。知性のある人間が相手なら、自分達の持つ力の大きさを見せつけ、恐怖によって相手を支配することは可能だ。

　さすがにいきなり環境汚染を伴う核兵器を使うとは思えないが、下手にエルダントやバハイラムの軍隊と衝突するようなことになれば──

「やはりアメリカに知らせるべきか。知らせて、海軍司令部と連絡をとらせ、迂う闊かつな行動を制止する？」

「それが最善策であるはずですが、異世界の存在を知ったアメリカがどういう行動に出るか──」

　ある意味で宝の山とも言える異世界を、アメリカが手放すだろうか。

　あちらは実は異世界ではなく、未来の世界で、迂う闊かつに干渉するとお互いの世界が危ないという話に──どれだけの説得力があるか。それをアメリカが受け入れるかどうか。

　我々ですら未いまだに信じきれず、迷いを抱えているというのに。

「…………」

　首相が長々と溜ため息いきをつく。

　急ぎの案件と分かっているが、しばらく結論は出そうになかった。





第三章　楽園まであとどれくらい？







　それが何なのか──我々はまったく理解していなかった。

　理解しろという方が無茶だとも言えるだろう。

　我々のありとあらゆる常識を超越して突然そこに現れた巨大な『城』。いや、それが本当に城塞なのかどうかすら怪しい。我々がそれを言い表すのに、他にふさわしい言葉を知らないというだけなのだから。

　上に行くに従って広がる形、真っ平らな屋根、端にぽつんと突き出た塔。

　地面に立ってそれを見上げると、かなりの距離があるというのに、のしかかられているかのような圧迫感を覚える。

　そしてその平たい屋根の上には巨大な短剣のような何かが幾つも並んでいて──しかもそれが時折、猛烈な咆ほう哮こうを放って飛んでいく。

　あれはいったい何なのか。

　空を飛ぶ兵力という意味では、我が方にも傀く儡ぐつ竜りゆうが存在するが、見たところ、空を飛ぶ速さがまるで違う。その分、傀く儡ぐつ竜りゆうのような小回りは利かないようだったが。

「おそらくはエルダントの仕業なのだろう。ドワーフの秘術か何かを用いて作り上げたのやもしれぬ。あの巨大な空飛ぶ短剣は、例のニッポンとかいう穴の向こうの国から手に入れたのかも。いずれにせよ放置はできぬ」

　それが我がバハイラム東方軍団の結論だった。

　私──ジジレア・ハーナイマンは少々、その結論は強引に過ぎる気もした。

　だが、私の所属する東方第二軍は、先日の『第三王都炎上事件』において、最重要機密施設である〈竜の巣〉の奪還に失敗したことから、発言力を大きく減じており、他の軍の長に何か意見できるような状況でもなかった。

　確かにドワーフ達の建築技術は素晴らしい──我が国も国外からドワーフの工匠達を招いてさまざまな家屋を作らせてきた。

　だがいかに彼らといえども、一日やそこらで、あんな巨大な異形の物体を、荒野のど真ん中に出現させるのは不可能だろう。無から有を生み出すことはできない。いかにドワーフ達の魔法と技術でも建築物を作り上げるには資材が必要だし、最低限の工期も必要だ。

　一部の者は、魔法で作り上げられた幻影ではないかと疑っているようだが……魔法使い達によると魔力が使われている形跡はなく、荒野を流れる風を読めば、そこに巨大な物体が存在しているのは間違いないと分かる。

　嫌な予感がする。

「ハーナイマン」

「──は」

　名を呼ばれて私が振り返ると──岩山の陰に幾つか設置された天幕の一つから、我が上役たる東方第二軍を指揮する将軍が出てきたところだった。

「エレアマチ族の連中はどうなっている？」

「さきほど、第一班が戻ってきました。第二班もほどなくして戻るかと」

　と私は答える。

　エレアマチ族──リザードマンの中の変わり種、隠おん密みつ行動に長たけた能力を備えた連中である。体表の色を自由自在に、それもかなりの速度で変化させることができるため、周囲の景色に溶け込んでしまえる。

　この特性を利用して、彼らは密偵として、あるいは暗殺者として軍の各所で重宝されているのである。そして私の部下にはこのエレアマチ族の一隊が配されており──あの謎の城についての情報収集のために、二つの班に分けて派遣したのだ。

　ただ──

「しかし中には忍び込めなかったようで」

「無理があったか、やはり」

　と将軍は顔をしかめて言った。

「申し訳ございません。あの形では──いかにエレアマチ族といえど」

　と私は上に向かうに従って大きくなるその城を見て言った。

　ただ垂直に切り立っているだけならまだしも、緩やかな曲線を描いて、のしかかるように広がるその側壁は、およそ登るのには向かない。しかも窓らしい窓もなく、登るための手がかりもなく、楔くさびを打ち込もうにもどうやら側壁は鋼でできているらしくて、上手くいかない──と、エレアマチ族ですら、難儀する代物であったようだ。

　中にいるのがどんな連中なのか、事を構える前に知っておきたい、という将軍の意向で情報収集をさせてみたものの……おそらく、第二班も手がかりなしで戻ってくるだろう。

「難儀な話よな」

「はっ……」

「〈竜の巣〉のこともある。わけの分からぬものにわけが分からぬまま手を出すと、痛い目を見るのだがな。他の将軍達にそれを言うと、臆病者と誹そしられたわ」

　と将軍は指先で口くち髭ひげを撫なでながら苦笑した。

「将軍を相手に『臆病者』ですか？」

　私が知る限り、この上官は、バハイラム軍でも指折りの武闘派──二本足で歩く前に、剣をついて立ち上がったのではないかと思うくらいの、生粋の軍人であるはずなのだが。もし死に方を選べるのならば、ベッドの上で死ぬよりも戦場で討ち死にする方を躊ちゆう躇ちよなく選ぶ人物である。

「まあ、彼らの気持ちも分からないではないがな。エルダントとはここしばらくは大きな会戦もなかったゆえ、戦功を立てる機会もなかった。苛いら立だっておるのだろうよ、先日の我ら同様にな」

「…………」

　私としては何も言えない。将軍の言うとおりだ。

　もともと第三王都奪還には我らが東方第二軍以外にも第一、第三、そして第五軍が支援役として参加するはずだった。だが彼らの到着が遅れていたこと、第三王都の状況がかなり切迫したものであったことから、我ら第二軍は援軍の到着を待たずして奪還作戦を開始した。

　その結果、幾つかの予想外の出来事に直面し、奪還作戦は失敗。

　東方第二軍を指揮する将軍の面目は丸潰れ、第一、第三、第五の将軍はここぞとばかりに第二軍を罵った。

　我が上官の言うように、ここしばらくは大きな会戦がなかったことから、我々も功を焦っていたのである。腐敗していた軍上層部の刷新が行われた直後ということもあり、新たな編制で実績を積み、戦功を誇示したいのはどの軍団や部隊でも同じだ。

「我が第二軍は後方待機。第一、第三、第五軍は、アレを包囲して攻め落とすつもりであるようだな。傀く儡ぐつ竜りゆうの準備をさせておる」

「やはりそうなりますか……」

　傀儡竜で兵を運んで下ろす──それが最も現実的な攻略法だろう。幸い屋根にあたる部分は平たいようだし、兵を下ろす場所は幾らでもあるはずだ。

「さすがにもう日が暮れる。正体不明の敵が相手ではいきなり夜戦というわけにもいくまい。明日の日の出を待って──」




　──雷鳴が轟とどろいた。




「──なに!?」

「魔法攻撃!?」

　私と将軍は慌ててくだんの城の方を見る。

　すると──夕暮れ時の暗くなりつつある風景の中、城の屋根の上で、光が瞬くのが見えた。それと同時にさらに雷鳴が何度か。いや、あれは雷鳴ではない。

　魔法か、それに類する攻撃だ。

　そして──

「ハーナイマン銅佐！」

　私の名前を呼びながら部下の一人が駆け寄ってくる。

「第二班のエレアマチ族が──」

「どうした？」

「あの城の兵の攻撃を受けて、負傷したようです」

「……！」

　しまった。

　エレアマチ族を斥せつ候こうに出したのが、間違いだったか？

　おそらく、エレアマチ族に気づいた城の兵達が、あの雷鳴みたいな音を出す魔法か、それに類する武器で、攻撃したのだ。その攻撃で直接負傷したのか、それとも、単にあの城の側壁から落ちたのが怪け我がの原因かまでは分からなかったが。

　我々の陣がにわかに騒がしくなる。

　そして──

「全隊！　戦闘用意！」

　天幕から駆け出しながら、将軍達が口々に叫ぶのが聞こえる。

　待機していた兵達が、立ち上がり、隊列を組もうと走り出す。

　その中で──

「思ったよりも早くこうなったか……」

「……私も隊を整え、第二班を回収に向かいます」

　将軍に一礼すると、私はエレアマチ族を含め自分の部下達に命令を下すべく、走り出した。
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　その報告は僕らがちょうど──謁見の間から帰ろうとしていたときに来た。

「……始まった」

　ふと立ち止まったテレジアが人差し指を自分の頭に当てながら言った。

「始まったって──」

「お前が言ってたことだろうがよ」

　とテレジアが忌いま々いましそうに言う。

「〈ニミッツ〉と現地の──バハイラムの軍隊が交戦状態に入った」

「──!!」

　その場にいた全員が愕がく然ぜんとして身を強こわばらせた。

「どういうことじゃ？　何故それが汝なんじに分かる？」

「最初に説明したと思うが、俺は通信回線で施設と──お前らの言うところの〈竜の巣〉と繫つながってる。そこに残ってるＢＯＵ、要するに俺の指揮下にある兵士から、連絡があった。幸か不幸か、まだ全面戦争状態ではないようだがな」

　とテレジアは顔をしかめてそう教えてくれた。

　彼女によると、偵察用に飛ばしているドラゴン・タイプのＢＯＵが、銃声を確認したらしい。細かいことは分からないけれど、睨にらみ合あいでしびれをきらした〈ニミッツ〉側の兵士が発砲したか、さもなくば、バハイラム側が何か挑発をしたかだ。

　幸い──〈ニミッツ〉側もバハイラム側も、お互いの戦力を推し量りかねている部分があるらしく、距離を置いて銃だの魔法だのを散発的に撃ち合っている状態らしい。少なくとも〈ニミッツ〉はまだ戦闘攻撃機での対地攻撃には踏み切っていないらしい。

　しかし……このままじゃ間違いなく戦闘はエスカレートする。

「〈ニミッツ〉側は戦える時間が限られているからな」

　とテレジアが言った。

「〈ニミッツ〉の反応炉は──原子炉は冷却に海水を使ってたはずだ。だから陸にいる今、原子炉が暴走を始めるのは時間の問題だろう。当然、〈ニミッツ〉側は原子炉を止めざるを得ない。しかしそうなると、ほとんどの兵装が動かせなくなるから、〈ニミッツ〉の軍事力的な優位性は失われる」

「……じゃあ」

「しかも小規模とはいえ戦闘が始まっちまった以上、バハイラム側と『話し合いをしましょう』ってことにはならねえだろ。自分達が戦えるうちに、危険な敵性勢力は滅ぼしておきたいって思うのが人情だ」

　そう言ってテレジアは肩を竦すくめる。

　要するに〈ニミッツ〉が搭載する戦闘機やヘリで空からバハイラム軍を攻撃し始めるのは時間の問題なのだ。むしろ今現在、それをしていないのは、単に、対地攻撃用の武装を用意しているからだとも考えられる。

「まずいよ、まずい、なんとかしないと！」

　と僕は叫んで周囲を見回すけれど……誰もが渋い表情をしていた。

「とはいえ、我が国内のことであれば、いかようにも対処できようが……バハイラム領のことじゃからな……」

　と玉座の上でペトラルカは悩ましげに首を傾かしげた。

「先日の〈竜の巣〉の一件でも、強引に過ぎると周辺諸国から苦情が舞い込んでおる」

「うっ…………」

　ペトラルカが言ってるのは、〈竜の巣〉の僕らに、『禁忌の鎧よろい』を届けるために、〈フェイドラ〉部隊が強引にバハイラム領に──それも第三王都の中にまで、侵入してしまったことだった。あれはどうしても大惨事を防ぐために必要なことだったとはいえ、細かい事情を知らないバハイラムや周辺諸国は、エルダント側の侵略行為、挑発行為にしか見えないだろう。

「迂う闊かつに我らが軍を動かせば、いらぬ勘ぐりを受けるだけでなく、場合によってはその〈ニミッツ〉とやらに援軍を差し向けたととられる可能性が高い」

　と言うのは、ペトラルカの横に立っているガリウスである。

「それは……」

　確かにその通りだ。

　そしてさらに言えば……下手に軍を派遣すれば〈ニミッツ〉側はむしろ『敵の援軍』と勘違いする可能性が高い。彼らは僕らのことを、同じ二十一世紀の人間がこの世界にいるのだということを、知らない。迫ってくる軍勢はすべて敵と考えて当然だ。

「……通常無線が届く距離にまで近づいて、連絡をとる、のが最善かしらね」

　とそれまで黙っていた美み埜の里りさんが言った。

「それはつまり？」

　とガリウスが促してくる。

「ご存じでしょうが、私達には離れたところと連絡をとるための、通信手段というものがあります。大出力の通信機はさすがに、今は手持ちがありませんが──」

　と美み埜の里りさんは顔をしかめる。

『今は』？　──あ、そうか。大出力の通信設備、もう撤収のために引き上げちゃったんだ。

「歩兵用の汎用通信機を使って、近距離に近づいていろいろ波長を変えながら呼びかけ続ければ──こちらの通信に反応する可能性があります。一応、自衛隊と米軍は友軍関係にあるはずですし」

　なるほど。それはいい考えだ。

　通信機なら〈ニミッツ〉とバハイラムがやり合っている現場に割り込まなくても済む。距離を置いていればこちらが『敵』の援軍だと誤認されることもないだろう。

　僕はそう思ったのだけれど──

「それはどうだかな」

　と言うのはテレジアである。

「お前達の時代の兵器の諸元スペツクはさすがに知らねえが、いざ戦闘となったら通信封鎖するんじゃねえのか？　特に電子戦の概念が出てきた時代なら、迂う闊かつに通信回線開いたままだと、クラッキングを食らう可能性もあるわけだろうし」

「あっ……」

　確かにデジタル通信、それもコンピュータ・ネットワークが兵器にも組み込まれ始めた時代なら、電子戦──それもネットを介したクラッキング合戦が生じる可能性はある。だから当然、自分達のコンピュータを守るための、防壁というか防御手段は幾重にも張り巡らされているはずだ。

　少なくともあらかじめ決めておいた暗号だの、呼び出しの符号コールサインだのがなければ、どこからか飛んでくる電波を、警戒もなく受け止めてくれるとは思えないわけで。

「我々の時代、アナログ無線は軍用としては絶滅状態だからな。俺にもその辺はよく分からねーんだが」

「さすがにアナログの通信回線はそのままの可能性が──」

　と美埜里さん。

「敵の無線通信の傍受は基本でしょうし」

「それもそう──なのか？」

　と首を傾かしげるテレジア。

　まあ、二十世紀終盤から二十一世紀初頭──それはアナログからデジタルへの過渡期とも言われる時代だ。軍はもちろん、いろいろな現場で、デジタルとアナログが未いまだに混在していたりする。さすがに〈ニミッツ〉の設備がどういう運用をされているのかまでは、僕らには分からないのだけれども。

「不確かな部分はあるけれど、でもここでこうしていても始まらない──違いますか」

　と若干、焦じれた様子で光流ヒカルさんが口を挟んできた。

「ここは、やはり少数精鋭で、〈ニミッツ〉を説得する人員を派遣するしかないのでは？」

「少数精鋭って──」

　と言ってから、僕は気づいた。

　エルダントの、つまりこっちの世界の人間を派遣してもしょうがない。

　そもそも〈ニミッツ〉の乗員は魔章指輪をしてないから、いくら通信回線が繫つながっても、会話が成立しない。最低限、英語が片言でも何でも話せる人間が行くしかないわけで。それもできれば彼らと同時代の人間が望ましい──

「…………」

　この場にいる者としては、僕、美み埜の里りさん、光流さん、くらいか!?

　しかも──

「それに時間もあまりないでしょう。〈フェイドラ〉を──」

「さすがに〈フェイドラ〉を使うと、我が国の介入がばれる」

　と光流さんの言葉を、ガリウスが顔をしかめて遮った。

　ああ。そうだった。

　一応は秘密兵器扱いだけど、もう何度かバハイラムに〈フェイドラ〉で侵入しちゃってるから、『あれは竜を模したエルダントの兵器だ』とばれちゃってるだろう。

「ですが、陸路ではどれだけ時間が掛かるか……」

「それはこっちで何とかしよう」

　とテレジアが言った。

「俺が乗ってきた飛行用のＢＯＵが近くにいる。機能制限を解除すれば超音速飛行も可能だ。それで移動するのがいちばん、手っ取り早い」

「飛行用のＢＯＵってつまり──」

　ドラゴンだ。確かテレジアはＢＯＵタイプ０２Ｒ〈ドラグーン〉と呼んでいた。

　あれならば、もともとこの世界では野生動物としても知られているので、エルダントの介入がすぐに疑われることもないし、下から見ればバハイラムの兵器である傀く儡ぐつ竜りゆうとも区別がつかないだろう。

　となると後は──

「…………」

　僕と美埜里さん、光流さんが互いに顔を見合わせる。

　誰が行くのか。一人か。二人か。三人全員か。

　万が一のことを思えば、複数で行った方が何かと安心だろう。

　けれど──

「君達は残ってて。私が行くから」

　と美み埜の里りさんが苦笑を浮かべて言った。

「こういうのはやっぱり自衛隊員の仕事だろうしね。慎しん一いち君と光流ヒカル君はここで待ってて」

「美埜里さん──」

　テレジアやＢＯＵが守ってくれるだろうけれど、明らかに危険な現場であるわけで、僕なんかがのこのこ出ていったら今度こそ死んじゃうかもしれないし、足を引っ張ることにもなりかねない。

　こういうのはやはり美埜里さんに任せるのが正しいのだろう。

　けれど……




『…………私は……馬鹿ですから…………陛下のように……正しいことを……言えない馬鹿ですから…………だから…………つい……自分勝手なことを…………シンイチ様に…………言ってしまいそうで…………』




『先生がいなくなったら、寂しいです』




『こいつ、すごいんですよ！　すごく絵が上手いんです』

『あ、はい、その、へ、下手ですから、笑わないでもらえると、その、嬉うれしい、です』




　僕の脳裏をこの数日の出来事がよぎる。

　異世界。僕の生まれたのとは違う世界。

　けれど──こんな僕を、単なるオタクで、女の子に振られて自宅警備員をしていただけの僕を、受け入れてくれた世界。受け入れてくれた人々。

　直接的かどうかは分からないけれど、この世界の、この世界の人達の、危機だ。

　ならば引きこもって何もしないまま、破滅的な結果が出たらたぶん──僕は後悔するだろう。かつて何度もしたように、ああしておけば良かった、と後から意味もなく悔やみ続けることになるわけだ。たとえば幼なじみに告白して振られて、自分の部屋から出られなくなってしまったときみたいに。

　だから──

「僕も行きます」

　ほとんど発作的に僕はそう言っていた。

「美埜里さんの予備って意味も含めて、〈ニミッツ〉の乗組員と話ができる人間はいた方がいいでしょうし」

「慎一君、でも君は──」

「いやいやいやいや、美埜里さん、こんな、リアル『ファイナル・カウ●トダウン』みたいなイベント、生で見ておかなきゃ噓うそでしょ!?　止められたって無理にでも行きますよ、ぼかあ！」

　僕は拳を握りしめてそう言った。

　どれだけごまかせたかは分からない。実際、ちょっと膝が震えそうになっていたし。

　けれど──

「……男の子だね」

　ふっ……と美み埜の里りさんが笑う。

「いえいえ、オタクですから」

　僕はふてぶてしい笑顔を取り繕って、そう言った。
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　超空間通路を通過する際には、重力の反転という独特の現象を体験する。

　何度も往復している私はもう慣れているが、初体験の人間は驚くことだろう。単に重力の方向が逆になるというだけでなく、重力の強弱を感じることになるからだ。あるいは宇宙飛行士やジェット機の弾道飛行で無重力を経験したことのある者ならば、この感覚を知っているのかもしれないが。

「──なるほど。興味深い」

　私の対面に座っている人物は、驚きの表情を浮かべつつも、そう言った。

　金髪に碧あおい目の──多くの日本人が『白人』もしくは『アメリカ人』と言われて即座に思い描くイメージそのままの、まさしく絵に描いたような白人である。

　ジョージ・グレシャムと名乗っていた。

　アメリカ軍が災害支援の名目で複数送り込んできた部隊の一つに同行していた外交官なのだそうだ。緊急事態を言い訳として、静岡から日本政府の正式な許可を得ることなく上陸して内陸部を目指し、中部方面の自衛隊と睨にらみ合あっていた連中である。

　二つに割れた顎やら、短く刈り込んだ髪やら、がっちりした体たい軀くを見る限り、外交官というよりも典型的なアメリカ人兵士に見えるが。

　だが……何故、外交官が災害支援の部隊に同行している？

（……情報を漏らしていた者がいるな……）

　今回、〈ニミッツ〉の異世界転移の一件で、日本政府は仕方なく超空間通路の存在をアメリカにだけ告げて各種協力を仰ぐことになった。だがアメリカ側は突然この非常識とも言うべき協力要請に驚く様子もなく、こうして外交官とそれを護衛する部隊を『待ってました』とばかりに送り込んできた。

　異世界からの撤退に関しては、実は、反対意見も少なからずある。

　特に……異世界から得られる各種利権をあてにして、少なからず機密予算を投資してきた政府内外の人間は、具体的な損害が生じているわけでもないのに、異世界から手を引くことに難色を示していた。金のためなら命も要らぬ──というのは言い過ぎかもしれないが、金勘定を人命尊重よりも優先したがる者は意外に多い。

　彼らは異世界から手を引くくらいなら、アメリカ側に超空間通路の情報を漏らし、外圧で撤退を中止させようと考えたのかもしれない。もちろん、アメリカ側に搾取はされるだろうが、それでも今までの投資がすべて無駄になるよりはマシ、という判断だろう。

　下手をすると世界が丸ごと滅びかねないのだが……良くも悪くも『現実的』な連中は、学者達の唱えるタイムパラドックスだの何だのを、信じていない。

　ともあれ──

「で──ミスター・マトバ？　どのくらいでこの昇降機エレベーターは向こう側に？」

「あと数分です。おそらくですが」

　と私は答える。

　だが正直なところ、ここ数日間は超空間通路の『長さ』が一定していないので、確たることは何も言えない。場合によっては永遠に向こう側につかない──などという可能性もあると、日本の学者先生達は言っていたが。

「超空間通路は安定していません。その日によって物理的距離が変わることも。あらかじめ何度もご説明しましたが、絶対安全、というわけでもないのです。覚悟だけはしておいてください」

「なるほど、興味深い」

　とグレシャム外交官は頷うなずく。

　四人がけの椅子の彼の両脇には、自動小銃を抱えた完全装備の兵士がおり、さらにはその兵士達の上官と思おぼしき人物──ショーン・ランドルフ中佐もいる。こちらは体格こそ大柄だが、眼鏡を掛け、どこか神経質そうな細面なので、よほどに文官然とした容姿だった。

「我々を謀ろうなどとは思わないことだ、ミスター・マトバ」

　とそのランドルフ中佐が言ってくる。

「我々に万一のことがあれば、我が国は黙っていない」

「それはもう、承知しておりますよ」

　私はうんざりしている内心を押し隠し、笑顔でそう言った。

　私の忠告を、脅迫か何かと受け止めたらしい。英語というのは難しいものだ。簡潔でよく整理された言語だが、会話に微妙な含みを持たせるのには向いていない。

　ともあれ──

「我々としては、なにぶん、前例のないことなので、慎重に慎重を期しているのです。同盟国の人々の身の安全を図るためにも、消極的になるのは仕方ないこととご理解いただきたい」

「…………」

　ランドルフ中佐は無言で私を睨にらんでくる。

　やはり疑われているのだろう。

　無理もない。必死に隠し続けてきた超空間通路と、その向こう側の異世界の存在を、日本政府は一転してアメリカに報しらせた。苦渋の決断だったわけだが、アメリカ側はそのことも含め、日本の陰謀ではないかと疑っているのだ。〈ニミッツ〉の『事故』も日本が仕組んだことではないか……と。

　友邦といっても、それはあくまで建て前、書類の上でのこと。

　軍事はともかくとして、政治経済の分野では日本とアメリカは対立することも多い──というか一方的に日本が叩たたかれることも多い。長引く不況、各種格差問題と、国内に問題を多く抱える世界の『巨人』は、身近な他国を非難することで、国内世論の不平不満を逃がすガス抜きに使おうとしている。大統領の交代によってそれが顕著となり、そんなアメリカ側の態度に、日本も態度を硬化させつつある。

　だからこそ、アメリカは日本が何か企たくらんでいるのではないかと邪推しているのである。

　実際にはただ我々は『黙っていた』だけで、アメリカに対して何かしたわけではないのだが……『自国の国益を損なうから』という理由で、遠く離れた産油国に軍隊を大規模派遣してしまう国だ。異世界から得られるであろう『分け前を寄よ越こさない』ことも、敵対行為として認定されかねなかった。

　アメリカに異世界の存在を報せて、関係者を異世界に連れていくのは、間違いだったのではないか。

　私はそうも思うが──〈ニミッツ〉の一件を比較的安全に処理するには、やはりアメリカの協力が必要だろう。

　先行き不安だが、まずは〈ニミッツ〉をなんとかしなければ。

「向こうに着いたら、とりあえずはこの国の主権者──支配者にお目通りを」

　と私は改めてそう言った。

「さもなければ、いろいろと面倒なことになりますゆえ……」

「帝てい政せいを敷いているのだったか？　野蛮な話だな」

　とランドルフ中佐が眉をひそめる。

　民主主義こそが絶対の理想である──とでも言いたげだ。まあアメリカ人、それも軍人ならば当然の考え方かもしれないが。

「礼を失しないようにお願いしますよ。あちらは我々の知る二十一世紀とは違うのです。『郷に入っては郷に従え（When in Rome, do as the Romans do.）』ですよ」

　私は溜ため息いきを交えてそう忠告した。
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　エルダント城の中庭で僕らは準備を整えていた。

　まあ準備といっても、『禁忌の鎧よろい』を城の保管庫から出してもらった後は、屋敷から無線通信機や自衛隊の武器を持参した光流ヒカルさんの義体アバターが来るのと、テレジアのドラゴンが来るのを待っているだけだったのだけれど。

「結局、この『禁忌の鎧』は問題なく使えるのじゃな？」

　と木箱を平手で叩たたきながら問うのはペトラルカである。

「そうみたい。もともと女性用だから、その、まあ、何というか、ちょっとおまたが窮屈だったんだけど、その辺りの部品は外しちゃったから」

　僕がそう説明すると、しばらくペトラルカは僕の顔と木箱を眺めていたけれど……

「ならば我も、もう一度これを着て同行するのも手か？」

　と──とんでもないことを言い出した。

「いや、それはまずいでしょ。皇こう帝てい陛下がドンパチやってる最前線に出張るとか、どんだけ無茶なんだよ」

「兵士でもない伝道師が最前線に出張るのにか？」

　と膨れっ面でペトラルカが言ってくる。

「ペトラルカはエルダントの最重要人物でしょうが」

　一応、僕もエルダントでは貴族扱いとはいえ、もともとはただの平民である。そもそも僕が〈アミュテック〉の支配人として選ばれたのも、理由の一つとして『いつふらっといなくなってもいいような、社会に影響のない人物（by的まと場ばさん）』ってのがあったみたいだし。

「汝なんじも重要人物じゃろうに。自覚はあまりないようじゃがな」

　とペトラルカは溜め息交じりに言う。

「そうなの？」

「汝をそう思っておる人間は、少なからず、いる」

「それは──」

　そうかもしれないけど。でも数がね。精々、僕のことを重要人物だと思ってくれる人なんて、十人かそこらだと思うけど。皇帝陛下ともなるとその身の安全は、何百万、あるいは一千万を超える人々が心配するわけで。比較するのもおかしい。

「戯たわけ。数の問題ではないわ。シンイチよ、友人知人を大事に思うなら、汝を案じる彼ら、彼女らの気持ちも多少は慮おもんぱかるがよい」

　そう言って、ペトラルカは眉をひそめて、目を伏せる。

　ご機嫌斜め、というより、若干拗すねたような仕草である。

　これって──

「ペトラルカ……」

　ああもう本当に可愛いなあ、この絶対権力者ちゃんは!!

　思わず、そのちっこい身体をぎゅーって抱きしめたくなっちゃうけれど、まあ下手なことをしたらぶん殴られそうなので、もちろん、自粛である。ガリウスとか近衛騎士達の目もあることだし。

　僕がそんなことを考えていると──

「──お待たせっす!!」

　そんな叫び声と共に、中庭に走り込んでくる人影が──三つ、いや四つ。

　え？　四つ？

　よく見ればそれは光流ヒカルさんの義体アバター以外に、エルビアと、そしてミュセルを背負ったブルークだった。光流さんには、大急ぎで無線機や武器を持ってきてくれるようにと頼んだのだけれど──まさかミュセルとエルビアまで来ちゃうとは。

「光流さん？」

　どういうことか、と問う感じで、僕は義体の──女性型の光流さんと、僕らの側そばで担架に乗せられて眠っている男性の方の光流さんを見比べる。義体の方の光流さんが、決まり悪そうに僕から目を逸そらして、言った。

「いえ、その、どうしてもついてくるって……二人とも……ブルークは武器を運ぶのに……羽車を呼ぶよりも早かったので……」

「あー……」

　普段、僕らが利用させてもらってる羽車は、今、エルダント城に乗ってきてしまっている。なので改めて羽車を使おうとすると、改めて別の業者を呼ぶなり捕まえるなりするしかない。しかも美み埜の里りさんから指示のあった、武器と無線機が意外に大きくて持ちにくく、光流さんの義体がすべて抱えて走るのはかなり難しかったらしい。

　そういうわけで、ブルークに協力を要請していたら、それをミュセルやエルビアに聞かれてしまった──と。

　まあ理由は分かったけれど……

「シンイチ様、ヒカル様、アタシもお供するっすよ！」

「私も──どうか一緒に」

　とエルビアとミュセルが僕の方に詰め寄りながらそう言ってくる。

　特にミュセルはいつものメイド服ではなく、勝負服──もとい、ペトラルカからもらったっていう魔法増幅機能を持った戦いくさ装しよう束ぞくを着ている。着ているだけで魔法の効力が倍加、いや何倍にもなる代物だ。

　これを着てくるってことは、もう間違いなく──

「いや、駄目だよ、駄目、そんな」

「だから、先にも言いましたが──必要なのは日本人だけですよ。エルダントの人間はいても役に立ちません」

　と光流ヒカルさんが言うのだけれど、エルビアは首を振った。

「でもアタシはもともとバハイラムの民っすから」

「一緒です。エルビア、貴女あなた、何をしに行くのか分かってないでしょう？」

「細かいことはわかんないっすけど、戦争してる現場に行くんすよね？」

　と鼻息荒い感じでエルビアが光流さんに言う。

「だったらヒカル様を守る役も要るじゃないすか！」

「いや、だからそういうのが必要ないように義体アバターを使って──」

　などと光流さんとエルビアが言い合っているのに加えて、ミュセルが僕のところにやってくると、両手を祈るように胸元で揃そろえて、言った。

「どうか私も一緒に。シンイチ様をお守りします」

「いやだから、危ないから」

「はい。危ないからです。お守りする役目の者は一人でも多い方が良いと思いました」

　とミュセルがきっぱりと言う。

　この子は普段、とても奥ゆかしくて、気弱で──なのにここ一番、というときになると妙に肝が据わっちゃうのが不思議と言えば不思議だった。

「僕は『禁忌の鎧よろい』使うから……」

「それは私も使えますよね？」

「あー……」

　しまった。そうだった。

　ミュセルとエルビアの分も『禁忌の鎧』はあるんだった。しかも保管庫からは全部一緒くたに出されていたので、彼女らの『禁忌の鎧』は、僕のすぐ横にある。

「お願いです、シンイチ様。連れていってください」

「うー……」

　こんなことで揉もめている場合ではないのだけれど。

　でも今までの経験からして、ミュセルやエルビアは確かに役に立つのだ。日本に行ったときも、〈竜の巣〉でのときも、彼女らにずいぶんと助けられたというか、彼女らがいなければどうなっていたことか……そのことを自覚しているからこそ、ミュセルもエルビアもかなり強気で同行を申し出てくれているのだ。

　気持ちはありがたいのだけれど──

「……もうお別れまで時間がないのなら……」

　ミュセルがぽつりと呟つぶやくように言った。

「せめて少しでも長くお側そばにいたいんです……」

「…………！」

　ミュセルの率直な一言に僕は黙り込むしかない。

　そこへ──

「ミュセルやエルビアは、皇こう帝ていでもなければ親善大使でもないからのう。駄目だと拒む理由にはならんな？」

　と若干、意地悪い口調でペトラルカが言ってくる。

　ああもう、そうくるか、そうきますか、皇帝陛下。

　僕がそれでも何とかミュセル達を説得しようと、言葉を探していると──

「──待たせたな。来たぜ」

　とテレジアが告げる。

　同時に僕らの頭上が陰り……振り仰ぐと、そこに着陸態勢に入った巨大なドラゴンの姿が見えた。
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　重苦しい気持ちで待つこと──十分余り。

　ようやく、昇降機エレベーターが停止する小さな衝撃が我々の身体を揺さぶった。

「着いたようです」

　私はグレシャム外交官や、ランドルフ中佐、それに護衛の兵士達を見回して告げる。

　次いで私は昇降機の扉をロックしていたハンドルを回し、扉を開放してみせた。

「……まず我々から」

　と先に出ようとした私を押しのけて、武装した兵士二名が昇降機を降りる。

　周囲を確認し、見て分かる危険がないと判断した彼らが頷うなずくと、さらにグレシャム外交官が降り──

「…………」

　ランドルフ中佐が私に降りるよう、顎をしゃくってきた。

　念のために殿しんがりは自分が務める、ということか。私が後ろから何か仕掛けるとでも思っているらしい。つくづく私は──というか日本政府は、信用されていないようだった。

「ここが……」

　異世界側の超空間通路出口に降り立つ我々。

　ただし異世界といっても、そんな特異な風景がいきなり目に入るわけではない。こちら側は、巨大な『蓋』を開け閉めするためのクレーン──動力は羽車用の大型鳥である──と、侵入者を排除するための柵があるだけで、他はほとんど手つかずの草原が広がっているだけだ。

「これはこれは。なるほど、興味深い」

　とグレシャム外交官は笑顔で言うが、ランドルフ中佐達は怪け訝げんな表情を崩さない。

　まあ確かに何の変哲もない草原の風景だ。異世界だからといって、空に岩塊が浮いていたり、雲が七色をしているわけでもない。かつがれたのではないかと疑っているのだろう。

「大規模手品イリユージヨンの類たぐいではないようだが……」

　とランドルフ中佐。

「そんなことをしている余裕は今の我々にはありませんよ」

　私はそう言い──近くで待機していた自衛隊のＬＡＶラブに手を振った。
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　荒野の風景が僕らの左右でゆっくりと流れていく。

「…………おお……」

　遥はるか彼方かなたを見ている限りではそう速い速度にも思えないのだけれど、いったん、目を真下に転じればドラゴンがいかに猛烈な速度で飛んでいるのかが分かった。地面がとんでもない速さで後方に飛び去っていくのだ。さきほど超えたばかりであるはずの、エルダント、バハイラム間の国境……帯状に広がる山岳地帯も、すでに遠い。

　不思議なのは、『音』がほとんどしないことだった。

　空を飛ぶ音、翼が風を切る音、僕らの周りを気流が過ぎていく音が、まるでしない。

　加速しているのは感じるのだけれど、それがなければ、まるで何かのシミュレーターに乗っているかのような、現実感のなさだった。

「でもすごいなこれ」

　高速飛行っていうと、やっぱりジェット機を想像するから、何となく轟ごう音おんを伴うものだっていう意識があったんだけど、どうやらドラゴンの場合は、そうではないらしい。

「ＢＧＭに『ＨＯＷ　ＦＡＲ　Ｔ●　ＰＡＲＡＤＩＳＥ』とか『夜●の夢』とかがほしい感じ」

「どっちも墜落するじゃないですか。縁起でもない。『ＤＡＮＧＥＲ　Ｚ●ＮＥ』くらいにしておいてください」

　と僕のセレクトにけちをつけてくる光流ヒカルさん。

　二十一世紀に入ってからである『夜鷹●夢』はともかく、『Ｈ●Ｗ　ＦＡＲ　ＴＯ　ＰＡＲＡＤＩＳＥ』まで知ってるのはさすが、僕の後釜に据えられる予定だったオタクである。普通、三十年以上前のＯＶＡのテーマソングとか知らないだろ。僕もYouTubeで知った口だけど。ついでに言えば『ＤＡＮＧＥＲ　Ｚ●ＮＥ』もいい加減、旧ふるいけどさ。

「ちゃらちゃちゃーちゃー、ちゃらーちゃちゃー、ちゃらちゃちゃーちゃー、ちゃらーちゃちゃー」

「ちゃーーーーん、ちゃちゃっちゃちゃ！」

　などと『ＤＡＮＧＥＲ　Ｚ●ＮＥ』の前奏をアカペラで再現する僕と光流さん。

　歌ってる場合か、とか言われそうだけど、まあ正直、これは恐怖と焦燥を紛らわせるための景気づけである。戦闘の現場に割り込むとか……歌でも歌って気を紛らわせていないと、やってらんない。

　まあそれはともかく。

　僕らを背中に乗せたドラゴンは──テレジアに言わせるとＢＯＵタイプ０２Ｒ〈ドラグーン〉の派生機で、人員・物資輸送に特化したＢＯＵタイプ０２Ｒ‐Ｈ〈ヘヴィ・ドラグーン〉は、相当な飛行速度でバハイラム領に侵入していた。

　本来なら目も開けていられない──どころか、風圧で振り落とされそうな速度なのに、ドラゴンの背中に乗っている僕らは、吹っ飛ばされることもなく、むしろ安全な航空機の中から外を眺めているかのようで、至極快適だった。

「しかし、どうなってんの、これ……？」

　と僕はすぐ前にいるテレジアに尋ねた。

　ちなみに、このドラゴンの背には総計で六人が乗っている。

　僕、美み埜の里りさん、テレジア、光流さん、ミュセル、そしてエルビア。

　この〈ヘヴィ・ドラグーン〉は、僕らが今まで見てきたのよりも一回り大きい個体で、僕ら六人がその背中に乗っていてもあまり窮屈な感じはしない。それどころか、全身を覆う鱗うろこを寝かすも起こすも、その角度すら自由自在らしく──それが一種の『滑り止め』みたいになって、適当に乗っていても落っこちる心配がほとんどなかった。

「どうなってるとは？」

　とテレジアが平然とこちらを向いて聞き返してくる。

　いや、あの、運転手さんは前を見ておいてください。お願いだから。

「いや、なんか全然、風が──ないし」

　前にアマテナの操る傀く儡ぐつ竜りゆうに乗ったときは、普通に風圧を感じてたような気がするのだけれど。

　これはむしろ風を制御して飛ばす〈フェイドラ〉の背中に乗ったときの感覚に近い。

「ああ。それはそうだろうさ。有人飛行モードの際には背部に力場で保護空間を作るからな。もともと力場は空力制御と揚力確保のためのもんだが、このタイプは出力に余裕があるから、こういう使い方もできる。今は急いでるから、さっきから高速巡航用にＳＶＳドライブも使ってるしな、そもそも俺らの周りに空気はねえよ」

「……は？」

　ＳＶＳドライブ？

　僕が『わけわかんないんですけど』的な表情を作っていると、テレジアがさらに追加で詳しく説明してくれた。

「真空でこのドラゴンの周囲を覆ってんだよ。周囲のナノマシンに干渉して真空のトンネルを作って、その中を飛んでる。空気抵抗がないんで、速く動けるって寸法だ」

「……それって魚雷とかのスーパーキャビテーション推進とかと同じ理屈……？」

「ああ、そういうのもあったな」

　とこともなげにテレジアは言った。

　スーパーキャビテーション推進というのは、魚雷や小型潜水艦なんかの高速化を図るために考え出された方法で……要するに『水の抵抗が大きくて速く進めないなら、空気の中を飛べばいいじゃない』的な無茶から生じた代物だ。魚雷の周囲を空気で──泡で包み込むことで、魚雷は『水に触れずに』つまり『水の抵抗を受けずに』高速移動することができる。

　でもって──水も空気も流体って意味では同じで。

　だから、真空を作り出して、その中を飛べば、同じ推力でもより速く飛べるという話。

　っていうか──

「……え。ということはひょっとして、ドラゴンって羽ばたいて飛んでるわけじゃなくて」

　当たり前だが、空気に触れてないということは、翼で空気を叩たたき、かいて、飛んでいるわけではないということになる。

「もちろん、違う。そもそもこんなデカブツ、鳥やら蝙こう蝠もりと同じ理屈で飛べるわけねえだろ。電磁場浮遊イオノクラフト効果と、一部取り込んだ空気を流体制御して──後方に噴射して飛んでんだよ」

「……んな馬鹿な」

「もちろん、ＳＶＳドライブは周囲に十分、ナノマシン──今の言葉で言えば、精霊とか魔力だっけか？　それが十分な濃度がないとできないけどな」

「…………」

　僕達はただただ啞あ然ぜんとするしかない。

〈フェイドラ〉は乗り込んだ者が風の魔法で飛ばしていたのだけれど、なんだかんだで本物のドラゴンも似たような方法で飛んでいたということだ。翼を動かすことはもちろんあるわけだけど、それは揚力を得るための羽ばたきではなくて、姿勢制御とか方向転換とか、そういうのに使っているのだろう。テレジアの言うＳＶＳドライブ使用時は、それすらないわけだけども──

「つくづく未来の技術って何でもありだな……」

　と僕が溜ため息いきをついていると。

「あれ？　あれなんすかね？　近づいてくるんすけど」

　ふと、エルビアが首を傾かしげて言った。

　彼女が見ている方向、すなわち斜め後ろに目を向け──そして僕は愕がく然ぜんとして凍り付いた。

「──〈スーパーホーネット〉!!」

　僕の代わりに美み埜の里りさんがそう叫ぶ。

　そう。〈スーパーホーネット〉、非公式には〈ライノ〉とか呼ばれちゃうアメリカ海軍の艦載戦闘攻撃機。言うまでもなく〈ニミッツ〉に積まれている主戦力だ。

「まずい！」

　これも僕の内心を代弁するかのように叫ぶ美埜里さん。

　僕も美埜里さんも、〈スーパーホーネット〉の意図をおおむね察知していた。斜め後ろから接近するとか、どう考えても空戦機動ドツグフアイトをやる気だ。

　しかもよく見れば、主翼の下にはミサイルらしきものも見える。さすがに今の僕の知識と、視点からは、それが対戦闘機用の空対空ミサイルか、それとも地上攻撃用の空対地ミサイル、もしくは艦船攻撃用の空対艦ミサイルなのかまでは分からないのだけれども──空対空ミサイルだったとしたら、やばくないだろうか。

　しかも高度は明らかに相手が上。

　空戦においては位置エネルギーの優劣が大きな要因になるって話を聞いたことがある。単純に言っても上空から重力のエネルギーを使って飛べる方が有利とかなんとか。

「なんとか逃げて！　逃げて！　えっとどこか都合の良い谷間とかは──」

「んなもんねえよ」

　とテレジアは言ってくる。

『インディペンデ●ス・デイ』やら何やら、戦闘機が、性能で遥はるかに優まさる相手と空戦する映画はいろいろあるけれど、たいていはこう──でっかい谷のようなところを飛んで、相手の自滅を待ったりするものなのだ。空戦シーンの定番である。

　けどあいにく、周囲にそういう地形は見つからない。

　となると……

「撃ってきました！」

　と光流ヒカルさんが叫ぶ。

　ぱぱぱ、と〈スーパーホーネット〉の鼻先で光が瞬く。

　20ミリ機関砲!?

　真空のトンネルに包まれているせいか、機関砲の轟ごう音おんはあまり聞こえなかったけれど、あんなもの食らったら、もともと生き物であるドラゴンは大おお怪け我がしちゃうのではないだろうか。

　もちろん、僕らに直撃したら、一発でもばらばらだ。

　保護力場があるって話だけど、20ミリ機関砲の直撃に耐えられるほどのものなのか？

　やばい！　やばいやばい！　どうすんだこれ!?

　僕が真っ青になっていると──

「しっかり捕まって──る必要はねえが。力場で押さえてるからな」

「──え？」

「まあ、気絶しないようにな」

　とテレジアが言うや否や。

　いきなり、何の前触れもなく、ドラゴンがとんでもない空中機動を始めた。

「ぎゃあああああああああああああああああっ!?」

　戦闘機の空戦機動ドツグフアイトにはそれこそ、スプリットＳだのインメルマンターンだの、いろいろあるらしいのだけれど、もちろん、パイロットでも何でもない僕には、ドラゴンがどんな軌道を描いて飛んでいるのかなんて分かるはずもなく。

　分かるのは、ジェットコースターさながらに、一瞬で天地がひっくり返ったり、風景がぐるぐる回ったりして、ドラゴンが猛烈な機動をしているということだけ。

「ぬぎょえええええ!?」

「うるせえ！」

　とテレジアが怒鳴る。

　重力がどっちに働いているか、まるで分からず、次の瞬間にはひっくり返っていた天地が元に戻って、またひっくり返って、と──もう僕らはシェイカーの中の氷の気分だった。しかもそんな状態が延々と続くのである。たまったもんではない。実際には数秒のことだったのかもしれないけれど──

「──！」

　無茶苦茶に振り回されるのが終わった──と僕が自覚した瞬間、何をどうやったのか、僕らの前に、〈スーパーホーネット〉の後ろ姿があった。

　あ、これって──

「墜おちろッ！」

　テレジアが怒鳴る。
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　次の瞬間、ドラゴンが口をわずかに開いたかと思うと──白い光がそこから[image: ]ほとばしった。

「ドラゴンブレス!?」

　というか、今まで僕らが見てきたそれと、まるで違うんですけど。

　どう見ても炎を噴いてるというより──レーザー光線だ。

　その白い光は、〈スーパーホーネット〉の右主翼を斜めに薙ないだ。次の瞬間、主翼の半分ほどが斬り飛ばされ、切断面から火を噴いて機体が姿勢を崩す。双発機の大出力ゆえか、すぐに墜落する様子はなかったけれど──

「あ、墜おちる」

　という光流ヒカルさんの若干、呆ぼう然ぜんとした一言と共に、アメリカ海軍の誇る戦闘攻撃機は、地面に向かって落下していく。

　その機体から、操縦士らしい人物を乗せた射出座席が飛び出したのは、次の瞬間だった。
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　突然マトバが連れてきた者達は──『アメリカ』と名乗った。

　要するにチョウクウカンツウロの向こう側にあるアメリカと呼ばれる国の使節なのだという。

　大使らしき人物の周囲には数名の護衛が立っているが、全体的にジエータイの連中と似たような格好をしていた。もちろん、細部は違うようだったが。

　おそらくは『アメリカ』の軍隊なのだろう。

　常日頃からミノリが『ジエータイは軍隊ではないんですよー』などと嘯うそぶいていたが、いざ、チョウクウカンツウロの向こう側の軍隊──軍人を見れば、なんとなく頷うなずける部分があった。確かにこれは別物だろう。どこがどうかと問われれば、上手く答えられないのだが。

「アメリカ──」

　我の呟つぶやきにその大使らしき人物──グレシャムといったか──が頷いた。

「然さ様よう。我々はユナイテッド・ステイツ・オブ・アメリカの特使であります。彼らは私の護衛役を務めてくれている陸軍の兵士で、こちらがランドルフ中佐──」

「すると……あれか」

　我は眉をひそめながら言った。

「『泣いたり笑ったりできなくしてやる』とか『アカの手先のオ●ェラ豚』とか『ガンホーガンホー』とか叫ぶあのアメリカ陸軍か」

「……は？」

　とランドルフ某なにがしを含め、そのアメリカ軍の兵達と、グレシャム、そしてマトバや、その護衛のジエータイインまでが、目を丸くして固まっている。

　何か間違えただろうか？

　我は改めてシンイチから借りて見た映画だのアニメだのゲームだのから得た『アメリカ軍』についてのもろもろを脳裏に思い出しながら言った。

「もしくはたいていは、家族との関わりに何か問題を抱えていて、大きな危機を乗り越えて家族の絆きずなが戻ったりする、あのアメリカ軍か」

「…………いや、あの」

「あるいは大怪獣とか細菌兵器の汚染とかが他国や片田舎で発生すると、嬉き々きとして核ミサイルを撃ち込んで全部なかったことにしたがる、あのアメリカ軍か」

「…………もしもし？」

　とグレシャムは顔をしかめて言った。

「その……エルダント三世陛下は何か誤解をされておいでで」

「誤解なのか？」

「誤解です」

　ずり落ち掛けた眼鏡を人差し指で戻しつつ、きっぱりとランドルフ某なにがしも言ってくる。

「我々は世界の警察官として、日々、正義の名の下に──」

「その世界のポリスメンとやらが、突然、何の用じゃ？」

　我が言葉を遮るようにして問うと、ランドルフ某は一瞬、顔をしかめたが──わずかに首を振ってからこう続けた。

「我がガッシュウコク海軍のゲンシリョククウボ〈ニミッツ〉が、事故に巻き込まれ、こちらの国にてザショウしているとか。我々は同じガッシュウコクの軍として、彼らを救助し、最悪の事態を防ぎたいと考えています」

「然さ様ようか」

　我はここでマトバの方に目を向ける。

　ニッポンの役人は、『申し訳ございません』と言わんばかりの表情で頭を下げてきた。

　どうやらニッポンはニッポンで、くだんの〈ニミッツ〉の問題を解決しようとして、今まで秘密にしてきたチョウクウカンツウロの話を、他国に開示したのだろう。

「じゃがそのゲンシリョククウボ──我が国の領土におるわけではないぞ」

　我はグレシャムとランドルフ某に視線を戻してそう告げた。

「それは存じております。しかし、事故でこちらに飛ばされてくるのを除けば、この神しん聖せいエルダント帝てい国こくに存在するというチョウクウカンツウロを通るしか、こちらに来る方法がないとニッポン政府から伺っております」

「そうらしいな」

「なので──」

　グレシャムはここで笑顔を浮かべて──我の目には愛想笑いを取り繕っているようにしか見えなんだが──言った。

「我々に機材と人員を、無制限に、このエルダント帝国に持ち込む許可をいただきたい」

「──待たれよ、グレシャム殿」

　と脇から声を上げたのはガリウスである。

「今、無制限と言ったか？」

「ええ。無制限です」

　平然とグレシャムは言った。

「我が国の帝てい都とにほど近い場所にあるチョウクウカンツウロを使い、自分達の国の軍隊を、武器を、好きなだけ送り込む許可を寄よ越こせと？」

「そうなりますな？」

　平然とグレシャムは言った。

「〈ニミッツ〉の事故は対処に急を要します。いざ、実際に対処に出てから人員が足りない、機材資材が足りない、では無意味に被害が拡大する可能性がある。我々はこの国を、いや、この世界を守るために、万全の態勢で臨みたいと申し上げているのですよ」

「…………」

　ガリウスが短く呻うめいて視線を脇に逸そらす。

　もちろん──ガリウスはもちろん、我もこのアメリカ軍とやらの思惑には気づいておった。

　かつてジエータイが、いや、ニッポン政府が考えていたという侵略。

　彼らは、武器や人員を狭く小さいチョウクウカンツウロ経由で持ち込み、こちらで態勢を整えて、我らと事を構えるのは現実的ではないと──あまりに効率が悪いと判断して、最終的に『力押し』の侵略ではなく、文化侵略という形に切り替えて、この国を牛耳ろうとした。

　しかし、このアメリカ軍とやらは、違う。

〈ニミッツ〉という巨大な城、巨大な兵器、その中に積まれている大量の兵隊、大量の武器がすでにこちら側にある。しかもそこにいる『仲間を救助して連れ帰る』という名目でさらに大量の人員と武器を送り込もうとしている。

　大きな武器でも、分解して部品で送り込んでからこちらで組み立てれば、チョウクウカンツウロ経由でも問題はない。実際、ジエータイは『ラブ』という鳥も蜥蜴とかげも引かぬ、自ら走る車を、部品で持ち込んで、こちらで組み立てている。

　つまり……

　アメリカは、ニッポン政府が最初に考慮して、早々に諦めた真っ向からの武力侵略をすることも可能だということになる。しかも『仲間を救助する』という名目を掲げて我々に邪魔されることなく。

　そしてその申し出を我々は──拒むのは難しい。

　すでにシンイチ達が向かっておるとはいえ、〈ニミッツ〉とバハイラム軍の衝突を確実に止められるかと言われれば、甚はなはだ心こころ許もとない。やはり同国の軍人が話を付ける方が確実であるだろう。〈ニミッツ〉の軍人達をバハイラム領から我が国に、我が国からさらにチョウクウカンツウロを介してニッポンに、そこからさらにアメリカに──と移動させることの面倒さを考えると、余計に彼らの助力は必須だと言える。

　だが……なんだかんだと理由を付けて、彼らがこの帝てい都とマリノスにジエータイを上回る数の兵士と武器を持ち込んでしまった場合、我々は喉元に短剣を突きつけられているのと同じことになる。

　ジエータイの武器が、いかに恐ろしくすさまじい代物かは我もよく知っている。今までは数が限られていたこと、シンイチというニッポン人でありながら我らの側についている味方がいたことから、ジエータイがこの帝都に留とどまることを許してきたが──このアメリカ軍とやらの場合は、事情が異なる。

「…………」

　我はマトバの方を改めて見る。

　なんと厄介な連中を連れてきたのか。そう怒鳴りつけてやりたいのだが──ニッポン政府の名代とも言うべきその男は、ただ、引きつり気味の愛想笑いを浮かべるだけで、何も言っては来なかった。
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　バハイラム領は、荒野の部分が多い。

　山脈を隔てたエルダント帝国が比較的、肥沃な土地で森林が多いのとは見事に対照的で、岩山や荒れ地が非常に多いのだ。これがどういう理屈なのかは僕もよく分からないのだけれど、とにかくバハイラムは僕から見ると砂漠とか荒野とかそんなイメージである。

　で──そのバハイラム領の典型的な景観の中。

　僕達は一度、ドラゴンを着陸させて、先に撃墜した〈スーパーホーネット〉のパイロットを探していた。

　パイロットが脱出して、生存しているのは確認している。

　撃墜しておいて何だけど……こんな場所に放り出されたら、おそらく自力で〈ニミッツ〉に生還するのは難しいだろうし、逆に救難信号で仲間を呼ばれたりしたら、さすがにこっちも危ない。できれば早めに接触して、僕らが敵ではないことを教えたいと思ったのだ。

「──といっても」

　僕は落下傘パラシユートが降りた辺りに向けて歩きながら言った。

　山のように高くはないけれど、数メートルの岩がごろごろしている辺りで、パイロットがどこにいるのかわかりにくい。上から見た際におおむねこの辺に降りたと分かってはいるのだけれど、いったん、ドラゴンを着陸させて地上から接近すると、とたんに視界が利かずに正確な位置が把握できないのだ。

「これ、テレジアさんに上の方から見て確認してもらった方が良かったかな」

「なかなか面倒ね……」

　と美み埜の里りさんが僕の横に並びながら言う。

　ちなみに、先頭が僕と美埜里さん、そのすぐ後ろに光流ヒカルさんという並びになっている。ミュセル、エルビア、テレジアはドラゴンのところに残っていた。

　ミュセルとエルビアは僕達を守るのだと、同行を希望したのだけれど──明らかに『亜人種です』と言わんばかりの外見的特徴を持ってるミュセルやエルビア、胸元に光るパーツが埋め込まれていてそもそも人間かどうか怪しい感じのテレジアは、パイロットを不用意に刺激するかもしれないってことで、僕ら三人が探すことになったのだ。

　もちろん、パイロットはかなり警戒しているだろうから、出会い頭に撃たれちゃう可能性もある。確かアメリカ軍の戦闘機パイロットはサバイバル・ツールの一つとして、拳銃を携帯しているはずだから──映画『エネ●ー・ライン』で見た──油断はできない。

　というわけで……

「えーと……」

　僕は乏しい知識でなんとか英語を組み立てる。

「あいむのっと……ゆあ、えねみー！」

「ひどい発音ですね」

　光流さんがそう評してくる。

「しょうがないだろ、英語の成績とか別に良くなかったし」

「まあ日本の英語教育は、実践的ではないとはよく言われてますけどね……」

　と光流さん。彼は肩を竦すくめてこう続けた。

「正直、私も英語はちょっと苦手です」

「……そういえば美埜里さんって確か海外に派遣されてた経験があったんじゃ？」

「まあそうだけど、私だって別に英語得意じゃないよ」

　と美埜里さんも肩を竦める。

「別に現地の人達と仲良く会話するわけでもなかったし、交渉はそれ専門の人がいたしね。そもそも英語圏ですらなかったし」

「あー……」

　まあアラブとかその辺だと、公用語はアラビア語だろうし……

　というか、本当にいまさらだけど、そもそもこんな面メン子ツでアメリカ軍兵士を説得とか、無理じゃないんだろうか。

　そんなことを考えながら歩いていると──視界の端に荒野の灰色やベージュ色とは違う鮮やかな色彩を見つけて僕は立ち止まった。

「──美み埜の里りさん」

「分かってる」

　僕が囁ささやくように言うと、美埜里さんは小さく頷うなずいて腰の後ろに手を回した。

　そこには彼女愛用の９ミリ拳銃がホルスターに収まって吊つられている。一応、９ミリ機関拳銃や89式自動小銃も持ってきているらしいのだけれど、これも相手をむやみに刺激しないようにってことで、ドラゴンのところにおいてきたのだ。

　これは僕の『禁忌の鎧よろい』も同様だ。あんな『兵器ですよ！』と言わんばかりの代物を着込んで会ったら、相手が逆上しかねない。

「──なんです？」

　と僕らの間から前を覗のぞき込こもうとする光流ヒカルさん。

　僕は黙って岩陰から覗いているそれを指さした。

　パラシュートの端っこらしき──紅あかい布。

「…………」

　光流さんも黙って頷き、僕らは揃そろって深呼吸する。

　それから僕は──改めて『僕らは敵じゃない』と大声で主張するべく、息を吸い込む。

　そして──




「──エルビアさんッ!!」




　僕らの後ろからミュセルのものらしい声が聞こえてきたのは、次の瞬間だった。

「……は!?」

　何で？　と僕らが顔を見合わせた次の瞬間、聞こえる──銃声!?

「──しまった！」

　間抜けな話だ。

　僕らがパイロットを探している間に、本人は、パラシュートを外し、岩山を回り込んで着陸したドラゴンの方に向かっていたのだ。おそらくドラゴンの背に僕らが乗っていたのも──つまりあれが騎馬ならぬ騎竜で、自分と同じ操縦士に相当する人間が乗っていると理解していたのだ。

　そしてドラゴンには太た刀ち打うちできなくとも、人間ならば、拳銃が通用する。

　僕らは着陸するべきではなかったのだ。だがいまさら悔やんでも遅い。

「エルビアッ!?」

「エルビア!!」

　僕は──そして光流ヒカルさんは、悲鳴じみた声を上げて、元来た道を駆け戻り始めた。





[image: ]






　正直……油断していた。

　単純に考えて、美み埜の里りさん、僕、光流さんの三人と、ミュセル、エルビア、テレジアの三人に加えて、着陸しているとはいえドラゴン一体……戦力的にどっちが強いかなんてのは明らかだ。特にエルビアとテレジアは単純にそこらの人間より身体能力が高いから、窮地に陥るなんてことは考えもしなかったのだ。

　けれど──

「…………うわ」

　大岩の一つを回り込んでミュセル達の方に近づいていくと、そこに地面に俯うつぶせに這はいつくばらせられたエルビアと、彼女にまたがるようにして立ちながら、拳銃を構えている飛行服フライトスーツのアメリカ兵の姿が目に入ってきた。

　その少し離れた場所には、ミュセルと、テレジア、それにドラゴンの姿もある。

「も……申し訳ないっす……」

　と涙目で訴えてくるエルビア。

　とりあえず彼女が怪け我がをしている様子はない。よく見ると彼女の肩の側そばの地面が不自然にえぐれているので、おそらくさきほどの銃声は、米兵が彼女を腹ばいにさせたうえで威嚇に一発地面に撃ち込んだのだろう。

「でもなんで──」

「そのバカが『やっぱり心配っす』とか言い出して、一人で飛び出してな」

　とテレジアが忌いま々いましそうに言った。

「岩陰に隠れてたその男に足を引っかけられて転ばされた」

「あー……」

　僕らは揃そろって溜ため息いきをついた。

　エルビアはこういう『小技』に弱いのだ。

　ウェアウルフなので身体能力は非常に高いのだけれど、体術という意味での身体運用技能は低い。要するに反射神経は良いし馬鹿力なのだけれど……『技』がないのだ。たとえば美埜里さんと格闘戦をやったりすると、たいてい、エルビアが関節技とか掛けられて負けるのだ。能力はあるけど技術はないということである。

　生まれ持った身体能力の高さで何でもごり押しできるから、必要なかったとも言える。

　そもそも元密偵であるエルビアの場合……敵と出会えば、がっぷり四つに組んで格闘するよりも、まずその身体能力を活いかして逃げちゃうのが基本だろうし。

　ちなみに……美み埜の里りさんに前に聞いたけれど、正式な格闘訓練を受けているからか、同じ姿形でもアマテナはわりと高いレベルにあるらしい。格闘技に関してはどこぞの古武術流派の師範級である美埜里さんが『正直、武器なしじゃ勝てない』って言うくらいだから、相当なのだろう。

　そんな身体能力チートのウェアウルフだけど、その一方で肉体としての強度は僕らと大差ないというか、ぶっちゃけエルビアの胸の柔らかさといったらもう、背中や腕に押しつけられただけで本紙記者も昇──いやそうじゃなくて、９ミリ弾でも普通の人間と同じように効く。効いてしまう。急所に撃ち込まれれば即死もするだろう。

「いきなり撃ち殺されなかったのは良かったけど……」

「いや、それは当然でしょ」

　美埜里さんは落ち着いてそう言ってきた。

「いくら拳銃を持っていたって、自分の何倍もの兵力とまともにぶつかっても勝てないのは分かってるだろうし。人質とって交渉、ってのが常道よ」

「なるほど……って、そんな理屈考えつかないくらいにテンパってなかっただけ良かったねって話で」

　異世界に放り出されて、ドラゴンに撃墜されて、となると、もう『なんでもやったらあ！』的に自暴自棄になっててもおかしかないわけで。物陰から銃を乱射でもされていたら、最悪、ミュセルやエルビアは殺されていた可能性がある。

「まあ、それはそうね」

　と認めつつ、美埜里さんは右手を脇に垂らしたまま──右肩を少し下げて、不自然なくらいにぶらんと脱力した状態でいる。

　腰の後ろの拳銃に手をやらないのは、相手を刺激しないように……けれど脱力したままなのはいつでも抜き撃ちできるように、だろう。何というか、西部劇に出てくる早撃ちガンマンの姿勢に近い。携帯性優先の軍用ホルスターは、あまり抜き撃ちには向いてないとは思うけれど。

「何にしても相手は交渉するつもりがあるってことだけど……」

「～～～～ッ！」

　そのアメリカ軍パイロットは何事か叫んだ。

　興奮しているのか、早口だったので、よく聞き取れなかったけれど──あ、まずい、これじゃ会話するのに手こずりそう。

　彼の構えている拳銃──ベレッタのＭ92Ｆは、言うまでもなく撃鉄が起きた状態で、五ミリばかり引き金を引けばそのまま発砲できる。手の震え、指の強こわばりでも撃っちゃいかねない、きわめて危険な状態だ。

　なんとか刺激しないようにしつつ、銃口だけでもエルビアから逸そらさないと。

　などと僕が思っていると……

「エルビアッ！」

　叫んで前に出るのは光流ヒカルさんである。

「って──あの、光流さん？　落ち着いて」

「その子を離せっ！」

　と光流さんはエルビアを指さして叫ぶ。

　その表情と声こわ音ねは、普段は落ち着きすぎるくらいに落ち着いている彼とは別人のようだった。いやまあ別人というか別身体なんだろうけどさ。今の彼は義体アバターを遠隔操作している状態で、外見的には女性そのものだし。

「ヒカル様──」

　地に這はわされたまま呻うめくように言うエルビア。

「女に銃を向けるなんて、男のやることじゃない！　恥を知れ！」

　とえらい剣幕で怒鳴る光流さん。

　アメリカ兵を刺激したらまずいんだけど……どうも頭に血が上ってそんなことも考えつかないらしい。本当に彼らしくない。最近、わりとエルビアと仲良くしているみたいだったから、友達に銃を向けられて逆上したんだろうか。

　ともあれ──

「このっ──サノバビッチ！」

　そんな罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げつけながらさらに一歩前に出る光流さん。

「臆チ病キ者ン！　くアそスっホたーれル！　悔キしスか　っマたらイかか　ってアこいス!!」

「ちょ、刺激したらまずい、まずいから！」

　と僕は慌てて彼の身体にしがみつくのだけれど、強力な義体は僕一人の重量なんかものともせずに前にずんずん進んでいく。まずい、まずいから！　ああ、でもこれが人工物なんて思えないくらいに柔らか──じゃなくて！　落ち着いて光流さん！

　対して──

「……!?」

　明らかにアメリカ兵は動揺しているようだった。

　あれ？　『雌犬の息子サノバビツチ』だの『くアそスっホたーれル』だの言われたのがそんなにショックだったんだろうか。わりとアメリカでは定番の、罵り言葉かと思……………………あ。ひょっとして。

「～～～～～～～!!」

　アメリカ兵は叫びながら改めてもう一発、エルビアの脇に銃弾を撃ち込んだ。

「ひっ──」

「──！」

　エルビアが短く悲鳴を上げると同時に、さすがに光流ヒカルさんの動きも止まった。

　おそらく、彼は自分に銃を向けさせたかったんだろう。義体アバターならそれなりに防弾性能もあるだろうし、撃たれても光流さんの本体が傷つくことはない。銃口がエルビアから逸それれば、その瞬間に、ミュセルか美み埜の里りさんがアメリカ兵を攻撃してくれる、と考えたのではないだろうか。

　けれども──アメリカ兵はその挑発に乗ってこなかった。

　意外にこの人、冷静だ。

　なら、ええと、まずは『落ち着いて』と声を掛けてみるべきだ。ええと英語では何て言うんだっけ…………？

「落ち着けホールド・ユア・フアイア」

　と──言ったのは、僕ではなくて、テレジアだった。

　ああ。そういえばもともと彼女、英語圏の軍隊の軍人さんだっけ。僕らに合わせて日本語で喋しやべったり、学習したエルダント語で喋ったりとかしてくれてたから、忘れてたけど。

「……！」

　もう一度、アメリカ兵の顔に驚きの表情がよぎる。

　やっぱりそうだ。相手から英語が飛び出してきたから、驚いたんだ。彼は碧あおい目を瞬しばたたかせながら、僕と、光流さん、そしてテレジアを見回している。

「落ち着けよカーム・ダウン、気イをー楽ジにーな・、ボ小ー僧イ？」

　テレジアは両手を広げて、いかにも英語圏の住人ですよ的な、大おお袈げ裟さな身振り手振りでそう付け加えた。

　ああ。なんか洋画っぽい！　これはあれか、『銃を向けられるたびに五セントもらっていたら今頃大金持ちさ』的なアレか！　ハーレーでダビッドソンでマルボロマンなあれか！　ＨＡ！　ＨＡ！　テレジアさん、格好イイ！

「なんだお前は？　英語？　英語なのか？」

「あ……」

　パイロットの台詞せりふに重なるようにして、美埜里さんが胸元に取り付けていた通信機から日本語訳らしきものが聞こえてくる。何事かと見回すと、テレジアさんがこっそり、僕らの方に向けて握り拳から親指を一本立てて見せているのが分かった。どうやら彼女が同時通訳したものを、美埜里さんの通信機に送ってくれているらしい。

「っていうか人間なのか、お前ら!?」

「人間だようい・あー・ひゆーまん！」

　ここぞとばかりに叫ぶ僕。

　しかし──

「これが!?」

　とパイロットが目を向けるのは腹ばい状態のままのエルビア──というかそのお尻である。言うまでもなくそこには実に、もふもふし甲が斐いのありそうなふんわり尻しつ尾ぽが可愛らしく生えているわけで。

「こんな、耳尖とがってたり、獣の耳や尻尾があったり……日本のヘンタイアニメみたいな姿の人間がいるわけないだろうが！」

　と叫ぶアメリカ兵。

　いやでもそこにいるし。耳の形や尻尾の有無で差別するのは良くない！　たぶん。

　でもって──

「変態!?」

　とミュセルが何やら衝撃を受けたように自らの耳を押さえてよろめく。

　彼女は僕の方を向いて涙ながらに問いかけてきた。

「み、耳が尖っていたら……エルフは変態なのですか……？」

「ああ、いや、ミュセル」

　僕は慌てて言った。

「ここで言う『ヘンタイ』っていうのは、英語のスラングというか……日本の『萌もえアニメ』を向こうじゃ『ヘンタイアニメ』っていうんだよ」

「そ、そうなのですか？」

「そうなの」

　と溜ため息いき交じりに僕は言った。

　ちなみに英語圏の人達が『ヘンタイアニメ』と言う場合に、日本語の『変態』に相当する罵ば詈り雑ぞう言ごん的な意味合いは薄いと聞いたことがある。むしろ萌え絵を描いている人に英語圏の人達が『あなたのヘンタイイラスト、素晴らしいデース』とかメッセージを送っちゃうくらいで。元エロゲンガーのうちの母が、前にネットにアップしていたオリジナルのイラストに、そんなメッセージが来たことがあったはずだ。

「エルフって本来、海外が本場なのに、ヘンタイアニメっぽく見えちゃうの？」

　と首を傾かしげるのは美み埜の里りさんだ。

「あー。なんか、耳が横に張り出してるタイプのエルフ耳って日本の『ロード●島戦記』辺りから定着したパターンで、向こうじゃミスター・ス●ック的な、ちょっと尖った耳が基本みたいですよ。まあそもそもエルフって北欧辺りが発祥元だろうから、アメリカの人達の認識はまた少し違うのかもしれないし」

「──何なんだよお前らは」

　と僕と美み埜の里りさんのやりとりを遮って、パイロットが問うてくる。

「ひょっとして、お前達、人間……っていうか、俺の世界の人間なのか？」

　パイロットがそのいかにもアメリカ人らしい碧へき眼がんを細めて言った。

「ミスター・スポッ●って──」

「長寿と繁栄をりぶ・ろんぐ・あんど・ぷろすぱー」

　と言いつつ、僕は右手を掲げて中指と薬指の間を開くサイン──俗に『バルカン・サ●ン』というやつをしてみせた。

　これ──やってみると分かるけど、意外に難しい。昔、僕の中で『スター・ト●ック』がマイブームだった時期があって、意地になって練習していたのだ。今になって、異世界で、アメリカ兵相手に役に立つとか思ってもみなかったけど！

「おいおいおいおい……」

　明らかに困惑した様子のアメリカ兵。

　待てよ？　アメリカで『スター・●ォーズ』と並び、国民的作品になってる『スター・●レック』はともかくとして、横長のエルフ耳を見て『ヘンタイアニメ』とか言っちゃってるってことは、この人……ひょっとして？

「……ふんっ！」
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　僕は両手をぱん、と拝むように合わせると、にやりと笑った。

「一は全、全は一ッ！」

「……！」

「その子を解放してくれ。でないと僕の錬金術がお前を襲うぞ」

「き……貴様……!?」

　よし、動揺してる動揺してる。

　以前、『海外で最もポピュラーな日本アニメ』のランキングを見たことがあって、トップが『鋼●錬金術師フルメタルアルケミスト』だったのを僕は覚えていた。

　わざわざヘンタイアニメ、なんて言葉を使うことからして、この米兵、意外とオタクなんではないかなと思ったんだけど、やっぱりか！

　ありがとうクールジャパン！　素晴らしいねＨＥＮＴＡＩアニメッ！　官僚主導、箱物行政の弊害で、クールジャパン戦略はいろいろぐだぐだになってるって話も聞くけど、この異世界で意外と役に立ってるよ！

　それはともかく！

「とにかく、我々は貴方あなたの敵じゃありません」

　と美み埜の里りさんが言う。ほぼ同時にテレジアがこれを通訳してくれた。

「俺の〈ライノ〉を撃墜しただろうが!?」

「〈ライノ〉？　ああ、貴方の乗っていた戦闘機のことなら、先に攻撃してきたのはそっちですよね？」

「…………」

　ぐっと言葉に詰まるアメリカ兵。

「それについてはこちらは不問にする用意があります。ですが、あくまでその子を人質にとって戦うというおつもりなら、こちらもこうするまでです」

　と言って美埜里さんは腰の拳銃を抜き──はしないで。

「そ、その構えは!?」

「…………」

　明らかに『かめは●波』の構えをする美埜里さんに動揺するパイロット。

　まあ普通だと『そんな漫画カートウーンの技が現実で使えるとでも？』と一笑に付されそうな感じだけど、まあ、ドラゴンが飛んでて、エルフだのウェアウルフだのが現実にいる世界で、『常識』を背に強がってみても不安が増すばかりだろう。

　銃を構えるアメリカ人パイロット。

　かめ●め波の構えをとる女性自衛官ＷＡＣ。

　錬金術の構えをとる元自宅警備員。

　…………

　冷静になって見ると、恐ろしく間抜けな光景だけど。

「お前ら……ひょっとして、日本人なのか？」

　若干、気の抜けた表情と口調でそう尋ねてくるパイロット。

「ひょっとしなくても、ＨＥＮＴＡＩアニメの本場、日本の人ジヤパニーズですよ。そっちの、さっきから英語で通訳してくれてる人はアメリカ人らしいです。ちょっと人間やめてしばらく経たってますけど」

　と僕は言った。

　そして──僕らの間にわだかまる微妙な沈黙。

「…………分かった」

　アメリカ兵が、溜ため息いきと共に銃を下ろしてくれたのは、それから約三分後のことだった。
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　その〈スーパーホーネット〉のパイロットは名をクリストファ・カノープスといった。

　やはり〈ニミッツ〉の第１５４戦闘攻撃飛行隊（ＶＦＡ‐１５４）、通称〈ブラックナイツ〉に所属する海軍中尉らしい。年齢は二十七歳。

　金髪を短く刈り込んだ精せい悍かんな顔立ちで、いかにも『アメリカの軍人です！』てな感じである。それこそサングラスでも掛けたら『トップガ●』とかに出演してても違和感ない感じだった。

　で──

「……異世界じゃなくて未来世界!?」

　僕らの大まかな説明を聞いて、クリストファさんは素っ頓狂な声を上げた。

「そう。日本とこっちの世界が繫つながっちゃって、僕らは平和な交流のために派遣されてた、特使みたいなものだったんですけど。で、最近になってここが未来社会だって分かって、過去と未来の接触は世界を滅ぼす危険もあるから、なんとかしないと──って話が出てた矢先に、そっちの〈ニミッツ〉がいきなり飛んできちゃったわけで」

　と僕は言った。

　ちなみにクリストファさんには僕らが持ってきた予備の魔章指輪を塡はめてもらってる。なのでもう僕らは英語能力の不安を感じることなくそのまま喋しやべることができてるわけだけど。

「なんてこった……」

　クリストファさんは空を仰いで嘆息した。

「異世界に飛ばされたと思ったら、『ファ●ナル・カウントダウン』かよ！」

「あ。知ってるんだ」

「『猿●惑星』でも『フィ●デルフィア・エクスペリメント』でもいいけどな。未来に飛ばされるって意味ではこっちの方が近いか」

　とクリストファさんは言った。

「古い映画知ってますね」

　と僕は感心して言った。

「親父がマニアなんだよ。お前こそよく知ってんな」

「親父がマニアなんです」

「はっは！　でもって息子はどっちも超未来に飛ばされるってか！」

　と膝を叩たたいて笑うクリストファさん。

　何というか、いかにもアメリカ人って感じである。まあそれ以前にどうもこの人もオタクっぽい。軍人にはわりと多いと聞いていたけども。

「──それより」

　光流ヒカルさんが僕らの会話に割り込んで言った。

「どうして私達を撃墜しようとしたんですか？」

「ああ、それは──悪かった」

「良い悪いではなくて、理由を問うているんです」

　と光流さんは若干、きつい口調でそう言った。

　どうも彼はこのアメリカ兵が気に入らないみたいなのだけれど、せっかく、敵じゃないと分かってもらったばかりなので、あまり揉もめないでほしい。

「アメリカ兵は、状況も分からないまま、交戦を始めてしまうような人達なんですか？」

「そんなわけはないが──ああ、まあ、その」

　クリストファさんは決まり悪そうにがりがりとその金髪頭をかいた。

「もともと、こっちの世界に飛ばされて、どうするかってんで、艦長らがいろいろ考えてたらしいんだがな。明らかに異世界だし、元の世界に戻る方法は見当もつかない、その一方で陸上にあげられちまったから、原子炉が冷却できない、暴走を防ぐためには強制停止させるしかねえんだが、そうすると〈ニミッツ〉の機能がほとんど止まっちまう」

「ああ、やっぱり……」

　この辺りは僕らが予想していた通りだ。

「だから、この世界で生き残るために、先に自分達の『力』を見せつけて、それから交渉しようって話になったらしい。最初に平和的に接触して、交渉しても良かったんだろうが、それで決裂した場合はどうしようもなくなる。俺達が有利に交渉を進められる『力』を保持できているうちに、それを示しておこうって話で──」

「だからっていきなり撃墜する必要はないでしょう？　デモンストレーションなら──」

「いや、だから最初はそうする予定だったんだよ！」

　身を乗り出して言う光流ヒカルさんを押しとどめようとするかのように、両手を押し返すような形に上げてクリストファさんは言った。

「最初は適当な岩山とか人のいない荒れ地にミサイルでも撃ち込んで、どうだ！　ってな感じにやる予定だったんだよ！　けど、いつの間にか身動きできない〈ニミッツ〉を現地の軍隊が取り囲んで、中に入ろうとよじ登ってきて──」

「……バハイラム軍!?」

　僕らは顔を見合わせる。

「で、それで一ひと悶もん着ちやくあって……先の偵察でこの世界の文明レベルが中世か近世レベルだってのはおおむね分かってたから、適当な威嚇でどうにかなるだろうと思ったら、魔法みたいな何かで攻撃を始めやがって……」

「みたいな何か、ではなくて魔法そのものですよそれ」

　まあテレジア風に言えばナノマシン・ネットワークによる物理干渉なのだろうけど、まあそこまで説明しているとややこしいので、後回し。

「さすがに原子力空母の外壁をぶち抜くほどではなかったんだろうが、おかげで、散発的に撃ち合いしつつのにらみ合いだ」

　クリストファさんによると、最初に〈ニミッツ〉に乗り込もうとしたのは、迷彩に身を包んだ異形の兵士だったとか。おそらくそれは僕らも二度ばかり見たことのあるカメレオン人間──リザードマンの枝し族ぞくたるエレアマチ族だ。

　まああんな連中が艦内に入ろうとしてたら、思わず撃っちゃうのは仕方ないかも。僕も以前、ブルークと暗がりで出会ったとたんに、ぶん殴っちゃったことあるし。

　でも──

「で、これ以上相手の軍隊が増えたらたまらねえってんで、俺を含めて何機かが、周辺の偵察と陽動を兼ねて飛んだんだよ」

「ああああ……」

　本当に、僕達の予想通りというか、予想の中で最悪の半歩手前である。

　これで全面的な戦闘になっていたら、最悪だったわけだけど、話を聞いている限り、いつその半歩分を踏み越えて最悪の状態に陥ってもおかしくはない。

「でもってそこにお前達が来たわけでな。俺達のいちばん有利な点は、空から攻撃ができるって点だったわけだが、そこにお前達みたいなのが来たら──」

「なるほど……」

　それこそドラゴンでも使った空くう挺てい作戦をやられたら、数で劣るうえに、身動きのとれない〈ニミッツ〉側はあっという間に占領されかねない。包囲中のバハイラム軍に合流する前に叩たたいておこう、と考えるのは当然っちゃ当然だ。

「ということはすでに戦闘は始まってる？」

　と美み埜の里りさんが問う。

「さっきも言ったが、散発的に撃ち合うだけだけどな。俺達はその包囲している連中の手の内が今ひとつ分からないし、それこそ魔法の切り札みたいなのを持ってる可能性もあるからな。迂う闊かつに全力でやり合うわけにはいかないんだが──」

「それはおそらくバハイラム軍も同じでしょうね」

　と美埜里さん。

　どちらの側からしても相手は初めて見る、正体不明の連中なのだ。

　しかもお互いに知らない戦闘手段を持っているのはすでに証明済み。だからよほどのバカでない限り、迂闊に攻め込んだりはしない。一種の籠城戦みたいになっているのだろう。ただ──

「しかし俺達には時間が限られてるからな」

　原子炉の話か！

「いつまでもにらみ合いは続かないだろうよ」

「……やっぱり急がないと」

　僕は言って立ち上がる。

「まだ全面戦闘になってないのなら……なんとか割り込んで……バハイラムの包囲を突破しないといけないですけど、それはドラゴンで飛べば……」

　クリストファさんのように、すでに飛んでる〈スーパーホーネット〉がこっちを見つけて攻撃をしかけてくる可能性はあるわけだけど。さすがに二機も三機もに追い回されたら、あのドラゴンでもかわせるかどうか……

「それしかないでしょうね」

　と美埜里さんは頷うなずいた。
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　私達──バハイラム王国東方軍団と、正体不明の、おそらくはエルダント帝国の新兵器およびそこに立てこもる兵士達とは、膠こう着ちやく状態に陥っていた。

「ハーナイマン銅佐。何故、こんなにらみ合いを？」

　と部下の一人が私の脇でそう尋ねてくる。

　私達は現状、十と重え二は十た重えに敵の新兵器──謎の城塞とそこに配置されているもろもろを囲んでいるものの、散発的に魔法による遠距離攻撃を仕掛けるだけの状態になっている。

　敵の遠距離攻撃手段は我々の魔法よりも遠くまで届くようで、遮蔽物のない場所から近づくと、とたんに矢よりも速い攻撃が飛んでくる。攻撃そのものは見えないが、風の魔法ではなく、どうやら目にもとまらぬ速さで石いし礫つぶてを飛ばしているようだ。

　以前……エルダント兵らしき者達が侵入して、傀く儡ぐつ竜りゆうの処置場を荒らした際、そういう武器が使われたという報告を受けている。おそらくはエルダントの魔法兵器──というよりも、エルダントが交流しているという異世界からもたらされた、武器だろう。

　そして──

「相手には飛行兵力があるから」

　と私は部下に告げた。

　傀儡竜よりも明らかに──何倍どころか桁違いに速い空飛ぶ短剣を連中は持っている。

　あの空飛ぶ短剣がどれだけの攻撃力を持っているのかは分からないが、空からもし地上を攻撃できるとすると、我々が一方的に全滅させられる恐れがある。

　ゆえに我々は無意味に突撃したりせず、相手の周囲に点在する大岩やその周辺に陣を張り、相手の攻撃を防ぐと共に、状況を打開するための策を準備してきた。

「銅佐、傀儡竜部隊が──」

　別の部下に呼ばれて振り返ると、東方第一軍に所属する傀儡竜部隊が、今まさに、飛び立とうとしているところだった。

　そう。傀儡竜は、我がバハイラム王国軍の切り札とも言うべき新兵器だ。

　今までも飛行兵力は幾つかあったが、たいていは風の魔法を使い、強引に物を飛ばす程度で、空を自由に飛び回ることはできない──というか理屈の上では可能でも難しかったのだ。

　だが竜は、もともと空を飛べる。

　しかも方向性の定まっていない曖昧な遊離魔力は、残らず吸い尽くしてしまうため、ほとんどの魔法攻撃が効かない。魔力をよく伝える──竜に吸われるよりも速く魔法に反応する『楔くさび』を竜の頭へ埋め込み、これにいくつかの魔法術式を組み込んで命令を下すことで、傀く儡ぐつ竜りゆうを自由自在に操る兵器として我が国は完成させた。

　傀儡竜ならば、人を乗せて飛ぶこともできる。

　あの空飛ぶ短剣と互角に渡り合うことは難しかろうが、我が軍の精強な兵士達を傀儡竜に乗せて飛ばし、あの──おあつらえ向きに平たい敵の城塞の上に下ろして、戦わせる、それが将軍達の策だった。

　傀儡竜の出撃に関して、今まで時間がかかっていたのは、傀儡竜の背に兵士達を乗せるための鞍くらを設置するのに時間を要したからだ。普段の傀儡竜は、背中に人間を乗せて飛ぶようなことはない。あくまで遠くから魔法使い達が魔法で操り、安全に、敵を攻撃するための兵器だからである。

　ともあれ……

「我々は参加しないので？」

「第三王都での失敗が響いているのよ」

　私は苦笑してそう教えた。

　第三王都における〈竜の巣〉奪還が成されなかったことから、東方軍団の中で我が第二軍の立場は相当に悪化した。

　実際に〈竜の巣〉において、あの遺跡に眠っていたものの危険さを、そしてあの遺跡を守っていた連中のとんでもない力を、身を以もつて知っている私達は、無理に奪還することはたいへん危険だと主張し、将軍も私達の報告を信用して納得してくれたのだが──遅れて到着し、奪還作戦にそもそも加われなかった他の軍団の将軍達は、私達を臆病者、無能者呼ばわりしたのだ。

　その矢先に今回の──一件だ。

　手柄を立てる機会を逸して苛いら立だっていた他の軍団の将軍達は、是が非でも分かりやすい戦果を求めて、あの謎の兵器を攻略しようとしている。そしてその際に我々、第二軍団は後方支援を要請され、実際の突撃側の要員からは外されてしまった。

　あの謎の兵器に対して、〈竜の巣〉と同じ『匂い』を感じていた第二軍団の我が将軍は、他の将軍達の要請を受諾。私達直属の部下にも『自殺したい奴やつらにはさせてやろう』と告げたのだった。

「まあ黙って見ていなさい。死に急ぐことはないわ」

　私は細かい事情を知らされておらず、手柄を立てる機会を逸したと不満顔の部下達に、肩を竦すくめてそう言った。
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　再び離陸したドラゴンは猛烈な勢いで飛行していた。

「──駄目だ！　畜生!!」

　僕らと共にドラゴンの背中に乗っているクリストファさんは、悔しげにそう言った。

　彼は僕らの要請に従って、〈ニミッツ〉との連絡を試みてくれていた。基本的に戦闘機のパイロットは撃墜されて脱出した際、味方に救助してもらえるように、軍用の無線機を持っている。これを使って〈ニミッツ〉に連絡を入れられれば、バハイラム軍との全面衝突を防ぐことができるかもしれない、と考えたのだ。美み埜の里りさんが周波数だの何だのを探りながら連絡するよりも、手っ取り早いはずである。

　ちなみに最新型の軍用無線機は衛星回線まで使って相当な距離でも通話できるらしいのだけど、当然、今は衛星回線が使えない。到達距離は精々が二十キロか三十キロ程度だということだった。

「まだ距離があるから？」

「いや、これは──雑音ノイズがひどすぎる」

　僕の問いにクリストファさんは首を振った。

「雑音？　なんで？」

　電波が届かないならともかく、雑音が入りすぎて通信できないとか……何かに妨害されている？　でもこの世界で軍用無線機を妨害するなんて奴やつがいるんだろうか。まさかバハイラム軍がやってるってこともないだろうし……

「障害物になりそうなものもないのに」

　見渡す限りに荒野で、もちろん、岩山だの、大地の亀裂のような渓谷だのはちらほらとあるけれど、それで電波が完全に遮断されちゃうなんてこともないだろう。

　となると──

「あのバハイラムとかいう連中だけどよ」

　とテレジアがふと何か思いついた様子で言ってきた。

「〈ニミッツ〉と交戦するのに、ナノマシン・システムを利用して──というか、お前達の言うところの魔法を使ってんじゃねえのか？」

「へ？　そりゃ使ってるだろうけど」

　魔法が当たり前の技術として存在するこの世界、いざ戦いとなれば、魔法も使うのは当然だ。攻撃、防御、その他もろもろ──実際、ミュセルが魔法を覚えたのも、軍にいたからだって話だし。

「その中に強烈に電磁場を出すタイプの魔法があったら？」

「……え？　…………あ！」

　そうだ。

　テレジアが言うように……僕らは安易に魔法と呼んでいるけれど、あれは実際には、この世界に大量にばらまかれている、目に見えない機械、ナノマシンのネットワークに干渉して、各種現象を引き起こしているものだ。

　要するにこの世界の魔法っていうのは科学的に説明のつく現象なのだ。

　たとえばミュセルや僕がよく使う風の魔法──〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉なんかも、風の精霊がふうふう息を吹いているとかじゃなくて、実際には電磁場か何かで、空気を動かしている状態なのだ。

　当然、そうした強い電磁場の側そばでは、軍用だろうが何だろうが無線は妨害されてしまう。

「ひょっとして、あれ？　電子レンジを使うと、無線ＬＡＮに障害がでるとかそんな」

「そうだよ」

　とテレジアは頷うなずいた。

「そういう意味ではこの〈ヘヴィ・ドラグーン〉の揚力場も通信を邪魔してる可能性がある。実際には周波数帯の問題とかいろいろあるが──この世界の魔法はかなり強引で大おお雑ざつ把ぱに物理現象を発生させてるみたいだからな。電撃テイザーとか使えば、そりゃ広い周波数帯で雑音ノイズ電波が出まくるだろうぜ」

「……ってことは、これも駄目よね」

　と美み埜の里りさんが自分の胸元に付けている通信機に触れて言った。

　電波で通信するという以上、自衛隊製か米軍製かなんて関係なく、通信できない可能性が高いだろう。

　とりあえずこのドラゴンの電磁場はきっちり制御されているので、保護力場の内側ならば、問題なく使えているようなのだけど。実際、ずっとクリストファさんの言葉を翻訳したものが聞こえているし。

　しかし、そうなると──

「え、じゃあどうやって」

　そもそも〈ニミッツ〉に辿たどり着ついても何もできないのでは。

「そりゃ、大声で叫ぶしかないんじゃないの」

　とうんざりした様子で言う美埜里さん。

「いや、大声でって言われても……」

　下手をすればドンチャカやってるその最中に、部外者が入っていって、『あの、すみません！　ちょっといいですか!?』とかやったところで、誰かが聞いてくれるとも思えない。というかそもそも銃声やら魔法の爆音やら雷鳴やらが鳴り響いている中で、人間の声なんて届きそうにないのだけれど。

　無茶だ。無理だ。どう考えても。

「……ええとミュセル、声を大きくする魔法とかってないかな」

「声をですか？　風の魔法を調節すればあるいは──」

　と首を傾かしげるミュセル。

「それか、テレジアさん、なんとかできませんか？」

「声の拡大くらいはできるが、そもそも聞いてくれるかどうかだよな」

　とテレジアも唸うなる。

「乱戦の最中に突っ込むことになるわけだろうし──」

　そう。それも問題なのだ。

　通信ならば……たとえ戦闘中だろうと何だろうと、通信機操作を専門にしている兵士や士官がいるはずで、彼らが僕らからの通信を聞いてくれる可能性は高い。情報の取得が戦闘の勝敗を分けることも少なくない現代においては、拾える通信電波は敵味方関係なく傍受して状況把握に努めているはずだ。

　しかし逆に……ドンパチやってるそのど真ん中で大声を上げたところで、相手はそれどころじゃないというか、こっちに注意を向けてくれるかどうかも怪しい。下手をすればそのまま敵と誤認されて──

「──シンイチ様!!」

　不意にミュセルの叫び声が僕の後頭部を叩たたいた。

「あれを！　また──」

「え──？」

　振り返った僕らは、後方から、しかもそれぞれ微妙に別方向から接近してくる、三つの鋭利な影を見た。まるで空飛ぶ短剣の如ごとく、大気を切り裂いて飛行する──

「〈スーパーホーネット〉!?」

「周辺の偵察に出てた他の機が、戻ってきたんだ！」

　とクリストファさんが叫ぶ。

　同時に、ぱぱぱ、と〈スーパーホーネット〉の鼻先で機関砲の銃火が閃ひらめくのが見えた。

　撃ってきた！　とりあえず威嚇なのか、それとも腕が悪いのか、僕らにはかすりもしなかったけれど──

「畜生、最悪だぞこれ!?」

　クリストファさんがドラゴンの背中を拳で叩きながら喚わめく。

　まずい。とんでもなくまずい。

　たぶん──あの機体のパイロット達はクリストファさんと同じ命令を受け、同じ考え方をしているだろう。しかも〈ニミッツ〉との通信も途切れたままで、あるいは頭に血が上っている可能性もある。

　そこで──まるで騎馬でございと言わんばかりに、背中に人を乗せたドラゴンを発見すればどうなるか。

　敵の航空兵力と判断して撃墜しようとするのは当然だ。背中にはもちろん、仲間のクリストファさんも乗っているわけだけど、彼らに視認できているかどうかは甚はなはだ怪しい──というか、できてないからこそ撃ってきたのだろう。

「クリストファさん、その通信機で──」

「分かってる！　今やってるが──」

　そもそも携帯通信機と、戦闘機に搭載されている通信機とで直接やりとりとかできるんだろうか。混線を避けるために周波数帯とか変えてるのでは。となると周波数帯を調整して合わせるだけでも手間取る──

「──！」

　慌てふためく僕らに向けて、一機の〈スーパーホーネット〉がミサイルを発射したのは次の瞬間だった。

「こなくそ!?」

　短く怒鳴るテレジア。

　彼女が命じたのだろう、クリストファさんの〈スーパーホーネット〉とやり合ったときと同じく、ドラゴンはとんでもない空中機動を始めた。

「またこれかああああああ!?」

「吐く、今度こそ吐いちゃう──」

　風圧は殺せても、加速度は殺せないのだろう。猛烈に身体が引っ張られるのと同時に、僕は視界が薄暗くなるのを感じた。これはあれか。強烈な加速のせいで血が偏ったりとかしてるのか。ブラックアウトとかいうやつで──

「目が、目がぁ～!?」

「こんなときに『ラピュ●』ネタとか！　余裕ありますねっ!?」

「わざとやってんじゃない!!」

　僕と光流ヒカルさんの悲鳴──というか何というか──が響き渡るが、そんなの聞こえませんとばかりにぐりんぐりんと複雑な軌道を描いて、時に宙返りなんかもしながら、ミサイルから逃げようとするドラゴン。

　だけど、同じくこんがらがりそうな白い飛行機雲を引きずりながら、ミサイルもまたこっちを追ってくる──らしい。どうにも視界が薄暗いのでよく分からないけど。

「ぬぐぐぐぐぐぐぐ」

　クリストファさんとの空中戦のときは、ブラックアウトを起こさなかったところを見ると、あのときはまだテレジアも速度を抑えてくれていたのだろう。今回は戦闘機とではなくミサイルとの追いかけっこだから、急加速、超音速でドラゴンをぶん回しているのだ。

　でもなかなか終わらないところを見ると、さすがのテレジアも手こずっているらしい。

「太陽を、太陽を背にするんだ!!」

　とりあえずそう叫んでみる僕。

　赤外線追尾のミサイルは、太陽にその鼻面を向けてしまうと、間違って飛んでいってしまうという描写を、以前、どっかの漫画で見た記憶がある。太陽にいったん向かってから、そこから外れれば、より強い赤外線を出している方にミサイルが飛んでいってくれるかも、と思ったのだけど。

「サイドワインダーじゃあるまいし、今時のミサイルは赤外線追尾なんかしてねえよ!!」

「そうなの!?」

「母機が最初にレーダーでロックオンした対象を追うんだよ！　アクティブ・レーダー・シーカーつって──」

　とクリストファさん。

　しまった。オタクはオタクでも僕はミリオタじゃなかった!!

「じゃあ、電波妨害細片チヤフを──」

「そんなのどこにあるんだよ!?」

「おまえらうるせえ!!」

　と叫ぶテレジア。ごめんなさい。

「シ、シンイチ様──！」

　とさらに悲鳴じみたエルビアの声が。

「な、なに、エルビア!?」

「さらに来るっす──ッ!?　白いのが二！　左と右から!!」

　残りの二機もミサイル撃った!?

　幾つもの方向から、まるで逃げ道を塞ぐように突っ込んでくるミサイル。

　駄目だ。どう考えても逃げきれない。

　うろ覚えだけど──確かミサイルの飛行速度は直線ならマッハ三とか四に達するから、どう考えても戦闘機より遥はるかに速い。さすがに空中機動ならでかい翼を持ってる戦闘機や、いろいろと小回りが利くドラゴンが有利だけど、絶対的な速度差があるから、いつまでもよけ続けているわけにもいかない。

　愚直に、諦めることなくひたすら僕達を追い続ける超音速の殺し屋。

　僕の身体も少し慣れてきたのか、視界がゆっくりと元の明るさを取り戻していくのが分かる。この状況だと近づいてくるミサイルがよく見えるようになるわけで、あんまり嬉うれしくないけれど！

「んなろおおおおおッ!?」

　テレジアの吠ほえ声ごえと共に、ドラゴンが──え？

　いきなり視界が百八十度縦に回転。

　振り回されて頭に血が上る中、僕は、見た。

　背面飛行というか何というか、空中ででんぐり返って、鼻先を追ってくるミサイルに向けたドラゴンが、細く細く絞った、レーザーみたいな炎の吐息を吐いた。

　いや。テレジアの説明を聞く限りそれはレーザーというよりプラズマ砲だ。もともと強電磁場で浮遊や火炎の放射角度、収束度合いを調整しているドラゴンは、極限まで細く炎の吐息を絞ると、プラズマ化したそれを射出することができる、んだとか。

　もろにゴ●ラやガ●ラの領域である。外見はギャ●スに近いけど。

　僕らの目の前で炎の花が咲く。二つ。

　くぐもった轟ごう音おんは一瞬遅れて届いた。

　なぎ払うように振られたプラズマの火線がミサイル二発を捉えたのだ。

「やった!?」

　ぐるんぐるんと二軸回転で再び通常の飛行姿勢に戻るドラゴン。

　気分はもう遊園地のアトラクションである。全然楽しくないけど！

「すごい、さすが！」

　さすがは未来科学の造りだした生物兵器である。

　まさかジェット戦闘機三機に狙われてミサイルを撃墜するなんて──

「──え？」

　三機。発射されたのは三発。

　じゃあもう一発は!?

「お前ら、覚悟しろ！」

　とテレジアが叫ぶ。

「え？　なに!?」

　彼女の肩越しに斜め上から突っ込んでくる白い航跡。

　あれはもちろん──

「下ろすぞッ!!」

「──へっ？」

「シンイチ様ッ！」

　エルビアが前方を指さして叫んでいる。

　僕は咄とつ嗟さに彼女の示す方向を見て、気づいた。

〈ニミッツ〉！

　特徴的なカクカクした輪郭の飛行甲板フライトデツキ、その上にでかでかと白文字で書かれた『68』の番号！　間違いなくあれはアメリカ海軍のニミッツ級原子力空母一番艦〈ニミッツ〉だ。

　空戦しつつも、僕らはちゃんと〈ニミッツ〉に近づいていたらしい。

　しかし──

「ぎりぎりまで寄せて保護力場解除するから、後はなんとかしろ！」

「──って無茶言わないでっ!?」

　テレジアはつまり、飛び降りろ、といっているのだ。

　何その無茶振り!?

「お前ら乗せてると、高Ｇの機動ができねえんだよ！」

「いやだからって──」

「うちのＢＯＵの戦闘記録見たぞ、お前ら、前にもやってるだろ！」

「え？　あ──」

　たぶん、第三王都に接近中に、ドラゴンに襲撃されて、僕とミュセルが傀く儡ぐつ竜りゆうの背中から墜おちたときのことを言っているのだろう。確かにあのときは二人で風の魔法を使ってなんとか着陸したけど、あんな曲芸──というか極芸、二度とやりたいと思わない。

　なのに──

「行けッ!!　積み荷も一緒に落としてやる！」

　テレジアは問答無用。

「ひいいいいいっ!?」

「慎しん一いち君、手を──皆、手を繫つないで!!」

　と叫ぶ美み埜の里りさん。

　次の瞬間、ひときわ大きくぐるんと翼を振って背面飛行状態になったドラゴンから、僕らは振り落とされていた。

「ぎゃああああああああ!?」

　空中に投げ出されながら、僕は悲鳴を上げる。

　それでもアドレナリンがどばどば出ているせいか、僕の時間感覚は微妙に間延びしていて、何もかもがスローモーションで動いているように見えた。

　空中をジタバタしながら、エルビアが光流ヒカルさんとクリストファさんの襟首を左右の手で摑つかむ。

　僕とミュセルが互いに手を伸ばしてこれを摑み、さらに僕はもう一方の手で美埜里さんと。まるで集団でのスカイダイビングか、『ガッ●ャマン（旧作）』か、てな感じで僕らは手を繫ぎながら輪になっていく。少し離れたところを、『禁忌の鎧よろい』を詰めた木箱が三つ、落ちていくのも見えた。

　──ってテレジアは!?

　僕が頭上を見上げると、テレジアはドラゴンに乗ったまま飛んでいく。ミサイルの爆発が僕らに届かないように距離をとるつもりか。

「──！」

　しかも先の二発を撃墜されたからか、三機の〈スーパーホーネット〉は追加でさらに一発ずつ──三発のミサイルを発射する。微妙に角度の異なる三方向からドラゴンに追いすがるミサイル。

　それを──

「なんだあれ!?」

　愕がく然ぜんとクリストファさんが叫ぶのが聞こえた。

　戦闘機──というよりまるでＵＦＯみたいな、異様な飛び方をするドラゴン。空中で跳ねるようにいきなり上昇したかと思えば、次の瞬間に静止、そして落下──一瞬前までドラゴンが占めていた空間を、ミサイルが通り過ぎていく。

　力場だの何だのを使っているうえに、戦闘機と異なり、異様に柔軟性のあるドラゴンだからこそできる、でたらめな──チートに等しい空中機動だ。いったい、どれだけのＧが掛かっているのか想像もつかない。

　なるほど、あんな機動をやられたら、生身の僕らはとても保もたないだろう。僕らをテレジアが放り出したのは正解だ。

　けれど──

「──あっ！」

　次の瞬間、いきなりドラゴンの間近ででっかい爆発が生じていた。

「〈シースパロー〉！」

　と叫ぶクリストファさん。

　シースパロー、『海シー』とつく名前の通り、艦載型の対空ミサイルだっけ。合計四発の空対空ミサイルをかわして気を抜いたその瞬間に、〈ニミッツ〉から撃ち込まれたのだろう。

　あれ？　でもなんか……ドラゴンにぶつかる前に爆発したような……近接信管？　それとも……ひょっとしてドラゴンのまとっている力場に反応した？

　それでも爆発の影響をすべて排除はできなかったようで、ドラゴンは翼を大きく損傷し、ふらふらと飛びながら高度を下げていく。〈ニミッツ〉の艦橋をかすめるようにして、その向こう側に。

　どうやら直撃は免れたみたいだ。良かった…………！

　などと、喜んでいる場合では、もちろんなくて。

　こっちはこっちで現在も自由落下中である。

　なので──

「ぬあああああ、ええと、ええと」

　咄とつ嗟さに風の魔法の呪文を唱えながら、僕はミュセルと目め配くばせする。

　前にやったときと違って、今回は六人。タイミングを合わせないと落下速度は殺せたとしても、全員骨折してアウトだろう。

　しかしその辺はミュセルも察してくれていたようで。

　僕が息を吸い込んで呪文の仕上げを叫ぶその瞬間、ミュセルもこれに合わせてくれた。

「「〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉!!」」

　ぶわ、と魔法で作り出された風が僕らを取り巻いて、落下速度を殺してくれる。

　だがまだ十分じゃない。僕とミュセルはさらにこれを連打。

「「〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉!!」」

「「〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉!!」」

「「〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉!!」」

　目に見えて落下速度が減衰し、しかしやっぱりかなりの速度で地面が近づいてくる。

　僕らは皆揃そろって身を丸めて、衝撃に備えた。

　でもってとどめに──

「「〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉!!」」

　だめ押しのもう一発。

　ふくれあがる砂さ塵じんの塊。地面に当たった風がその場で巨大な──一瞬だけの空気のクッションを作り上げ、僕らを受け止めてくれる。それぞれ背中やら足やらをしこたま地面に打ち付けながらも、僕らはなんとか地面に着陸した。

　勢い余ってごろごろと転がる僕ら。

　あちこちに露出している小石がたいへん、痛い。

「いたたたた……」

　僕は腰をさすりながら立ち上がる。

　すぐ隣にはミュセル、そして美み埜の里りさんの姿も。

　エルビア、光流ヒカルさん、そしてクリストファさんは少し離れたところにいた。

　幸い、僕らは〈ニミッツ〉から見て、大きな岩陰に隠れるような位置に降りたらしい。地面に転がっていても、僕らを狙った銃撃が来ることはなかった。

　ただ──

「──あ」

　ふと振り返って、僕は──そこで凍り付く。

　幸いだなんてとんでもない。

　僕達の後ろには、殺気だった感じのバハイラム軍が、何百、いや、何千人と陣を構えていたからだ。

　そう。

　僕らは……最悪なことに〈ニミッツ〉の上ではなく、バハイラム軍と〈ニミッツ〉が睨にらみ合あっている、ちょうどそのど真ん中に、降りてしまったのだった。
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　駄目だ、これは。

　さすがの僕もそう思った。

〈ニミッツ〉の乗員達を説得するとか、そんなどころの話じゃない。

　そもそも〈ニミッツ〉に辿たどり着つくことすらできそうにない。原子力空母はすぐ近くに見えているのだけれど、その巨体と僕らの間には、大量のバハイラム兵がいて、僕らを『何者だこいつら？』と睨にらんでいるのである。

　しかも散発的な応酬の小競り合い状態とはいえ、戦闘のまっただ中。

　駄目だ。死んだ。

　せめて死ぬときはミュセルの手を握って──と僕が脇に伸ばした指先は、しかし、彼女の柔肌ではなくて、何か固いものに触れていた。

「──!?」

　それは砕け散った木箱から転がり出た荷物、すなわち、待機状態スリープモードの『禁忌の鎧よろい』だった。

「そ、そうだ、これ──」

　慌てて手を伸ばしてもう一度しっかりと『禁忌の鎧よろい』に触れると、それはまるで生き物のように自ら動いて、僕の身体を取り込んでいく。

「ミュセル！　エルビア！」

　僕の叫びに、彼女らも気づいたらしい。同じく近くに落ちていた『禁忌の鎧』に飛びついて、これを装着する。ほんの数秒で、僕らは『禁忌の鎧』を装着して立ち上がっていた。

　この間に──バハイラム軍からの攻撃がなかったのは、幸いだった。

　おそらく彼らは彼らで戸惑っていたのだろう。

　僕らがドラゴンから落ちてきたのも、そしてそのドラゴンが〈ニミッツ〉側のミサイルで撃墜されたのも、彼らは見ていたはずだ。つまり自分達が敵対している相手──〈ニミッツ〉側が撃墜した僕達を、敵か、味方か、判別がつきかねていたのだ。

「美み埜の里りさん！　クリストファさん！」

　僕は生身の二人を庇かばうようにして、バハイラム軍と相対する。

　この『禁忌の鎧』は防御能力がやたらに高い。ちょっとやそっとの魔法攻撃ならば、美埜里さん達の盾になることもできるだろう。

　ただ……それでも多勢に無勢、バハイラム軍に数で押され、囲まれれば、美埜里さん達を守りきれるかどうか。いや。無理だろう。範囲攻撃の魔法とか食らえばそこまでだ。

「シンイチ様……」

「ど、どうするんすか……？」

　その辺のことが分かっているので、ミュセルやエルビアの声も震えている。

　どうすると言われても、さて、どうしようか。

　僕が必死に灰色の脳細胞を働かせて、妙案をひねり出そうとしていると……

「……!?」

「……!!」

　なにやら遠くの方で大騒ぎになっている感じの声が聞こえてくる。

　ついでに魔法のものらしい、雷鳴とか、爆音とか、風の音とかが入り乱れて──

「え？　なに!?」

　と僕らが驚いて立たち竦すくんでいると。

「何やってるんだ、お前らは!?　さっさと空母の方に走れよ！」

　猛烈な勢いでバハイラム兵を蹴散らしながらこっちに走ってくるドラゴンが一頭。

　あれって──テレジア？

　ドラゴンの頭の上に乗っているのは確かにテレジアだった。

　至近距離で爆発を食らって、ドラゴンは翼を切り裂かれたはずなのだけど……その巨体は元気に超低空飛行を続けながら──というか、なんだあれ!?　走って、跳んで、滑って、跳んで、また走って、と猛烈な速度でバハイラム軍の陣を駆け回っている。

　まるで某ぼう超時空要塞シリーズのガ●ォークである。

「……あ、そうか」

　そういえばドラゴンの翼は基本、姿勢制御や方向転換なんかに空気をかいたり、滑空したりする際に使うんであって、その巨体を浮かせているのは身体全体で発生させている電磁場なんだった。なら比較的安定しやすい超低空で、ホバークラフトみたいに移動するのとかは翼が破損していても問題ないわけだ。

　ニミッツの近くを走り回っている限り、〈スーパーホーネット〉側からの攻撃もまずないだろう。

「おらおらおらおらッ！　死にたい奴やつだけ掛かってこい！」

　怒鳴りながらドラゴンで突撃するテレジア。

　例の炎の吐息こそ吐かないものの、ドラゴンの巨体が密集隊形をとっていたバハイラム軍の陣に殴り込んだわけだから、歩兵は大混乱。ドラゴンはドラゴンで片っ端からバハイラム兵を蹴り飛ばしていくので、陣形はいきなり乱れることとなった。

　しかも──

「～～～～！」

「～～～～!!」

　ドラゴンとは別方向から、バハイラム兵達の叫び声が聞こえてくる。

　見れば、ウェアウルフやウェアタイガー、ウェアベア、それにリザードマンらしき半裸の娘達の集団が、棍こん棒ぼうみたいなのを携えてバハイラム軍に殴り込んでいるのが見えた。

　格好から見ても、あれってバハイラム軍じゃなくて──

「ＢＯＵ！」

　テレジア配下の兵士達だ。

　おそらくテレジアが前もって第三王都から呼び寄せていたのが、到着したのだろう。あるいは早々に近くに潜んで、機会を窺うかがっていたのか。

　でもって──

「ぼけっとすんな、手伝え！」

　と近くまで来たテレジアがドラゴンの上からそう命じてくる。

「え？　え？」

「もともとの目的は原子力空母の連中の説得だろうが！」

「あ……そうでした」

　と頷うなずく僕の前に、ＢＯＵの娘達がなにやら神み輿こしのようなものを担いで持ってくる。

　でっかい人間が丸ごと入りそうな、コンテナみたいな代物だけど……？

「こいつで基地の演算力を中継できる！　効率は何割か落ちるが、ナノマシンを使って防御しながら、空母の方にむかえ！」

　演算力って──つまりあれか。

　あのゲームとか漫画の必殺技みたいなのを思いつく限りにできるあのチート。

　でも……

「…………」

〈ニミッツ〉の方を振り仰ぐ僕。

　巨大な原子力空母は、その舳へ先さきを僕らに向けていて、まるでのしかかってくるような偉容を示している。そしてその上から散発的に周囲へ向けて威嚇射撃を繰り返している。

　テレジア勢とバハイラム軍がドタバタしている、その最中にも──だ。

　当然といえば当然、〈ニミッツ〉側からは僕ら一人一人の区別なんてついていない。

　なにやら自分達の敵が仲間割れを始めた、くらいにしか思っていないはずだ。

　ということは、僕らがあそこに近づいていけば、いきなり撃たれる可能性だってあるわけで。いや、歩兵の銃くらいならこの『禁忌の鎧よろい』が防いでくれるだろうけど、殺気立っている兵士達に話を聞いてもらうには、どうすれば良い？

「力場装甲でも光学迷彩でも好きに使え、とにかく行け！」

「は、はいっ──」

　尻を叩たたかれるようにして僕ら──僕、ミュセル、エルビアの三人が走り出す。

　光流ヒカルさん、美み埜の里りさん、そしてクリストファさんは、テレジアとＢＯＵ達が保護してくれるようだった。

「撃つな！　撃つなあ！」

　とクリストファさんは両手を掲げて叫んでいるけれど、あちこちで戦っている際に舞い上がる砂すな埃ぼこりのせいで、視界が非常に悪い。〈ニミッツ〉側から見て、僕ら個人を認識できるかどうか──ましてクリストファさんを、〈スーパーホーネット〉のパイロットだと分かるかどうか、怪しい。

　どうすればいいのか──僕は走りながら必死に考えていた。

（はい注目、って声あげて注目──はしてくんないだろうし）

　そんなことで相手の気が引けるなら、苦労しない。

　やはり一発で目が点になるようなインパクトのある何かで、アメリカ兵達の度肝を抜くか何かしないと──そのうえで、こっちの説得を受け入れてくれる気になってくれそうな、何か……

　何か、何か、何かないか!?

　度肝を抜いて──

「畜生、今回の任務が終わったら彼女と『スター・●ォーズ／最後のジェダイ』観みに行って、プロポーズするはずだったのに！」

　と後ろでクリストファさんが死亡フラグっぽいことを喚わめいているのが聞こえる。

『最後のジェダイ』って──ああ、『スター・●ォーズ』の新作？

「…………あ」

　それで僕は、一つひらめいた。
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　走りたいのはやまやまだったけど、僕はあえてゆっくりと歩いた。

　銃弾やら魔法やらが飛び交う中を、悠然と、堂々と、まるで王者が覇道を行くかの如ごとく。

　ちゅいんちゅいんと弾丸が飛んでくるのを感じる。怖い。

　しかし今の僕は『禁忌の鎧よろい』で覆われているので、実際には小銃の弾なんか直撃を食らっても平気だ。さすがに〈スーパーホーネット〉の20ミリ機関砲とか連続で食らえばどうなるか分からないけど。試してみたいとはみじんも思わなかった。

　でもって──

「なんだきさまああっ!?」

　と横手から、立ちこめる砂さ塵じんを押しのけるようにしてバハイラムの兵士が一人、槍やりを構えて突っ込んでくる。僕はそちらに手を向けて──けれどそちらに顔を向けずに──黙って脳裏のイメージを組み立てる。

　とたん、バハイラム兵が姿勢を崩してその場に倒れた。

　のみならず、自分の首を──かきむしるようにして、痙けい攣れんしている。

　まるで見えない何かに首を絞められているかのように。

（できればこの辺から見えてればいいんだけど──無理かな）

　そんなことを考えながら、僕は力場で絞めていたバハイラム兵の首を解放した。

「うげ……げへっ…………！」

　激しく咳せき込こみつつも、怪物に出会ったかのように、恐怖の表情を浮かべて後ずさるバハイラム兵。それと入れ替わるようにして、魔法使いらしいバハイラム兵達が、右手を掲げて出てきた。何か魔法で僕に遠隔攻撃を仕掛けようというのだろう。

　バハイラム兵達の足下から、小石が──礫つぶてが浮き上がり、僕に向かって猛烈な勢いで飛んでくる。

　まるで雨のようなそれらを──

「──ッ！」

　抜きざまに『剣』で僕は一いつ閃せんした。

　いや、まあ実際には適当に振り回しただけで、礫つぶてを防いだのは鎧よろいの方なのだけど──良くも悪くも派手に光るその『剣』は、見る者の意識を引きつける。おそらく、魔法使い達には、僕が『剣』でたたき落としたように見えたことだろう。

　ぶぉんっ！

　僕が脳裏に思い描いた通りの効果音と共に、紅あかく光り輝く剣が旋回する。

　好き勝手に振り回しながら、時折、剣身に火花を散らしてやると、まるでいちいち全部石礫をたたき落としているように見えるだろう。

　そしてこの乱戦の最さ中なか、どれだけの数の礫やら銃弾やらがここを飛び交っているのか、正確に把握している奴やつなんているはずがない。

　おそらく……バハイラム兵には、そして〈ニミッツ〉のアメリカ兵にも、僕が『なにやら紅く光る剣を振り回しつつ、銃弾や礫のすべてをたたき落とし、それでも無理矢理突っ込んでくる相手には不可思議な首絞め技を使う、黒い鎧の怪人』に見えているはずだ。

　そう見えるように僕は、『禁忌の鎧』の上から光学迷彩を掛けている。

　ついでに言うと僕の後ろをついてくるミュセルとエルビアは、白を基調にした鎧みたいなのを着ているように光学迷彩で偽装されている。彼女らの被かぶる兜かぶとは目元が黒く塗られていて、まるで、しもぶくれの骸骨みたいだ。

　つまり──

「…………」

　僕は〈ニミッツ〉を見上げながら意識を集中。

　すると風の魔法が僕を持ち上げて、飛行甲板フライトデツキに向けて飛ばしてくれる。微妙に姿勢制御が難しいけれど、ここが正念場──僕はちびりそうになるくらいに怖いのを我慢して、堂々とした姿勢で空を飛んだ。

　創作物の中では空飛ぶヒーローとか珍しくないけど、あの連中、身体一つで空飛ぶとか、怖くないんだろうか。能力が何かの理由で止まったら、真っ逆さまに墜落して、人間かどうかすら分からないような肉塊になっちゃうわけで。まあ空を飛ぶことを怖がる鳥とか、溺れる心配をする魚がいないのと同じ理屈かもしれないけど。

「…………」

　そうこうするうちに僕は〈ニミッツ〉の飛行甲板に辿たどり着ついていた。

（うわっとっとっと）

　イメージ、イメージが大事。

　僕はあえて棒立ちのまま、平然と飛行甲板の上に軟着陸。

　さすがにバハイラム兵でここまで登ってきている者はまだいないようで、甲板上には、数機の航空機が整然と並び──そして、整備兵やら管制要員やらが、銃を抱えて十数名立っているのが見えた。

　一瞬遅れて、ミュセル達もものすごい距離を跳躍して僕の後に続き着地。まあ跳躍だの何だのは僕が制御してたんだけども。

「……!?」

　彼らは──呆ぼう然ぜんと僕を見ていた。

　信じられないものを、今ここにあるはずのないもの、いるはずのない者を見たかのような、幽霊か悪霊を目の当たりにしたかのような、緩んだ表情で。

「ば、馬鹿な──なんで」

「なんであんな──」

　視線が僕に集中する。

　彼らが戸惑っているのは手に取るように分かった。

　バハイラム兵を蹴散らしながら自分達の原子力空母に飛び込んできたその怪人とその従者が、彼らにとって非常に見慣れた姿であり、同時にこの『異世界』では──さらに言えば戦闘中には、見るはずのないものであったからだ。

　よしよし。ここで駄目押しだ。

「…………」

　僕は光っていた剣の剣身を消すと、駄目押しっぽく、わざと『こおおお、ほおおおお』と呼吸音を響かせる。そして最後に声を変調させたうえで、限界まで拡大──厳おごそかにこう告げた。

「あいむ、ゆあ、ふぁーざー……！」

「のおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　と仰のけ反ぞりながら叫ぶ米兵達。あ。意外にノリがいい。僕の甚はなはだ怪しい英語の発音でも一応通じたようだった。

　でもって──

「というか、なんだお前、なんで『シス●暗あん黒こく卿きよう』がここにいるんだよ!?」

　米兵の一人が悲鳴じみた声でそう問うてくる。

　なんとなく記憶にあるだけで再現したものなんだけど、おおむね間違ってはいなかったようだ。ちゃんと今の僕の姿は彼らには『ダース・ベ●ダー』に見えているらしい。

　すなわち、アメリカ人にとって国民的ＳＦオペラシリーズである、『スター・●ォーズ』シリーズの、大悪役、ある意味で主人公なんかよりよほどに印象深い、闇の剣士に。

　クリストファさんが『スター・ト●ック』に反応したので、もしやと思って、『ダース・ベ●ダー』の格好をしてみたのである。

　異世界にいるはずのない──知る者もいないはずの、分かりやすくも有名なキャラクター。それがいきなり目の前に現れたことで、彼らは思ったはずだ。

『ここは本当に異世界なのか!?』と。

　自分達が異世界に飛ばされ、帰る手段がないと確信したからこそ、彼らは現地人と戦闘してでも自分たちが生き残れる方策を探していたのだ。

　だけど、そんなことする必要が、実はないと分かったら……？

「……落ち着け、野郎どもほーるど・ゆあ・ふあいあ・がいず」

　どうやら僕の目もく論ろ見みは上手くいったようだ。

「我の話を聞くが良いりつすん・とう・みー」

　あらかじめテレジアとクリストファさんに確認しておいた英語──そのカンペを見ながら、僕はそう言った。





（つづく）







あとがき




　どうも、小説屋の[image: ]です。

　遂に『アウトブレイク・カンパニー　萌える侵略者』最終巻！　──ではなくて、その一歩手前をお送りします（汗）。




　実を言うと、一度本巻で終わるプロットも立ててたのですが、何というか、どうにも地味に見えてしまって、組み立て直した結果、このような形に。上下巻、かどうかは微妙な構成になってますが。




　それはさておき。

　何となくこう、私は『原子力空母』というものにこだわりというか、印象深いものがあるようで。過去にも何度か作品中にこの種の兵器を出してきていますが、なんかこう、私の中では他の兵器と比較しても『別格』なんですよね。

　かつて１９７０年代に読んだ『その艦内の核兵器で地表の85％を焼き払える』だの『最強の第７艦隊の中核』だのという描写から、『人類が生み出したうえ、単体（？）で人類を滅ぼせる最強の兵器』のイメージが頭の中に焼き付いてまして。




　コレに加えて『ファイナル・カウントダウン』なる映画でこの『その気になれば地球を死の星に変えられる』程の破壊力を持った兵器が、第二次世界大戦前夜にタイムスリップするというシチュエーションを見てしまった結果、なんというか、こう、深層意識に色々根を下ろしちゃってるのかもしれません。




　今回は『ファイナル・カウントダウン』に加えて空母が出てくる映画ってことで『エネミー・ライン』とかも見直してたりしてたんですが。

　時代は変わったなあと、しみじみしたりしたり。

　もうトムキャットが主力機じゃないんだもんな……。




　まあしかし、普通はこういう描くの大変な現用兵器をメインで出してくると絵師さんが苦しんだりするんで躊躇することも多いんですが、なんかゆーげんさんはむしろ発憤して描いてくださるのでこっちも歯止めが効かず（笑）。

　結果としていつぞやに引き続き『これ本当にアウトブレイク・カンパニーの口絵か？』と首を傾かしげざるを得ない代物があがってきているようです。

　いいぞ、もっとやれ。（無責任）




　まあ空母話はさておき。

『アウトブレイク・カンパニー』も気がつけば私の著作の中では屈指の長さを誇るシリーズとなりました。ここまで読んでくださっている方々にはとにかく感謝の二乗です。

　前にも書きましたが、ラストシーンは割と初期の頃から明確に想定していたので、早く私もそこに辿たどり着つきたいのです。どうか、読者の皆様、最後までおつきあいくださいますよう、お願い申し上げます。





２０１７年３月６日
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第一章　誘拐犯は突然に







　その日──阿あ倍べ野の晴はる克かつ（十六歳）は、軽やかな包丁とまな板の音で目を覚ました。

「……んー……？」

　気け怠だるげな声を漏らしつつ、薄い布団から身を起こす。

　目元をこすりながら見回すと、飽きるほどに見慣れた室内風景が目に入ってきた。

　木造の築四十年、風呂はなく、便所も共同で、間取りは六畳一間。中を歩くだけであちこち軋きしむ典型的なボロアパート。ヒビの入った窓ガラスはテープで補修、すきま風がひどい場所には段ボールを貼り付けてあるのが、見るからに貧乏くさい。

　もちろん、別部屋の台所なんてものはなく、入り口脇にガスコンロと調理台があるだけだ。

　本当にいつも通りの室内風景…………なのだが。

「──あ。ハルくん」

　包丁とまな板の音の合間から、緩くも優しい感じの声が投げ掛けられる。

「起きた？　朝ご飯──もうできるよ？」

　調理台の前に立って朝食を作っていたのは……エプロン姿の若い娘だった。

　娘は包丁を片手にくるりと振り返る。緩やかに波打つ長い黒髪がふわりと舞った。

　歳は二十歳前後といったところか。

　女性としては長身だろう。しかもその体たい軀くは、エプロンの上からでも出るところは出ていて引っ込むところは引っ込んで……と分かるくらいに、メリハリが効いていた。

　卵のような形の良い白い顔に、とろんと緩んだ感じの黒い目がはまっているのが見える。

　ただしそれは、片側だけだった。美人であることは間違いないのだが、長い前髪が左の目元を覆っているので、どこか不思議な──まるで顔半分を隠す大きな眼帯をしているかのような、独特の雰囲気がその容姿にはあった。

「お姉ちゃんね、腕によりをかけて作ったからね？　いっぱい食べてね、ハルくん」

　と──娘は柔らかな笑顔でそう言ってきた。

　指し示されるままに調理台の上を見ると、すでに茶ちや碗わんに盛りつけられた白ご飯に加え、まな板の上には卵焼きが載せられている。コンロで火にかけられた鍋の中身は匂いからして味み噌そ汁しるだろう。調理台の上には小鉢や味付けのりも用意されているのが見えた。

　見事に和風の朝ご飯だ。朝はバイト先でもらってきた賞味期限切れの食パンを一枚、水で流し込むのが常の晴はる克かつからすれば、非常に新鮮というか、十分にご馳ち走そうだった。

　ただ……

「でもハルくん？　あんまりじっくりと味わってる時間はないからね。急がないと──」

「…………あの」

「なぁに、ハルくん？」

　娘は、ここぞとばかりに笑みを深める。包容力満点、たいていの男なら『ああ、もうどうでもいいや』と懸念を投げ捨てて溺れてしまいそうな、魅力的な笑顔であった……のだが。

「あんた、誰？」

　晴克は目を細めてそう問うた。

「…………」×２

　重苦しい沈黙が二人の間に横たわる。

　鍋の中で味み噌そ汁しるが煮える音だけが、くつくつと吞のん気きに響いていた。





●






　今にも倒壊しそうな安アパート……そのすぐ前の道路に一台の自動車が停まっていた。

　いわゆるワンボックスカーと呼ばれる種類の車だ。

　別に珍しい代物でもない。

　ただ……車体は黒塗りのうえに、全面スモークガラス、しかもそこだけあえて洗浄せずに放置してあるのか、前後のナンバープレートが泥汚れで読み取れなくなっているとなると、いきなり特殊というか、怪しくなってくる。

　これで妙な風ふう体ていの男達でも何人か乗っていれば『さあ、拉ら致ちるぜ！』と言わんばかりで、警官が通りかかれば職務質問待ったなしの不審車両そのものであった…………が。

「遅い。何を手間取ってるんだか……」

　助手席でそう呟つぶやく人物は明らかに場違いだった。

　学生服を着た少女なのである。

　しかも色白で金髪碧へき眼がん……目鼻立ちは隙なく整い、愛らしくも凜り々りしいその顔は、外国の童話に出てくる姫君を想わせる。

　化粧っ気はほとんどなく、お洒しや落れといえば金髪の一部を三つ編みに結って、紅あかく大きなバレッタで留めている程度だが──ほぼ素のままでも、いや素のままだからこそ、見る者に強く訴えかけるような上品さがあった。

　要するにかなりの美少女なのだ。道ですれ違えば誰もが振り返るような。

　どちらかといえば誘拐する側よりされる側に見える…………が。

「……阿あ倍べ野の……晴はる克かつ……」

　少女の手にするスマートフォンには一人の少年の略歴と写真が表示されていた。

　阿倍野晴克。十六歳。高校一年生。

　見た目としては──平凡を絵に描いたような少年だ。

　容姿もごくごく普通。短めに刈り込んだ髪と、いわゆる三白眼が、特徴と言えば特徴だが……他と比べてことさらに印象に残るようなものでもない。大人しくしていれば、特に注目を浴びるようなこともなく、他の学生達の間に埋もれてしまうだろう。

　成績はすべて中の中。得意科目不得意科目共になし。趣味の項目は空欄だった。

「この人が本当に……？」

「──ちょっ、放せ！　やめろ、放せっ！」

　呆あきれの響きを含んだ少女の呟つぶやきに──少年のものらしい叫び声が重なる。

　助手席横のスモークガラスを降ろして少女が声の方を見やると、ちょうど、アパートの奥から二つの人影が姿を見せたところだった。エプロンを着けた長身の若い娘と、そして、縄でぐるぐる巻きにされたうえ、小脇に抱えられた少年と。

　いかにも『誘拐』とか『拉ら致ち』そのまんまの姿なのだが、少女は驚く様子はなく──むしろ予定通りといった様子で手元のスイッチを操作。電動式のスライドドアが開かれた。

「ご苦労様、ルシア」

　少女は、喚わめく少年には構わず、娘の方を見て言った。

「お待たせ。美ミ緒オちゃん」

　ルシアと呼ばれた娘が小さく頷うなずき、緩い笑顔を見せる。その表情を見ていると誘拐の実行犯というより、ちょっとしたお使いを頼まれただけのようにしか見えないのだが──彼女の首から下は別の生き物みたいにてきぱきと動いて、少年を車の中に押し込んでいた。

「けっこう、時間がかかっていたみたいだけど。結局、力ずくなのね」

　美緒と呼ばれた少女が溜ため息いき交まじりに言った。

「一応、彼が自分からついてきてくれるように、お膳立てはしてみたんだけどね？」

「お膳立て？」

「男の子を捕まえるには胃袋を摑つかめって言うでしょ？」

　ルシアは少年を後部座席に押し込み終えると、運転席の方に滑り込みながら言った。

　その身体からはほんのりと味み噌そ汁しるの香りがした。

「文字通りの意味なのね」

「でも納得してくれなくて……『あんた、誰？』って」

「それはそうでしょう」

　と美緒は呆れ気味の表情で言う。

　そして──

「──とにかく対象者確保。出して」

「人さらい～～～～っ！」

　という少年の悲鳴を、音を立てて閉じたスライドドアが封じ込めると……黒塗りの、いかにも怪しいその車は、安アパートの前から静々と走り去っていった。





●






「ほどけ、ほどけってば！　無駄だよ、人違いだよ！」

　と三列シートの真ん中に転がされた晴はる克かつは、叫び続けていた。

「俺なんかさらっても何の得にもならねえよ！　身代金なんて払えねえからな！　自慢じゃねえが、うちは料金滞納でしょっちゅう電気やガスや水道止められてんだぞ！」

　自分で言っていて哀かなしくなるが、親の庇ひ護ごもなく定収入もない高校生一人が、真っ当に高校に通いながら自活しようとすると、そうならざるを得ない。

「お金は関係ない。うるさいからちょっと黙ってて」

　助手席に座っていた人物が、振り返ってそう言ってきた。

　金髪碧へき眼がんの少女である。確か『ミオ』と呼ばれていた。

　くっきりした目鼻立ちと相まって見るからに外国人っぽいのだが、喋しやべる日本語は非常に流りゆう暢ちようだ。実に可か憐れんで──とても誘拐なんぞやらかす輩やからには見えないのだが。

「身代金目当てじゃないのか!?　なら……まさか、俺の身体が目当てか!?」

　表情を強こわ張ばらせて晴克は叫んだ。

「……はぁ？」

「臓器か！　臓器なんだな!?　肝臓か!?　腎臓か!?」

「ああ……身体目当てってそういう……」

　ミオは溜ため息いきをついて言った。

　どうやら『身体目当て』という言葉で何か勘違いしていたようである。

「違うから。臓器目的じゃないから」

「じゃあ奴隷とかか！　どっかの富豪に売りつけるのか！」

「それも違う！　っていうか、臓器密売だの奴隷売買だの。どういう発想？」

「どっちも売られかけた経験あるんだよ！　未遂だけど！」

　呆あきれの表情を浮かべるミオに晴克はそう叫んだ。

「……わりと過酷な人生送ってるのね……」

「臓器目当てでも奴隷目当てでもないとなると──えっと、なんだ!?」

「とにかく、別に取って喰くおうってわけでもないから落ち着いて」

「無茶言うな！　こんな状況で落ち着けるわけないだろ！」

　せめて座席に転がされる『荷物』状態から脱しようと足あ搔がく晴はる克かつ。しばらく尺取り虫のように身体を折り曲げたり伸ばしたりして悪戦苦闘していると、縄でぐるぐる巻きながらもなんとか席に座ることができた。

　すると窓越しに外の風景が見えて──

「…………え」

　まず最初に目に入ったのは、茫ぼう漠ばくたる蒼あおい水の領域だった。

　海だ。水平線も見える。

　ただし山らしき影も視界の端に見えることを思うと、おそらくは湾内なのだろう。車はそんな海の上をまっすぐに通された、長い橋を渡っているところだった。

「……さきもり、し？」

　流れ行く風景の端に見た看板を、晴克は思わず口に出して読んでいた。

『ようこそ　狭奇杜市へ（WELCOME　TO　SAKIMORI　CITY）』──妙な漢字の羅列を間違いなく読めたのは、日本語の脇に添えられた英文の中に、街の名前があったからだ。

　聞いたことがない街の名だった。

　車は、晴克の体感時間でいえば、おそらく一時間と走っていない。だとすれば晴克の住んでいる街からそう離れたところでもないはずなのだが。なのにまったく聞き覚えのない名だ。

　さきもり。サキモリ。不思議な響きの言葉だった。

「……あ」

　後尾の窓の外──晴克達の乗る車から十メートルばかり後ろ。

　そこに、三台の車が連なって走っているのが見えた。

　いずれも取り立てて特徴のない──強いて言えば、いかにも中古車然とした古くさいデザインだが──セダン型だ。ただし色も形も同じ、古めの車が三台連なって走っているというのは、ちょっと珍しい図かもしれない。

　その先頭の一台。中に乗っている人間の姿が見えた。

　運転席と助手席には、いずれも、何やらフードを目ま深ぶかにかぶった人物が座っている。

　ガラス越しで少し距離もあるため、その容貌の詳細デイテイールは見て取れない──老若男女の区別すら判然としないが、運転席の人物がやや大柄なのに比べて、助手席の人物は小柄、というか背が低い印象だ。

　不意に──フードの中の小さな暗がりで、何かが瞬いた。

（……え？）

　助手席の人物と目が合った──そんなふうに思ったのは晴克の気のせいか。

　だが次に助手席の人物は、人差し指を一本立てて自分の口の辺りに添えてみせた。

　大丈夫、黙ってて、とでもいうかのように。

「そうそう。大人しくしてて」

　晴はる克かつが喚わめかなくなったのに気を良くしたようで、助手席からミオがそんなふうに言って寄よ越こしてきた…………………………………………その、直後。




　──ごがんっ！




　と異音が響いた。

「なんだ!?」

　慌てて晴克が再び外に目を向けると、いつの間にかさきほどのセダンのうち、二台が左右に回り込み、晴克達の乗るワンボックスカーを挟み込んでいるのが見えた。異音は、左右からぶつけられたときのものだろう。

　音はさらに続き、ぎぎぎぎぎ、と金属同士がこすれ合う耳障りなものに変わる。

　車のフレームそのものが歪ゆがんだか、スモークガラスが粒状に砕けて落ちていった。

「……〈オルガネラ〉」

　不愉快そうに金髪の少女が呟つぶやく。

　しばらく、ワンボックスカーは左右を挟まれたまま、右に左にと道路の上を蛇行していたが、次第に速度が低下。そこへセダンの残る一台が加速──強引に前に出て、急減速。


※つづきは、本編で！







アウトブレイク・カンパニー　ドラマＣＤ用脚本
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登場人物




加納慎一

ミュセル・フォアラン

ペトラルカ・アン・エルダント三世

古賀沼美埜里

エルビア・ハーナイマン

ガリウス・エン・コルドバル











●シーン１








慎しん一いち（モノローグ／以下、Ｍ）「それが、どんなに恐ろしく、数多くの被害をもたらす出来事であったとしても……すべての始まりは、ささいで、つまらないことであったりする。僕達は何度もそんな事実を体験しているのに、ついつい、それを忘れてしまう。悲劇や惨劇の種は、日常の、何気ないところに潜んで、芽を出す機会を窺っているのだ……」







美み埜の里り「慎一君、これで全部？（どさりと段ボール箱を置く音）」




慎一「はい」




美埜里「なんだか軽いわよね、今回の段ボール」




慎一「いつもは本中心なんで重いですけどねえ」




美埜里「本は重いわよねえ。前にＢＬ同人誌の置き場所に困って、段ボールに詰めて積み上げてたら、床抜けたって友達がいてねー」




慎一「美埜里さん」




美埜里「なに？」




慎一「それ本当に友達の話ですか？」




美埜里「（明らかに動揺しつつ）し、失礼な、と、友達の話よ？」




慎一「じゃあその友達は今何歳で、どこに住んでいて、どんな職業についているんですか？　ネットのハンドルネームは？」




美埜里「いや。あの。その…………そ、それは、秘密っていうか、こ、国家機密、防衛戦略上の機密だから！　迂う闊かつに公開はできないのよ？」




慎一「まあいいです。よっ──と（ごそごそ）。本は今回、ほとんど取り寄せてませんから。今回は、ほとんどフィギュアですね」




美埜里「フィギュアって壊れないように、箱にクッションとかたくさん入ってるしね。中身だけ送ってもらうって手もあったんだろうけど──」




慎一「あの箱のデザインもフィギュアの一部ですよ」




美埜里「なのよねぇ」




慎一「では、さっそく──（ごそごそと段ボール箱を開ける／テープを剝がす音等）……ふふふ。限定レアカラーの『ミズーリ』たんフィギュアですからね」




美埜里「メカっぽいデザインだね。ロボット？」




慎一「戦艦の精霊ですよ」




美埜里「は？」




慎一「エイリアンの侵略に立ち向かうアメリカ海軍がですね。すべての戦艦を失って、もう戦う手段がない！　ってときに、どこからか集まってきた提督達の熱い思いに答えて、退役戦艦のミズーリたんが美少女戦艦となって、悪いエイリアンを倒すんです！」




美埜里「はあ……」




慎一「ミズーリたんは途中で悪いテロリストに乗っ取られたりするんですが、そこは、不自然に強い料理長の活躍で、事なきを得ます」




美埜里「混じってる、いろいろ混じってる」




慎一「まあそれはともあれ。本当に手に入るかどうかは分からなかったんですよね、このキャストオフ仕様の出来映えが秀逸と、以前から評判に……うっ？」




美埜里「……な、何、この匂い？」




慎一「（ごそごそフィギュアの箱を取り出す音）──こ、これか、原因はこれです美埜里さん」




美埜里「うわっ……ちょ、ちょっと窓、窓開けるわよ」




美埜里が窓を慌てて開ける音。




美埜里「はーっ……鼻が曲がるかと思った。いったい何？」




慎一「たぶん、このフィギュアの塗料でしょうね。ほら、フィギュアって人件費が安い某国で作ってること多いですけど、中には、粗悪な塗料使う工場もあるとかで」




美埜里「ああ、確かにこれ、シンナーとか、そういう化学薬品系の匂いだね」




慎一「普通のシンナーとかならまだいいですけど。食品ですら、わけの分からない化学薬品混ぜて、なんだかそれっぽく仕立てることとかもあるみたいですからね……塗料なんて何が混ざってるか……（ごそごそ箱を段ボールに戻す音、ビニール袋をがさがさする音、テープを貼り付ける音等）」




美埜里「で、どうするのそれ」




慎一「どうするのって言われても。とりあえず、これだけ匂いがきついと、やばい感じしかしませんよ。お湯でゆでちゃうって方法もありますけど、塗装が剝がれちゃう可能性もあるし、たぶん、匂いが凄いでしょうし──」




美埜里「そうよね」




慎一「ちょっと放置しましょう。揮発性の薬品なら、しばらく放っておけば匂い抜けちゃうこともあるでしょうし」




美埜里「そうねー」







慎一（Ｍ）「このときは、僕の、この行為が、後々大変な事態を引き起こすなんて……思ってもみなかったのだ。本当に」









●オープニング「ユニバーページ」







●シーン２








慎一（Ｍ）「そして──三ヵ月後。忙しかったこともあり、僕はすっかり、その異臭を放つフィギュアのことなど、忘れ果てていた」







こんこんとノックの音。




ミュセル「旦那様」




慎一「あ。開いてるよ」




ミュセル「失礼します、旦那様。お茶をお持ちしました」




慎一「いつもすまないね、ミュセル（しみじみとした年寄り口調）」




ミュセル「いえ、そんな──あ、（何か気付いた様子）ん、ん、（咳せき払ばらい）『おとっつぁん、それは言わない約束よ』」




慎一「エクセレント！」




ミュセル「あの。旦那様、いえ、シンイチ様、これはどういうお作法なのでしょう？」




慎一「深い意味はないので気にしなくていいよ。お約束だから」




ミュセル「はぁ……あの、ところでシンイチ様」




慎一「なに？」




ミュセル「一階の奥の、物置代わりに使っている部屋なのですが」




慎一「ああ、うん、日本から輸入した品を一時的に保管しているあの部屋ね」




ミュセル「一度、置いてある品を外に出して、部屋そのものの掃除をしたいのですが──あの積んである箱は動かしてもよろしいですか？　私一人ではさすがに無理なので、エルビアさんにも、お手伝いをお願いすることになるとは思うのですが」




慎一「うん。乱暴に扱わなければいいと思うよ。投げたりとか、転がしたりとか、しなければ中身が壊れたりすることはないだろうし」




ミュセル「分かりました」







慎一（Ｍ）「思えばこのとき、僕はミュセルを止めるべきだった。止めていれば──少なくともミュセルが、あの愛らしく素敵な、僕のメイドさんが、あんな姿に成り果ててしまうことは、なかったはずなのだ……」









●シーン３








がちゃりと扉を開く音。




エルビア「おーっ、これが全部、ニッポンからのお宝なんすね？」




ミュセル「エルビアさんはこの部屋に入るのは初めてでしたっけ」




エルビア「そっすね」




ミュセル「とりあえず、外に運び出すんですけど──中身の整理もした方が良いと思うんです。本は本、でーぶいでーはでーぶいでーで、あと、人形とかもあるみたいですし。同じモノは同じ箱の中にまとめると、後々、取り出しやすいかと思います」




エルビア「じゃあ、いったん、この箱は全部開けていくっすね？」




ミュセル「はい。お願いします。中身を壊さないように気をつけてください」




エルビア「合点承知っす！」




ミュセルとエルビア、ごそごそと箱を開けていく音。




エルビア「……う？」




ミュセル「どうしました？」




エルビア「な、なんかこの箱が……なんだかこの箱が凄く、変な匂いがするっすよ」




ミュセル「この箱ですか？」




エルビア「あ、触らない方が──」




ミュセル「え？　──あっ!?」




ぶしゅー、と水蒸気が噴き出すような音。




エルビア「うわっぷ!?」




ミュセル「湯気が？　な、なんですか、この匂い!?」




エルビア「た、たまらんす！」




ミュセル「……と、とりあえず、そ、外へ！」




ばたばたと部屋の外に逃げるミュセルとエルビアの足音。




エルビア「はーっ……はーっ……なんなんすか、あれ」




ミュセル「わ……分かりません、旦那様に、お聞きしないと……」









●シーン４








慎一（Ｍ）「あの恐ろしい出来事が始まったそのとき。僕は、吞のん気きにも、届いたばかりのアニメのＤＶＤ、『切断分離のギルティ・エッジ』の水着回を楽しんでいる最中だった。ツルペタなヒロインの身体に絡み付く黒髪のエロティシズムが、実に素敵で、髪の毛にこだわる主人公の変態性に、僕も実に共感できて、まるで他人じゃないみたいな──いや、そうじゃなくて」







慎一「はぁはぁ……たまらないな……これ……まったく、ようじょは、さいこう……」




ばたん！　と音を立てて開かれる扉。




ミュセル「だ、旦那様！」




エルビア「シンイチ様！」




慎一「うわっ!?　な、なにっ!?　いきなり！　まるで恥ずかしい行為に勤しんでいる最中に、母親に乱入されて取り乱している中学生みたいだけど、そんなことしてない！　してないからね！」




ミュセル「な、なんの話ですか？」




慎一「なんでもない！　ミュセルもエルビアも、ノックもせずにいき……な…………」




ミュセル「シンイチ様？」




エルビア「あ。鼻血」




慎一「なんて格好してんの二人とも！」




ミュセル「え？」




エルビア「へ？」




ミュセル「……あ……きゃあああああ!?」




エルビア「あれ？　な、なんで？」




慎一「なんということでしょう！　ミュセルもエルビアも、素っ裸だったのです！　下着姿どころか一糸まとわぬ全裸！　たとえば、ミュセルの、普段は衣装の下に隠れている、実にまろやかな曲線を描くおっぱいも、その下に続くおへそにいたる白いお腹の滑らかさも、さらにその下の──ああああああ。きっとアニメ版だとあちこちに湯気とか透過光が入らざるを得ないような、そんな場面が、惜しげもなく、これでもかというくらいに僕の前に広がっていたのだった！　しかもエルビアはエルビアで普段から露出は多めだけど、いつもは彼女の胸を締め付けている布がなくなったことで、こう、健康的で、そのくせ柔らかそうな大きめなおっぱいが、呼吸と共に緩やかに揺れる様子が、とてもエロくて、もう、僕は、僕は、これを皆に映像でお見せできないのがとてもとても残念──（細かい部分は一字一句追わなくてもいいので、慎一のテンパった勢い重視で）」




ミュセル「シンイチ様？　お、おっぱいって──」




慎一「ああ、思わず心の声が漏れてた!?」




エルビア「シンイチ様は、本当におっぱい好ずきっすね」




慎一「誤解だエルビア。胸はもちろんだが、僕はお尻だって、いや、髪の毛にだってエロティシズムを感じられる男だ！　みくびらないでもらいたい！」




エルビア「さすがっすね！」




慎一「いやそうではなくてね。ふ、二人とも、どうしてそんな格好っていうか、なに、ここは伝説のヌーディストビーチ？」




ミュセル「い、いえ、その、別に服を脱いだ覚えは……」




エルビア「気がついたらこうなってたっす！」




慎一「いちいち両手広げて見せないでいいです。見せてほしいけど。いやそうじゃなくて、ええと、目のやり場に困るからさ、なんか布、隠す布とかないかな、あ、カーテンとか外して身体に巻こうか」




ミュセル「は、はい」




慎一「その辺のカーテン──あれ？」




わしゃわしゃと、まるで蚕が葉を喰くうような、独特の咀そ嚼しやく音おん。




エルビア「……こ、これは？」




慎一「なに、これ？」




ミュセル「精霊、みたい、ですけど……」




エルビア「これってカーテンを喰ってるっすか？」




ミュセル「そんな……」




慎一「精霊が布を喰うって……」




ミュセル「聞いたことないです……」




慎一「……まさか、ミュセル達が裸なのも、こいつらが原因か!?」







慎一（Ｍ）「そう。僕達が見たのは、透き通った身体の、魚みたいな何かだった。精霊。こっちの世界では別に珍しくない存在だ。どこにでもいる。そう。屋敷の中にも。僕達が普段、いちいち意識しないだけで本当にあちこちにいる。けれどその、いつもはどうってことのない、無害な存在が、突如として、ミュセルやエルビアの服を食い荒らし、カーテンやその他の布までも食い荒らし始めていたのだった」









●シーン５








美埜里「慎一君！　慎一君、どこ？　（どたどたと走る音）っていうか、なんなのこれ。ろくに前が見えないじゃないの。建物の中に霧が立ちこめるとか、いくらファンタジーの世界だからって無茶苦茶でしょ」




ばたん、と扉を開いて慎一の部屋に入ってくる美埜里。




慎一「わああああ、駄目だ、美埜里さん、美埜里さんのダイナマイトなボディまで目の当たりにしてしまったら、僕は、僕はもう！」




美埜里「何言ってんの君は」




慎一「あ、あれ？　美埜里さん？」




美埜里「何、その残念そうな顔は」




慎一「べ、別にそんな、期待はしてましたけど！」




美埜里「だからなんの──って、慎一君」




慎一「はい」




美埜里「どうして、ミュセルとエルビアが素っ裸なのか、説明してくれる？　お姉さん怒らないから」




ちゃき、と銃を抜く音。




慎一「怒らないけど銃は抜くんですね!?」




美埜里「撃鉄ハンマーも起こすわよー」




慎一「やめて！　っていうか、どうして美埜里さんこそ裸じゃないんですか！」




美埜里「私が責められてる!?」




慎一「美埜里さんの胸が生で拝めるかもとか思ったのにっ！　裏切ったな、僕の気持ちを裏切ったな!?　パパにもぶたれたことないのに！」




美埜里「なんなのそのスーパー理論。裸になるのがいつの間にデフォになったのよ。原始時代じゃあるまいし」




慎一「いや、なんだかよく分からないですけど、精霊が、突然、布を食い始めて。布ぬの喰くいながら霧を吹き出してるんですよ！　別に僕がミュセルやエルビアを脱がしたわけじゃないです！」




美埜里「そうなの？」




ミュセル「はい、気がついたらこうなっていて……」




美埜里「そっか。そうだよね。慎一君に二人を（ピー！）して（ピー！）するよーな度胸はないわよね。信じてたわ、私は」




慎一「噓うそだ！　絶対噓だ！」




美埜里「そもそも慎一君はキャラとしてはヘタレ攻めっぽいから、自分から（ピー！）したり（ピー！）して強引に（ピー！）とかはやらないわよね。もちろん、ガリウスさんは誘い受けで──」




慎一「誰がヘタレ攻めですか！　──っていうか、若い娘が（ピー！）とか（ピー！）とか言わないで！　夢が壊れますから！」




美埜里「夢破れて、現実を知って、そうやって少年は大人になっていくんだね」




慎一「汚い！　大人って汚い！」




美埜里「頭の悪いコントはとりあえずおいといて。布を精霊が食べてるっていうけど、慎一君だって服はそのままじゃない」




慎一「え？　そういえばそうですね」




美埜里「気付こうよ、そこは」




慎一「男なんて服着てようが着てなかろうがどうでもいいじゃないですか！」




美埜里「力説すんな。……確かに私の服も全然、喰われる様子はないけど。なんでだろう？」




慎一「なんででしょう。男の匂いがついてる服には食いつかないとか、そんな素敵な習性の精霊ってわけではないですよね。美埜里さんが無事なんだし」




美埜里「他に私と慎一君の着てる服に共通する要素ってなんだろう？」




慎一「どっちもエルダント帝国の服じゃないってことですかね」




美埜里「そりゃそうだけど──あ。ひょっとして」




慎一「なんです？」




美埜里「化学繊維だ」




慎一「あ……そっか」







慎一（Ｍ）「そうだったのだ。化学繊維。僕の服も、美埜里さんの服も、どちらも化学繊維でできていた。対して、ミュセルやエルビアの着ている服は、木綿や羊毛といった、天然繊維である。どうして急にこんな暴走を始めたのかは分からないけれど、とにかく、精霊は天然繊維で織られた布を──布だけを、選んで、食い荒らし、霧を吹き出しているみたいだった」









●シーン６








羽車の車輪の音。




ペトラルカ「このところ、公務が忙しくて、謁見の間で報告を受けるばかりじゃったからな。急に妾わらわが屋敷を訪れれば、さぞやシンイチも驚くだろう」




ガリウス「御意」




ペトラルカ「別にガリウス、わざわざ汝なんじまで来ずとも良かったのじゃぞ？」




ガリウス「急に陛下が『シンイチの屋敷に行く！』と駄々をこねられましたもので、身動きできる者が少なかったのです」




ペトラルカ「そ、それは、そうでもしないと、なんだかんだと理由を付けて妾を城の中に閉じ込めようとするからじゃな」




ガリウス「人聞きの悪いことをおっしゃらないでください。陛下──少しは近衛騎士達の苦労についても、ご配慮いただきたい」




ペトラルカ「むう……そ、そんなことを言って、ガリウス、貴様こそ、ミノリに、びいえるとやらの新刊を借りに行きたかっただけではないか？」




ガリウス「陛下。陛下は私がそのような、公私混同をする男だと？」




ペトラルカ「違うのか？」




ガリウス「借りに行くのではなく、借りっぱなしになっていた本を返しに行くだけです」




ペトラルカ「同じじゃ！」




ガリウス「実に興味深いですな、びいえる。ミノリによるとニッポンには、びいえるを専門に商う商人の街もあるとか」




ペトラルカ「ほう」




ガリウス「イケブクロ、オトメロオド、というらしいのですが」




ペトラルカ「アキハバラとは別なのか？」




ガリウス「別であるらしいですな」




ペトラルカ「むう。そのうち一度、視察団を組織して遠征せねばのう」




ガリウス「その役目、お任せください」




ペトラルカ「あ、ガリウス貴様、自分だけそのオトメロオドとやらに行くつもりじゃな？　ずるいぞ!?」




ガリウス「心外ですな。さすがに陛下御自らニッポンに出向かれるのは問題になりますゆえ、この私が陛下の名代として──」




ペトラルカ「ええい、ならばガリウス、貴様に皇帝の位を譲ってやるから、代わりに妾を騎士団長に就任させい」




ガリウス「相変わらず無茶苦茶をおっしゃられ──む？」




ペトラルカ「どうした」




ガリウス「ご覧ください、陛下。シンイチの屋敷が……」




ペトラルカ「なんじゃ？　霧に包まれておるのか、あの辺りは」




ガリウス「あのような、たった一軒の屋敷の周りだけに、霧が発生するなど、聞いたことがないのですが──」




ペトラルカ「妙じゃな」




ガリウス「念のために羽車を停めます、陛下はここでお待ちください。私が見て参ります」




ペトラルカ「しかしガリウス──あれは」




ガリウス「むっ!?　面妖な！」




わしゃわしゃと精霊が繊維を喰くう音と共に、ぶしゅーと水蒸気の漏れる音。




ガリウス「いかん、霧が広がっているのか、あれは？　いや、そもそも霧ではないのか、あれは？　ひょっとして、精霊の──」




ペトラルカ「まずい、捕まる！」




ガリウス「陛下ッ、陛下だけでもお逃げください！」




さらに精霊の繊維を喰う音と、ぶしゅー、という水蒸気の音がして──









●シーン７








慎一（Ｍ）「急にやってきたペトラルカ達が、精霊の霧に捕まっているとも知らないまま、僕達は屋敷の中で困り果てていた」







美埜里「とりあえず化学繊維の衣装は食べられないのが分かったけれど。私の予備の服ってば確か洗濯中なのよね？」




ミュセル「他の衣装と一緒に、つけ置き洗いしています。すみません」




美埜里「下着はあるんだけど──」




エルビア「ミノリ様のは大きさが合わないんすよね」




慎一「エルビアでも大きすぎて駄目って、どんだけでかいんだ……」




美埜里「そこ、セクハラは慎むように」




慎一「すみません。でも化学繊維であれば、別に服でなくてもいいんですよね？」




美埜里「そうね。でもハンカチじゃさすがに小さすぎて役に立たないし──……」




エルビア「シンイチ様、この布は破れてないっすよ？」




慎一「え？　あ──これって」




美埜里「抱き枕カバー？」




慎一「ですね」




エルビア「たくさんあるっすよ。これなら」




慎一「い、いやでも、これ、破いたりするのはちょっと……！」




美埜里「慎一君！　ミュセルやエルビアと、抱き枕カバーとどっちが重要なの？」




慎一「そ、それは……でも、でもコミケ限定販売の限定品ですよ？　美埜里さんだってＢＬの抱き枕カバーだったらって考えてくださいよ、躊とま躇どう気持ち分かるでしょう？」




美埜里「そうね（あっさり）」




慎一「あっさり認めましたね」




美埜里「こう──受けキャラの抱き枕カバーと、攻めキャラのやつ、二枚揃そろえてね、ベッドの上に並べるの。向かい合って見つめ合う感じで。いえ、待って、上と下に二枚重ねる方がいいかな？　うふふふ」




慎一「美埜里さん。妄想の世界から帰ってきてください。……というか、無理に破かなくてもいいか。ミュセルもエルビアも小柄だし」




ミュセル「あの、旦那様。どうすれば？」




慎一「これずぼーっと頭から被ってくれる？」




ミュセル「頭から……はあ」




ごそごそと布ズレの音。




ミュセル「あの、こんな感じでしょうか」




エルビア「どうっすか？」




慎一「おおっ……ミュセルが、頭から、探偵ミュージカル『ミルクなホームズ』のヒロイン、シャロちゃんの抱き枕カバーを被って……これが、これが本当の中の人状態！」




美埜里「まあ。まるで『ど（ピー！）ガエル』みたい」




慎一「そこ！　昭和生まれみたいなこと言わない！」




美埜里「誰が昭和生まれよ！」




慎一「しかもエルビアは──ああ、『父の言うことを聞きなさい！』のヒロイン空ちゃんの抱き枕カバーを！　こっちも中の人状態！」




美埜里「なんか、そこはかとなく、作為っぽいものを感じるのは気のせいかな……」




慎一「気のせいです。ちなみに、ここにノートで変身するヒーローものの主人公で、鋏はさみを武器にする女の子の抱き枕カバーもありますが、美埜里さんも着ますか？」




美埜里「着ません」




慎一「……っていうか、喜んでる場合じゃないです美埜里さん！」




美埜里「喜んでるのは慎一君だけです」




慎一「なんでこんな精霊が大量に出てきたのか知らないですけど、これが神聖エルダント帝国全土に広がれば、とても嬉うれし──もとい！　大変なことにッ！」




美埜里「そうなのよね。人体には今のところ、影響がないみたいだけど……服がなくなる、っていうより、布製品が全部なくなるわけだから、紐ひもとかも食べられちゃうだろうし。普通の服だけじゃなくて、医療関係でも包帯とかに使うはずだし……」




慎一「あ、そうか」




美埜里「こっちでどうなっているのか知らないけど、確か、木綿繊維って火薬の製造にも使われてたんじゃなかったっけ。紙の代わりに使っていた時代も長かったっていうし」




慎一「実はかなりシリアスな状態ってわけですか……なんだか、精霊の数も増えてるような気がするんですよね」




ミュセル「とりあえず、皇帝陛下に、お知らせしないと……」




美埜里「でもどうやって？　エルダント城まで歩いて行くの？　迂う闊かつに羽車とか使うと、城下町にこの厄介な精霊を連れていっちゃう可能性があるわよ」




慎一「とにかくこの精霊が殖えちゃう前に、僕らでなんとかしないと駄目ですよね……」




そこに遠くからペトラルカの声。




ペトラルカ（やや遠め）「シンイチ！　シンイチはおるか──ッ!!」




慎一「ペトラルカだ！　なんで？」




ミュセル「陛下！　でも──」




慎一「声が聞こえるってことはこの、精霊の霧の中に入ってきちゃったの!?」




美埜里「慎一君、嬉しそうね」




慎一「そんなことありません！」




美埜里「その手に持ってるの何？」




慎一「もちろん、これは、戦車道家元の次女で──」




美埜里「よくわからないけど、その中の人ネタはもういいから」




慎一「とにかく、僕はペトラルカに、すっぽんぽんになっているであろうペトラルカに、この、添い寝シーツを届けてあげる使命があるんです！」




美埜里「あ、こら！」




ミュセル「旦那様!?」




ばたん、と慎一が扉を開いて飛び出す音。




慎一「止めないでください！　僕は、きっと素っ裸で困っているであろうペトラルカにこの添い寝シーツを届けなければいけないんです！　けっして、けっして、ペトラルカの、ありそでなさそな、ツルペタバストを合法的に見られるとか、そういえばペトラルカってとっても綺き麗れいなプラチナブロンドだけど、他の部分はどうなんだろうとか、そんなよこしまな想いで飛び出したわけじゃないんです！」




ペトラルカ「シンイチ！　おらんのか！　ええい、霧のせいで周りがよく見えん」




慎一「陛下、ここです、今、加納慎一が陛下のお側に参りま──」




どん、と何かにぶつかる音。




慎一「うわっ……いてて。なんだ？　何にぶつかったんだ？」




ガリウス「……おお。シンイチ。出迎えご苦労だ」




慎一「え？」




ガリウス「む？　シンイチ、何故、君の服は無事なのだ？」




慎一「あ……ああああ……あああああああ」




ガリウス「そんなにじろじろ見るものではないぞ、シンイチ。面おもはゆい」




ぱおーんと象さんの鳴き声（効果音）。




慎一「詐欺だ──ッ!!」









●シーン８








慎一（Ｍ）「想像だにしなかったガリウスの（ピーッ！）を目の当たりにして、というか、そりゃもう、さきっちょが鼻先に触れるよーなの距離で見ちゃって、心に深い深い傷を負った僕だけれど、とりあえず気を取り直して、二人を屋敷の中に案内した」







ペトラルカ「なんと面妖な。服を喰らうとはな。そのような精霊など、聞いたこともない。ガリウス、汝なんじはあるか？」




ガリウス「いえ、寡か聞ぶんにして存じません」




ペトラルカ「となると、対処法も分からぬままか……」




ミュセル「陛下。精霊であることは間違いありません。そしてもともと精霊とは、魔力が塊になって、生き物のように振る舞っているだけのものです。いわば、偶然の産物なのです」




ペトラルカ「ミュセル？　何が言いたい」




ミュセル「ですから、何か、今までになかった特別な要素が加われば、私達の知らないような精霊が生まれることもあり得ると思うんです」




ペトラルカ「ふむ。それで？」




ミュセル「でも、精霊であることには変わりないなら、魔力の塊としての性質は変わらないと思います」




ペトラルカ「つまり、なんらかの形で、魔力を急激に消耗させてやれば、あの布を喰う精霊どもは、自分自身を保てなくなって崩壊するということか？」




ミュセル「はい、たぶん、なんですけど……」




ガリウス「何か強力な魔法具があればな。魔法具の中には周囲の魔力を吸収して動くものが多い。それを、暴走気味に動かしてやれば──」




慎一「魔法具って、あの、この屋敷でもあちこち使ってる、ランプみたいなやつ？」




ペトラルカ「そうじゃ」




ミュセル「厨ちゆう房ぼうに、わりと大きめの釜があります。魔法で圧力をかけたりするもので」




ペトラルカ「ならばそれを使うか」




美埜里「でも陛下。精霊達はどんどん周囲に拡散しています。魔力を消耗させて分解するには、一ヵ所に集めなければ」




ペトラルカ「ふうむ──」




慎一「動物パニック映画とかだと、こういうときは餌とかフェロモンで、問題の動物を集めたりするんだよね。そこで一網打尽」




美埜里「この精霊の場合は布を使うってこと？　でも、もう天然素材の布なんてこの屋敷の周囲に残ってないんじゃない？」




ミュセル「あ……ちょっと待ってください、そういえば」




慎一「なに？　何か心当たりある？」




ミュセル「水を張った桶おけに、つけ置き洗いしている服が何着があったはずです。精霊がもし匂いで布に集まってくるなら、水の中に浸かっている布は大丈夫かも……」




慎一「それだ！」









●シーン９








慎一（Ｍ）「そういうわけで。僕達は、さっそく、悪い精霊の殲せん滅めつ作戦を実行に移すことにした」







がちゃんと、いかにも重そうな鉄の響き。




エルビア「持ってきたっすよ！　この鉄の釜でいいんすよね？」




慎一「ありがとう、エルビア。ごめんね、重かったんじゃない？」




エルビア「や、今のこの状況じゃ、アタシは、力仕事くらいしかできませんし」




ちゃぷちゃぷと水の揺れる音。




ミュセル「旦那様。ありました」




美埜里「確かにミュセルの言う通り、水を張った桶おけの中の服は天然繊維でも無事だったわ」




慎一「じゃあこれを、屋敷の裏に持っていって、後は──洗濯物が乾いて、その匂いに精霊が気付くのを待てば良いって感じかな」




ペトラルカ「よし、急ぐぞ。万が一にも、あの精霊どもが城下町なんぞに達すれば、大変なことに──む？」




慎一「どうしたの、ペトラルカ？」




ペトラルカ「シンイチ。ニッポンの布は喰くわれたりしないはずじゃったな？」




慎一「うん。そのはず。だって僕の服も、美埜里さんの服も、食べられてないし。たぶん、精霊にとっては、食べられる匂いがしないんじゃないかな」




ペトラルカ「そのミノリの服が、喰われておるようじゃが」




慎一「へ!?」




わしゃわしゃと、先の音に比べるとゆっくりとだが、咀そ嚼しやく音おん。




美埜里「な、なに、なんで!?　どうして!?　化学繊維は食べられないはずじゃ──あ」




慎一「ど、どうしました？」




美埜里「混こん紡ぼうだ！」




慎一「ロープレの初期装備ですか？」




美埜里「違うわよ、お馬鹿！　混乱のこんに、紡績産業のぼうよ！　ポリエステルとかの化学繊維と、綿とかの天然繊維を、両方使って編まれた布のこと！」




慎一「あっ！　まさか！」




美埜里「食べるものがなくなって飢えた精霊が、混紡に使われてる木綿の匂いに気付いたのよ！　っていうか慎一君の服も！」




慎一「うわああああああ!?　っていうか抱き枕カバーも!?」




ミュセル「きゃあああ!?」




慎一「なんという天国！　いやそうじゃなくて！」




エルビア「アタシの抱き枕カバーも喰われるっす」




慎一「ああ、限定なのに！　高かったのに！」




美埜里「国家予算で買ってるくせに」




慎一「そういう問題じゃないです！　抱き枕カバーが！　お気に入りのキャラとめくるめく一晩を過ごせる素敵な添い寝アイテムが！　人類の服飾文化における革命の産物が！　ああでも、でも、精霊さんありがとうと言いたくなる気持ちが僕の中には、あって、とってもアンビバレンツな気持ち！　美埜里さんの服が、まるで火に炙あぶられたビニール袋のように、あちらこちらから斑に欠けていく様は、なんというか一気に全裸を見せられるよりも遥はるかに興奮しちゃうわけで！　しかも、こう、ブラが喰われることで、次第にその、はわわでたわわな、とってもボリューミイな胸が、重量感を伴い、たゆんたゆんと僕の目の前にそのすべてを──ああ、支えたい！　この僕の両手で支えてあげたい！」




美埜里「支えなくていいから！　こっち見るな！」




慎一「ああ、また心の声が漏れてしまった！」




エルビア「あ、じゃあシンイチ様、アタシの支えてもらえるっすか？」




慎一「こりゃどうも！　そう、エルビアだって美埜里さんに負けず劣らず──」




ペトラルカ「くだらんことを言っとらんで、早うせい！　ぐずぐずしておるとガリウスを貴様の膝の上に座らせるぞ！」




ガリウス「なんというご褒美……！」




慎一「か、加納慎一、いきまーす！」




ミュセル「あ、だ、旦那様！」









●シーン10








慎一（Ｍ）「もう一刻の猶予もない。早くこの厄介な精霊達を退治してしまわなければ、僕の膝の上にガリウスが──もとい、皆が素っ裸か、もしくは素っ裸に限りなく近い状態になってしまう！　それはそれで見てみたい気はするけれど」







慎一「ここだ、ここにトラップを設置するんだ！」




エルビア「えっと、ここに置けばいいすか？」




慎一「もちろん──うわお？」




エルビア「なんすか？」




慎一「そんな、今のエルビアが、そんな格好で屈んだら、屈んだら、胸の谷間とか、太股とか、お尻とか、尻尾の付け根とか、いろいろと見てはいけないところが赤裸々に見えて、日焼けしたエルビアの肌の健康的なエロティシズムが僕の灰色の脳細胞をとてもとても刺激するのです……！　ああ、どうしよう、僕、どうしよう！」




エルビア「あの、シンイチ様？」




慎一「……たいへん、結構なお点前にございます！」




エルビア「よくわかんないすけど、シンイチ様は本当にスケベエっすね！（嬉しそう）」




慎一「ふっ。よせよ。褒めても何も出ないぜ」




美埜里「褒めてません」




慎一「ああ、美埜里さんまでそんな、紐ひもブラと紐パンに等しい状態で僕の目の前に！　ああ、脅威の局面グラマラスボディが、ボディが！　しかも最後の砦とりでとも言うべき化学繊維の部分は本当に、もう、今にもはちきれそうで！　映像でお見せできないのが本当に残念です！」




美埜里「誰に言ってるの」




慎一「自分でもよく分かりません」




美埜里「ああもう、いいから早く！　ミュセル、洗濯物だして！」




ミュセル「は、はい！」




じゃぼ、と自ら洗濯物を出す音。




ペトラルカ「後は、飢えた精霊が近寄ってきたところで、魔法の釜を全力で動かせば良いのじゃな」




ミュセル「はい。そうすればたぶん、蓄えている力を魔法の釜に吸い取られて、精霊は皆、分解するはずです」




ペトラルカ「魔法の釜を動かすには、種火としての魔法を掛けねばならんじゃろう？」




ミュセル「それは私が。使い慣れていますし」




ガリウス「……妙だな」




ペトラルカ「確かに股間を隠すのに、皿でもトレイでもなく、わざわざティーポットを使うという汝なんじのセンスには、奇妙を通り越して、恐ろしいものすら感じるが」




ガリウス「いえ、陛下、そういう話ではなく」




ペトラルカ「ではなんなのじゃ」




ガリウス「すでに服は桶おけの中から、取り出しているのです。即座に匂いに気付いた精霊が集まってきてもおかしくないはず」




慎一「そういえば来ないね、精霊。もっと、わーっと寄ってくるかと思ったけど」




ミュセル「まだ少し濡ぬれているせいで、匂いが広がっていないのでしょうか。火を焚たいて乾かしましょうか？」




慎一「あ。そうだね。それいいかも」




ミュセル「我イアが・レ魔ドロ力・イとム・真シガ実ム・なレウるォプ言・ド葉ナ・をエウ以ルトて・ウ汝ォイら、レ、ドナ火マラのス・精エソ霊ルクに・ニ命・エずレー、・ドこナ・こウォにース集・エまム・りトーてギそルの・熱ドとナ光・をテ示アせー（音声多重で？）」




ぼ、と音がして、ぱちぱちと火が燃える音に続く。




慎一「ミュセルって火の魔法とか使えるんだ」




ミュセル「軍で、三番目に教わった魔法です。最初は風の魔法と治癒の魔法で。私は主に炊事担当でしたから、どこでも火をおこせると便利だということで、次にこれを教わりました。風の魔法と併用すると、火力調節も利きますし」




慎一「ははあ、なるほど」




ミュセル「あっ──」




慎一「どうしたのミュセル──うわっ!?」




ミュセル「旦那様からお借りしている抱き枕カバーが……」




慎一「最後に残った化学繊維の部分すらちぎれていく？　でも精霊は──」




美埜里「……あ」




慎一「どうしました美埜里さん」




美埜里「化学繊維って火というか熱に弱いわよね……」




慎一「そういえば……って、ええええええええ!?」




美埜里「皆、火から離れて！　火傷しない程度の火の粉でも、化学繊維には致命的よ！」




慎一「なんということだ！　最後の砦とりですらもが今、焼け落ちようとしている！　しかも僕達が自ら起こした炎のために！　馬鹿な！　僕達は自分の首を絞めたというのか！　それともこれは神の意志か！　運命という名の必然なのか！　もういいからガン見しちゃえよと、天が僕に命じているのか！」




美埜里「どこの神様がそんな馬鹿なこと、命じるのよ──っていうかこっち見るな！」




慎一「分かりました、見ません！　ああ、しかし視線を逸らした先にはミュセルが、ミュセルの、もはや、紐パン紐ブラどころか、もう肌が見えていない部分を探す方が難しい状態のミュセルの姿が！　そう、美埜里さんやエルビアほどではないけれど、きちんとした膨らみを持つ綺き麗れいな胸元が露に！　そう、美乳！　美しい乳と書いて美乳と読む！　大きさとは異なる方向に進化した究極のおっぱいが今、ここに！」




ミュセル「だ、旦那様、あの」




慎一「ああ、また心の声がダダ漏れに！　僕の馬鹿！」




ペトラルカ「本当に馬鹿よのぉ……」




慎一「しみじみ言われた！」




美埜里「普段より五割増しくらいで、セクハラが暴走してるわね。さっきからふざけてるようにしか見えないけど、ひょっとして、案外、パニック状態なのかな」




慎一「被告は心神耗弱状態につき無罪！　無罪！　パニック無罪！」




美埜里「駄目だこりゃ。というか、もう、別に全員がここにいる必要もないんだし、ここは慎一君にでも任せてどこかの茂みに隠れてるのが賢いかも」




ペトラルカ「それもそうじゃな。妾わらわなどはここにいてもしょうがないらしいしの！」




慎一「ペトラルカ？」




ペトラルカ「シンイチのおっぱい魔人め！　そんなに大きいのが良いなら、牛の乳でも揉もんでおれ！」




慎一「それは誤解だ、大事なのは大きさだけじゃない！　いや、それ以前に僕はお尻だってちゃんと愛でられる人間だ！」




美埜里「胸張って言うこっちゃないわねー」




ガリウス「──そろそろ来たようだぞ」




慎一「何が？」




ガリウス「本来の目的を忘れるな。来たぞ、精霊が」




ぞわぞわと何かの群れが近づいてくる音。




慎一「うわ。精霊って普段、透き通ってて見えないことも多いけど……これだけ集まると、やっぱり迫力あるっていうか……風景が歪ひずんで見えるね」




ミュセル「シンイチ様……」




慎一「だ、大丈夫、こいつらは、人間には食いつかない──食いつかないんだよね？」




ミュセル「はい……たぶん」




音がさらに大きくなってくる。




ミュセル「シンイチ様……（心細げ）」




慎一「だ、大丈夫、もし、何かあっても、その、ミュセルは僕が守る──守るつもり、だから（ちょっと自信なさげ）」




ミュセル「シンイチ様？　むしろ主人を守るのは私の──」




慎一「ミュセルも漫画は何本も読んだでしょ。僕だって、たまには、こう、主人公がね、ヒロインに向けて言うような台詞を言ってみたいんだよ」




ミュセル「主人公が……ヒロインに、ですか？」




慎一「そ。あんまり自信ないけどね……」




ミュセル「……シンイチ様」




慎一「な、なに？」




ミュセル「あの……私……嬉しい、です、すごく……嬉しいです……」




慎一「そ、そっか……」




ペトラルカ「こら、何を二人だけでこそこそしておるか！」




美埜里「甘酸っぱい青春模様は後にしなさい！　そろそろ点火のタイミングよ？」




ミュセル「は、はい！」




慎一「了解です、カウントダウンします！」




美埜里「任せるわ」




慎一「10、９、８、７、６、５、４、３、２、１──」




ミュセル「点火！」




金属音と、魔法の効果音（？）。




ゆっくりと効果音が「高まって」いく。




慎一「効いてるのか？」




ミュセル「たぶん……」




次第に小さくなっていく布を食む音（精霊の音）。




慎一「よし、効いてるぞ！」




ペトラルカ「むう。しかし思った以上に大量じゃな」




慎一「いつの間にこんなに増えたんだ……」




さらに魔法の効果音が「高まって」いくのと同時に、かきんかきんと魔法の圧力釜が金属音を立てている。そのパターンもだんだん、短く、ヒステリックな感じになっていって──




慎一「あの。ねえ、ペトラルカ」




ペトラルカ「なんじゃ」




慎一「なんだか危険な雰囲気に思えるのは気のせいかな」




ペトラルカ「奇遇じゃな。妾わらわもじゃ」




慎一「あの、ミュセル。たとえば、その、精霊の放出する魔力が、僕達が思っていたよりも遥はるかに大量だった場合にさ」




ミュセル「はい」




慎一「魔力を吸い込みすぎた魔法の釜が、これを使い切れずに破裂、とか、そういう可能性はない？」




ミュセル「それは……」




さらに高まる金属音と効果音。




慎一「逃げろっ!!」




ミュセル「は、はいっ!!」




だだだだだ、と一同の走る足音。




しゅうしゅうと魔法の圧力釜が作動する音。




そして──




美埜里「伏せてっ！」




爆音。




慎一「わあああああああ!?」









●シーン11








慎一「あー……びっくりした」




ミュセル「シンイチ様、大丈夫ですか？」




慎一「それ僕の台詞せりふ。ミュセルは大丈夫？」




ミュセル「はい。私はなんとも──あ」




慎一「霧が、晴れてく……」




ミュセル「精霊達も、ただの魔力に戻って拡散していきます」




慎一「まるで、嵐の後の朝のような爽やかな……………爽やか………じゃねえええええ！　なんだこの臭い!?」




ミュセル「……うっ……は、鼻が、鼻が痛いです……」




慎一「なんだこの臭いっ……ってこれ、ひょっとして、あの……」










慎一（Ｍ）「僕が、段ボール箱に入れたままになっていた、あの、ひどい臭いのするフィギュアを思い出したのは、それからすぐ後のことだった」









●シーン12








慎一（Ｍ）「精霊騒ぎの翌日。僕達はようやくこの騒動の原因を突き止めることができた。やはり、すべての元凶はあの、臭いのひどいフィギュアだった。粗悪な塗料で塗られたフィギュア。この神聖エルダント帝国には存在しない化学物質が、精霊と反応して、あんな凶悪な突然変異を起こしてしまったらしいのだ」







ミュセル「では、あの人形の臭いが、精霊達を変化させたということですか？」




慎一「ペトラルカ達はそう言ってたね。城の魔法使い達が調べた限りじゃ、他に原因らしい原因がないってさ」




美埜里「まあ化学物質なんて、この神聖エルダント帝国にはほとんど存在しないでしょうからね。とりあえず問題のフィギュアは日本に送り返すことになったわ」




慎一「ああ、もったいない……限定フィギュアなのに……」




美埜里「諦めなさい。だいたい、精霊がおかしくなっちゃうような塗料なんだから、人間が吸い込んでも危なかったかもよ」




慎一「それはそうなんですけどね……」







慎一（Ｍ）「こうして、神聖エルダント帝国を襲った未曾有の災害──すなわち『精霊さんが服を食べちゃって私達すっぽんぽん』事件は、我々の活躍により、終了した。死亡者も怪我人も出ておらず、むしろいろいろ素敵なものを目撃しちゃったりなんかして、僕としては幸運だったとさえ言えるだろう」




慎一（Ｍ）「そう。とりあえずの危機は去った。だが僕は思うのだ。あのフィギュアが最後の一体とは限らない……！」




美埜里「……そもそもフィギュア買うのやめたら？」




慎一（Ｍ）「（無視して）いずれ第二第三の危険なフィギュアが我々の前に現れるかもしれないのだ。そのとき、我々はいったいどうすれば……？」




美埜里「……好きにしたら？」









●エンディング「私の宝石箱」





［解説］

　この脚本は、２０１４年３月に発売された『アウトブレイク・カンパニー　萌える侵略者　第９巻限定版』ドラマＣＤのために、[image: ]一郎先生が書き下したオリジナル作品です。発売当時に放映中のアニメ版と同じキャストで録音されました。







キャスト／登場順（カッコ内は、本脚本と関係があるような気がする出演作品とキャラクター）




慎一


花江夏樹（断裁分離のクライムエッジ・灰村切）



美埜里


内田真礼（ガッチャマン　クラウズ・一ノ瀬はじめ）



ミュセル


三森すずこ（探偵オペラ　ミルキィホームズ・シャーロック・シェリンフォード）



エルビア


上坂すみれ（パパのいうことを聞きなさい！・小鳥遊空）



ペトラルカ


渕上舞（ガールズ＆パンツァー・西住みほ）



ガリウス


三木眞一郎（スクラップド・プリンセス・シャノン・カスール、ストレイト・ジャケット・レイオット・スタインバーグ、両作品共に原作・[image: ]一郎）







[image: ]





本作品は、二〇一七年三月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。








アウトブレイク・カンパニー

萌もえる侵しん略りやく者しや17






二〇一七年五月一日発行
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